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    　オープニング　前説


    



    　どかーん！　立ち上る派手な火柱と爆風！


    　燻くすぶる砂すな煙けむりの向こうでは、登場早々にやられ、はいつくばる敵が。


    「ぐはあっ！　……こ、こいつ！　なんて強さだ！　これが町で噂うわさのブラックジョーカーキラー、クリムゾンＨの実力だというのか！」


    　わざわざ説明口調で教えてくれる男。


    　その前には、紹介されたご本人が悠ゆう然ぜんと立っていました。


    「そう、いかなる敵が来たところで、私が必ず打ち倒してみせる！　それが平和とユーモアを愛するヒーローの使命なのだから！」


    　語りに入っているのは、全身を真っ赤な装いで統一した人物です。


    　真しん紅くの長髪ウイッグ（簡単に言うとヅラ）に、体に密着するラバースーツ。セクシーなボディラインから女性だということはわかりますが、顔はバイザーの下に隠れて見えません。素顔は謎なぞに包まれており、正体はごく一部の者にしか知らされていないヒミツ！　というのが基本設定。


    　その名もクリムゾンＨ。『灼しやく熱ねつの悪いた戯ずら』なる二つ名を持つスーパーヒーローであり、本編におけるメインキャラです。


    「ついでに補足しておくと、ジョーカーとはトークバトルを行おこなう講談師全般を指すのだ！　ルールは一対一でショートストーリーを撃ち合い、どちらが面白いかを決める。ただそれだけで難しくはないのだ！　なお、この場合の『面白い』は、『上う手まい・ひねってある』と捉とらえていただきたい！　普通の意味で『爆笑を取る』のとはちょっと違うのだ！　満点大笑いを期待されても困るのだ！　それからブラックジョーカーとは、ルールで認められていない卑ひ怯きような手段を使ってでも勝とうとする連中を言うのだ！」


    　なんとクリムゾンＨ、最低限の用語解説を全部やってくれました。メインキャラたるもの、これくらい親切でなければ。


    　そんなクリムゾンＨに、隣にいた小さな影がつっこみます。


    「前巻のおさらいを強引にねじこんできた！」


    　言ったのは、黒猫の形をした人工生物。名前はニニさん。


    　主な役割はつっこみと、このあたりで間まがほしいな、というときにいじられる役。ひねり上げられたり、ぶん回されたり、ぞんざいに扱われたりするのが仕事。猫の形はしていますが基本はロボなので、人権なんてありません。


    　ニニさんについては、いじられるほかにも機能はあるんですけど、そこはおいおい。


    　ふたりとバトってやられたブラックジョーカーは、忌いま忌ましげに呟つぶやいています。


    「こんなふざけた凸でこ凹ぼこコンビにやられるとは……」


    　参考までに、彼が負けるまでの流れを追っておきますと。


    ①クリムゾンＨ、町外れでブラックジョーカーが罪もないジョーカーを狩っているとの噂うわさをキャッチ。現場へ急行。


    ②その場にいたブラックジョーカーと対決。


    ③バトル中、彼が違法手段に訴えてきたので怒る。


    ④完かん膚ぷ無なきまでにやっつける。


    　となっています。


    　ここでクリムゾンＨ、決めに入りました。


    「お前が使った手段はルール違反！　判定された点数を不服として暴力沙ざ汰たに出るなど、神聖なバトルをなんと心得る！　暴力ではなにも解決しない！」


    　言われた男は、よろよろと立ち上がりながら、苛いら立だちを含んだ声で吐き捨てます。


    「調子に乗っていられるのも今のうちだ、クリムゾンＨ。お前にやられたブラックジョーカーたちの怨おん念ねんが、いずれ貴様をも……」


    　ゴンッ！　響く鈍にぶい打撃音。


    　捨てゼリフの途中で、ブラックジョーカーは白目を剝むいて倒れます。その顔面には、拳こぶし大のアザがくっきり。


    　相手の態度に若じやつ干かんイラっときたクリムゾンＨ、思わず手を出してしまったようです。


    「拳こぶしの持つ説得力！　暴力はあかんのとちゃうかったん!?」


    「私としたことが、つい手が滑すべって」


    　ふうっと、一呼吸おく彼女。


    「……そう。今回もまた、厳しい戦いだった……」


    「そして何事もなかったかのように締しめへと！」


    　反省の色は見られませんでした。


    　このように、彼女は日夜、悪と戦い続けています。


    　世間一般のジョーカーと、その裏で暗躍するブラックジョーカー。


    　両者の対立構造は根深く、近頃ますます激しくなってきていました。


    　我われらがクリムゾンＨと、その相棒ニニさんは、彼らの魔手からジョーカーたちを守るべく、ひっそりと活動しているのでした。


    　ブラックジョーカーが完全に気を失ったのを確認すると、クリムゾンＨは一息つきました。バトルモードを解除し、平常モードに切り替えます。


    　肌に張りついたスーツに指をかけると、……しゅるん！　


    　はい、着替え終わりました。一秒きっかりで変身解除。魔法少女ものっぽい変身シーンを期待されていたかたには申し訳ありませんが、アレなシーンは早すぎて肉眼では捉とらえられません。コマ送りなら追えるかも。


    　コスチュームを脱ぐと、衣装の下から可か憐れんな顔がのぞきました。


    　長く伸ばされた黒髪に、つぶらな瞳ひとみ。全身が醸かもし出すザ・大和やまと撫なで子しこといった雰囲気。


    　この美女、猫ねこ室むろ緋ひ色いろさんといいまして、クリムゾンＨの中のひとです。


    　邪魔なバイザーやウイッグを取った緋色さんは、解放感から心地よさげに言いました。


    「ふう。今日もなんとか正体を隠したままいけました。人知れず悪を倒すのもたいへんです」


    　口調もさっきと変わっています。これぞ役作り。


    　ぶっちゃけ、正体がばれたから特にどうってこともないのですが、そこはお約束。仮面キャラはできるだけ顔を秘さないと。


    「それに、ペナルティがないからと気を抜くのはよくありません！　正体がばれたら魔界に帰らなければならない、くらいの重圧を跳はねのけてこそヒロイン！　ザ・魔法少女！」


    　虚こ空くうに力説する緋色さん。


    　彼女はたいへん素直ないいひとなんですが、少々天然気味でした。場合によっては少々どころではすまないケースもあり、油断していると不意打ちをくらいかねません。


    「まあ、魔法少女やないんですけど」


    　ニニさんはつっこんでおきました。


    「オープニングから自分の色キヤラ出してくるなぁ、お前。そんなことで三百ページ弱を走りきれると思てるんか！　ペース配分を考えろ！」


    「すみません。ボケが足りないかと思って」


    「もう充分足りてる！　これ以上は要いらん！」


    「そうですか？　一ページ一ボケくらいでいったほうがいいと思うんですけど」


    「お前が心配することか！」


    　注意されて、小さくうなだれる緋ひ色いろさん。先程、クリムゾンＨとして戦っていたときと比べれば、別人のように大人おとなしくなっています。


    　これが彼女の奇き癖へきです。


    　普段はいいとこのお嬢よろしく礼儀正しい緋色さんですが、ひとたびフォームチェンジすると、異常なほどテンションが急上昇。暴走状態に突入します。こういうときに近寄ると、今しがたやられたブラックジョーカーのように、ろくな目に遭あいません。


    　たぶん表裏が激しいというよりは、日頃溜ためこんでいるものが一気に吹き出すんですね。危険ですので、小さなお子様をお連れのお客様はできるだけ近づかないようご注意ください。


    　それにしてもめんどくさい性格！


    　倒れた男を見ながら、ニニさんが飼い主を促うながしました。


    「ええからはよ帰るぞ！　こいつが目ぇ覚ましたら困るし」


    「あっ！　待ってくださいニニさん！　……くっ、今の戦いで受けた傷が痛みます！」


    「ひとつもダメージ受けてませんけど!?」


    　ニニさんを追いかけ、緋色さんも帰り道を急ぎます。


    　さあ、始まりましたサキ天、第二巻。


    　今回も騒々しいことになりそうだ。
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    　ところ変わって、都内某所、数す寄き猫ねこ町。


    　この町の一角には、トーク・バー『黒豹ブラツクパンサー』という店があります。


    　トーク・バーとは、ジョーカーたちのために作られた酒場をいいます。ジョーカーたちが、トークの練習相手を見つけやすいようにと考え出された溜たまり場のこと。


    　そしてこの店は、緋ひ色いろさんの叔お母ばさんが経営していました。


    　その関係で、ここは彼女たちの活動拠点ホームでもあります。


    『黒豹』の入り口まで来たところで、緋色さんたちは店から洩もれてくる歓声を聞きつけました。


    　時刻は午前。お店が開くには早い時間。


    　なのに店の中からは、活気のある声が響いてきます。


    　その声は、ふたりもよく知る人物の声でした。


    「そうそう。こういう日々のたゆまぬ練習が大事やな」


    　店内の様子を想像しつつ、ニニさんは満足そうに言いました。


    「ジョーカー道は一日にしてならず！　『小さなことからコツコツと』て、き○し師匠がいつも言うたはるやろ！　お前も見習わなあかんでほんま」


    「本当ですね。勉強させてもらいます」


    「わかったらええわ。ただいまぁー」


    　と。扉を押し開けたニニさんの目に飛びこんできたのは。


    　ようやく登場。あの子こと、主人公！


    　しかもそのしていることといったら！


    「ここでマジックカード使用！　ありんこの攻撃をキャンセル！」


    「なにおっ！　こっちもカウンターで伏せカードオープン！　そっちが直前に使用したカードを無効化する！」


    「しまった！　攻撃キャンセルできず！　カードの攻撃力差で、わたしの『魔ま猫びよう剣士』が破壊される！　……手持ちデッキにキャラカードなし！　やばい！」


    「よし！　追撃だ！　一斉攻撃！　『猫ねこ千せん人にん長ちよう』『猫大帝』、そして『竜りゆうに乗った猫』でアタック！」


    「ああっ！　やられた！　……くそう、力負けか……」


    「見たか！　俺に勝とうなんて、百億万年早いわ！」


    「もう一回！　今度は別のデッキで勝負だ！」


    「いいぜ。ただし負けたら、昼飯な。高いの奢おごらせてやる」


    「次は勝つ！」


    　思いっきりカードゲーム！


    　予想外すぎる光景に、ニニさんですらつっこみが少し遅れました。


    「……っ！　なんでお前らトークの練習してへんねん！」


    　そこにいた男女ふたり組みに向かって、苦情を言うニニさん。


    「外にまで声聞こえてたから、俺はてっきり練習してると思てたのに！」


    　女の子のほうが答えました。


    「あれまあ、自分勝手な思いこみをひとのせいにするとは、なんて猫なの！　ぷんぷん！　わたし、怒っちゃうぞ？」


    「怒ってんのこっちですけど！」


    　ここでまことに残念なお知らせがあります。


    　ぷんぷん言ったこれ、主人公です。名前は火ひ花ばな咲さ樹き。十七歳・♀おんな。


    　小柄な体をカジュアルなコーディネートで包んでおり、全体的に猫っぽい印象。


    　見かけはなかなか可愛かわいいと言えなくもないですが、人間、肝心なのは中身。


    　性格は卑ひ怯きよう卑ひ劣れつ、ひとに厳しく自分に甘く、万年金きん欠けつ気味のくせに、ごはんをたくさん食べます。行動原理はいきあたりばったりで、特技はひとの神経を逆さか撫なですること。


    　書けば書くほど悪い点しか出てきません。こんなのが主人公でいいのか。そこのところ、一度真剣に考え直したい。


    　今もサキちゃん、毛を逆立てるニニさんを笑い飛ばしています。


    「そう怒るなって！　いやあ、ついつい白熱しちゃってね。今のとこ四百三十勝四百八敗で、わたし負けてるからよけいに……」


    「ひとがおらん間に何ゲームしてんの！　何行も何行も、放っといたらどこまでやるかわからんわ！」


    　ひとしきり文句を言うと、ニニさんは男の子に向き直りました。


    「それからお前は、実家帰ったんとちゃうかったんか！」


    　話を振られたのは、美形の青年です。


    　年はサキちゃんたちと同じくらい。そのわりには苦労が顔に出ているようですが、それもまた魅力のうちなのでしょうか。


    　びしっと着こなしたブラックスーツも、夜のお仕事に携たずさわるひとのようです。現にそちら方面でならかなりの需要が見こめそうでした。


    　青年は、サキちゃんの幼馴な染じみにして、保育園時代からのライバルでもある蟻あり蛾がトール氏。職業は家業手伝い。ただし現在、仕事は休止中です。


    　彼がなぜサキちゃんのいるこの町に来たのか。そのあたりは、好評発売中の『サキちゃんと天然さん』一巻に詳しく出ています。彼がいかに貧乏くじを引かされてきたか、涙なしには読めません。


    　そのトール氏、前巻のラストで無事問題も解決され、地元へ帰ったはずだったのですが。


    「いや。帰ったのは部下たちだけだ。俺はまだやることがあって、ここに残った」


    「……答えは薄々想像できるけど、一応聞こか。やることて何？」


    「そう、すべては愛のため！」


    　トール氏は、夢見る乙おと女めモードで言いました。


    「俺はあるひとに自分の気持ちを伝えるために残ったんだ。俺に恋の矢を撃ちこんだ天使が振り返ってくれるときを夢見て、俺はどこまでも追いかける！」


    　こちらもまたスペックは高いのですが、何かが今一歩、残念でした。サキちゃんの幼馴な染じみであると考えれば、それも納得できるか？


    　ニニさんは、彼の主張をピンポイントでまとめました。


    「要するにストーキングやな」


    「違う！　純愛路線だ！　いつかこの想おもいが届くと信じ、あきらめずに努力し続ける。それが大切なんじゃないでしょうか！　ですよね、緋ひ色いろさん！」


    「はい。よくわかりませんが、がんばってください」


    「がんばりますとも！」


    　俄が然ぜん元気になるトール氏。というのも、彼の意中のひとというのが緋色さんだからです。このことは秘密でもなんでもなく、当人に即バレしてもおかしくはないほど。


    　けれど天然がかっている緋色さんは気づいていません。はたしてその想いが届く日はいつのことになるのやら。


    　ニニさんは、肺のタンクが許すかぎりの活量で溜ため息いきを吐つきました。


    「まじめに練習に打ちこんでるもんと思てたら……。情けない！　情けないよ俺は！　トークのことを二の次に、しょうもないカードゲームばっかりして！　遊ぶのはやることやってからやろ！　緋色！　お前からもなんか言ゆうたれ！」


    　緋色さんは盤上のカードを見つめながら言いました。


    「そうですね。……サキさんの敗因は、三十四ターン目。ここはフラッシュタイミングでマジックカードを使わず、次のリフレッシュステップまで耐えるべきだったんじゃないでしょうか？　そうすれば逆転の目も……」


    「お前までゲームに夢中か！」


    　こんなところにも隠れフリークが！


    「しかも専門用語のオンパレード具合からして素しろ人うとちゃう！　どないなっとんのこれ！」


    　熟練の手つきでカードを捌さばきつつ、もったいぶるサキちゃん。


    「まあ今、巷ちまたで流は行やってるからね、『猫トラクエスト　～ＶＳ翼よく竜りゆうの章～』。知らないんだ、ニニさん。遅れてるぅ！」


    「お、遅れてるやと!?」


    　ひるむニニさん。


    「常に流行の最先端を行く俺に向かって、なんちゅうこと言ゆうねん！　……わかった。ちょっと俺にもカード貸してみ？　どれほどのもんか確かめたるから！」


    「自分もやりたかったんじゃないですか」


    　結局、場の雰囲気に流されたニニさんも交え、全員で遊ぶことになりました。


    　その後、一同が血みどろの激戦を三ゲームばかりこなした頃。


    　突然、勢いよく入り口の扉が開かれました。　


    「よかった！　みんな揃そろってるわね！」


    　入って来るなり叫んだのは、凜りんとした着物姿の女性でした。


    　ウェーブのかかった灰色の長髪が、着物の色によく映えています。適度なお化粧も大人の女、といった風ふ情ぜいで、クールな魅力を引き立てるよう。


    　このかたは、猫ねこ室むろ小こ蘭らんさん。続ぞく柄がらで言えば、緋ひ色いろさんの叔お母ばさんにあたります。好きな言葉は異性からの、『ええっ！　うそでしょう？　全然そんな年に見えないですよ！　僕、二十代の前半くらいかなって思ってましたよ！』。


    　世間では凄すご腕うで美人ジョーカーとして名前が通っており、業界内でもトップの立場にいることから、その影響力はかなりのもの。偉いひとなんです。


    　その小蘭さん、今日はひどく慌あわてている様子。


    「はあはあ。……久しぶりに走ったから気持ち悪い。うぷ……」


    「どうかされたんですか、叔母様？」


    　身内の取り乱しようにも、緋色さんは落ち着いて尋たずね返しています。彼女はこの叔母と長い付き合いがあるため、こうした事態にも慣れていました。


    　どうにかリバースを堪こらえた小蘭さんは、姪めいとサキちゃんを急せき立てました。


    「とにかく、用意して。すぐに出発しないと間に合わないの」


    「出発って、どこ行くの、師匠？」


    　カードを切りながら尋ねるサキちゃん。


    　ようやく息も整ってきた小蘭さんは言いました。


    「プロテストよ。今日行おこなわれる部に、ふたりとも出場登録しておいたから」


    「？　はい、師匠！　質問です！　プロってなんですか？」


    「いい～質問ね、サキちゃん」


    　小蘭さんは、予備知識ゼロのサキちゃん、および読者サイドに説明してくれました。


    「ジョーカーにも、プロとアマチュアの区別があるの。申請さえ出せば誰でもジョーカーにはなれるけど、プロリーグや公式トーナメントに出ようと思えば、さらに資格がいるのよ。その資格をゲッチュするために行われるのが、プロテスト！」


    「んー。なんか難しそう……」


    「ボクシングのプロテストと似たシステムね。誰でもサンドバッグは叩たたけるけど、公式試合に出ようと思えばライセンスがいるでしょう？　それと同じだと思ってちょうだい」


    「わかった！　そういうもんだと思っておくよ！」


    　サキちゃんは、これ以上ややこしい話を聞きたくなかったので、わかったふりをしておきました。


    　一方、緋ひ色いろさんは、突然切り出された話に困惑気味。


    「いきなりテストだなんて。私、聞いてません」


    「……登録したって言うのを忘れてて」


    　ぼそぼそ呟つぶやく小こ蘭らんさん。


    「……その、いろいろと忙しくてね？　言おう言おうとしてるうちに、忘れちゃってたの。ごめんなさい×１００」


    　反省の見られない様子に、緋色さんの態度も厳しくなります。


    「叔お母ば様、そういういいかげんなことでは困ると、いつも言ってるじゃないですか」


    　責められるや、姪めいにすがりつく小蘭さん。


    「一生のお願い！　今日、姪っ子と期待の新人がテスト受けるって、テレビ局のひとに言っちゃったの！　カメラも入るかもしれないの！　このままじゃ企画失敗になっちゃう！」


    「そう言われましても……。一生のお願いも、もう五度目ですし」


    「断られたらここで泣いちゃうから！」


    　実際、小蘭さんは早くも涙目になっています。さっきの『凜りんとした』だの、『クール』だのといった描写からはほど遠い感じ。


    　そう、このギャップこそが、世間にひた隠しにしている小蘭さんの秘密。


    　表向きには冷静沈ちん着ちやくを装っていますが、その実メンタルは打たれ弱く、些さ細さいなことで理性の結けつ界かいが崩壊してしまいます。これまためんどくさい性格！


    　緋色さんもそうですが、猫ねこ室むろ一族はみな二重人格っぽいのです。この知識、のちのち必要になるので憶おぼえておいてください。


    　小蘭さんは、サキちゃんにも訴えました。


    「ね。サキちゃんもお願い！　ちょびっと時間取るだけだから、ね？」


    　面倒をみていただいているお偉いさんのお願いでしたけど、サキちゃんは渋りました。


    「急に言われたって、心の準備がなぁ……」


    「お願いよぉ。……そうだ！　もし出てくれるなら、お小こ遣づかいあげる！」


    「任せなさい。行き先はどこかね？」


    「変わり身の早さたるや！　簡単に転ぶな、サキちゃんは！」


    　つっこむニニさんに、サキちゃんは無欲を装い言いました。


    「お金じゃありません！　師匠には日頃お世話になってるから！　その師匠に期待の新人とまで言われちゃ、やるっきゃない！」


    　明らかに金の力が言わせていました。


    　出場を決めたサキちゃんに対し、緋ひ色いろさんは躊躇ためらっている様子。


    「私はその……。まだプロになるのは早い気がしてますし。だいたい受かるかどうかもわからないですし……。それに、テレビとかもちょっと苦手で……」


    　持ち前の謙けん虚きよさから、参加を辞退したがっています。


    　緋色さんはサキちゃんと違って清せい廉れんですから、お金では心変わりしてくれそうもありません。しかも頑固な一面があるため、一度言い出したことをそう簡単には覆くつがえしません。


    　そこで小こ蘭らんさん、切り札を出しました。


    「わかったわ。じゃあ緋色にはこれをあげる。……ぱぱらぱっぱぱー！　まだ発売されてないレアカード！」


    　出てきたのは、先程から話題の『猫トラクエスト』のキラカードでした。


    　こんな紙切れ一枚でどうにかなると思ってるなんて、見通しが甘い甘い。


    　現に緋色さんは、まったく動じていません。


    　まったくもう、といった顔で、叔お母ばさんの手からカードを静かに引き抜き。


    「そろそろプロになるのもいいかな、と思い直しました」


    「心動いちゃった！」


    　まさかあなたまでそんな！


    「清廉という言葉が今日ほど虚むなしく聞こえた日はない！　正気か緋色！」


    「カードのためなら、あの世にだってお供する覚悟です！」


    「何がそこまでお前の心を揺さぶる!?」


    「物で釣られる緋色さんもステキだ！」


    「お前は黙っとれ！」


    　ラブコールを送るトール氏を一いつ喝かつしてから、ニニさんは力なく言いました。


    「もうええわ。一いつ笑しようから、これ以上はムリやわ。前巻よりもつっこみの負担増やわ」


    　傷しよう心しんのニニさんは、小蘭さんにも矛ほこ先さきを向けました。


    「お前もや小蘭！　なんでお前がそんなもん持ってんの!?」


    「だって、これをプロデュースしてるのはうちですもの。Ⓒ全日本会話芸術協会」


    「商売が手広い！」


    　全日本会話芸術協会とは、ジョーカーたちを一いつ括かつ管理する団体です。小蘭さんを筆頭に、すべてのジョーカーがここに所属しており、トークバトルのシステムサービスもこの協会が提供しています。


    　それが異業種のカード販売まで手がけているなんて。お客様からお金を搾しぼり取る構図が完成しているじゃないですか！


    　ともかく、小蘭さんの思おも惑わくどおり、ふたりともテストへ出場することになりました。


    　動機はさておき、参加を決めた緋ひ色いろさんは、肝心なことを尋たずねました。


    「それで叔お母ば様。今回のプロテストはどこであるんです？」


    　小こ蘭らんさんが指さしたのは、お空の遥はるか遠く、西の彼方かなたでした。


    「京都よ！」
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    　ぽん！　ジャンプ一発！


    　テレビ的なシーン切り替えを利用して、あっという間に場面がチェンジ。


    　実際は、章ひとつまたぐ間にいろいろなことがありました。


    　小こ蘭らんさんが切符をなくしたり、車内でやろうとしていたＤＳのバッテリーが切れていたり、東京駅でゆでタマゴを八つ買い、品川駅に着くまでにそれをみな食べてしまったり。きわめつけに、新幹線内で起きた連続殺人事件まで解決しました。


    　が、それはまた別の機会に。


    　てなわけで、ちょうど京都駅のホームに新幹線が滑すべりこんできたところから。


    　ドアが開き、真っ先に飛び出したサキちゃんの後から、一同が姿を見せました。


    　ホームに降り立ったのは、サキちゃん、緋ひ色いろさん、小蘭さんに、猫用キャリーバッグに押しこまれたニニさん。


    　トール氏もついていきたいと頼みましたが、『そんなにたくさんキャラは出せない』と小蘭さんに却下されました。男など要いらんのだ！


    　狭い車内から外に出たサキちゃんは、大きく伸びをひとつ。


    「あー。やっと着いた。座りっぱなしで腰が痛い」


    　言いながらも興味津しん々しん、周囲を見渡しています。とりわけ、おみやげを売る店をガン見しています。


    　そうここは、どこからどう見ても京都。ヒア・イズ・ザ・キョウト・ステーション・ネクスト・イズ・シンオーサカ！


    　人間、見慣れない場所に来るとわくわくするもの。サキちゃんも例外ではありません。


    「なんかわたし、すごいやる気出てきた！　よぉし！　せっかくだからここで、ご当地にちなんだ俳句を詠よんであげよう！」


    　気分の高まるまま、朗ろう々ろうと歌い上げるサキちゃん。


    「柿かき食えばぁ～　腹が減るなりぃ～　放浪時ぃ～」


    （訳／あまりにお腹なかが空すいたためそこらの柿を食べてみたけど、渋くて食えたもんじゃなく、よけい空腹感が増しただけであったよ。旅の途中でお金がなくなるとたいへんなことになるものであるなあ）


    「どんな五・七・五!?」


    　ところが。


    「なんてせつない俳句なの！　心に染しみ渡るわ！」


    「それにたぶん、今のは奈良にちなんだ句ですね。違う都市の句を平然と詠むなんて、サキさんは剛ごう胆たんです！」


    　一行のテンションは異様に上がっていました。周囲のひとが遠回りに避けていたって気にしません。これが旅の魔力。要いらないおみやげとかを買わせるんだ！


    　サキちゃんはじっとしていません。拳こぶしを天に振り上げ叫んでいます。


    「うおおお！　国際都市の空気が、わたしの心をさらなる旅へとかき立てる！　みんなぁ！　ニューヨークへ行きたいかぁ！」


    「せっかくここまで来たのに（ニニさん）！」


    「ファーストクラスで、ニューヨーク～サンフランシスコ間空そらの旅を楽しみたいかぁ！」


    「わあ！　すこぶる快適（嬉うれしそうな緋ひ色いろさん）！」


    　なんか収しゆう拾しゆうがつきそうもなくなっています。


    　しかしそのとき、ちょうどいいタイミングで小こ蘭らんさんの携帯が鳴りました。


    　その音で我われに返る大師匠。


    「そうそう、時間がなかったんだったわ。すぐ会場に行かないと」


    「会場に行きたいかぁ！」


    「行くんです！　こら！　八つ橋は帰りよ！　ハウス！」


    　サキちゃんはずるずる引っぱられるまま、タクシーに積みこまれ、旅行用トランクといっしょに運ばれていきました。


    



    



    　試験会場は、タクシーで三十分ばかり走ったところにありました。


    　大きな建物は、ブリッジ屋根もまぶしい鉄筋構造。象ぞうが踏んでも壊れません。どうやら市営の体育館を借り切って、臨時の会場にしているようです。


    　人混みはそれほどありませんでした。一行は関係者用の出入り口を抜けて中へ。


    「さ、すぐに始まるわ！　まずは試験前の諸注意があるから。私はそこで挨あい拶さつすることになってるの。それから筆記試験が……。ちょっと。大丈夫、サキちゃん？」


    「……疲れた。もう帰りたい」


    「早くも！」


    　ここへ来るまでにはしゃぎすぎです。ペース配分よ、サキちゃん！


    　準備のため会場の奥へと消える小蘭さんと別れ、サキちゃんたちは受験者が大勢たむろする場内へ。


    　体育館の内部は吹き抜けになっており、二階部分から上が観客席になっていました。旧ローマ時代のコロッセオによく似ています。←奴ど隷れいとライオンを戦わせたりして楽しむやつ。これからここでバトるひとには気分悪いたとえ。


    　集まったひとたちの間に漂う空気は、ぴりぴりしていました。


    　無理もありません。今からここで、今後の人生を左右する試験が行おこなわれようとしてるんですから。プロになれるかどうか、その境目なのです。


    　そんな緊張した静けさを破る、場違いな奇き声せい。


    「うぁおーい！　ひいさん、あれ見てあれ！　カメラ！　カメラあるよ！　師匠の言ってたとおりだ！　とうとうわたしの存在がクローズアップされる日が来たか！」


    　現げん金きんなサキちゃん、テレビカメラを見つけた途端、元気を取り戻しました。ニニさんの背中をばしばし叩たたきながら、ひとりで盛り上がっています。


    「おいおい、どうしよ！　わたしの姿がテレビに登場→ウェブに動画がアップされる→それを偶然目にした大物プロデューサーがわたしに注目→ハリウッドデビュー。……そんなことになったら、全米が泣くね！」


    「あまりのポジティブシンキングに、聞かされた俺が泣きたいわ」


    　ふたりが話している間に。


    　ぶーっ！　会場内に設置されたブザーが鳴り始めました。


    　いよいよ試験開始の時間になったようです。


    　会場の上かみ手て、端のほうには、設しつらえられた舞台がありました。


    　その袖そでから、試験の係員らしき人影がひとり、姿を見せました。ぐるぐる巻きの金髪縦ロールに、これまたぐるぐる巻きの勉べん蔵ぞうさん眼め鏡がねをかけたお姉さんです。……あれ？　このひと、どこかで見覚えが……。


    　舞台のマイク前まで来ると、お姉さんは一同に向かって話し出しました。


    「お待たせしました。ではこれより、第百九十八回プロジョーカー選抜試験を始めます。なお、今回は『あと二回で二百回だよ全員集合！』回のため、協会発はつ祥しようの地、京都での開催となりました」


    　おざなりな拍手。


    「また、メモリアル大会ということで、各方面から多数のご協賛をいただいております。なんと、一位通過者には『ル○クＪ○Ｂで行く　アメリカ弾丸ツアー・七泊九日の旅』が送られます。さあ！　喜びなさい豚ども！」


    　沸わき上がる歓声と、気合いの入った拍手。


    　気をよくしたのか、お姉さんは少々ついていきがたいテンションで呼びかけてきます。


    「みんな、ニューヨークへ行きたいかぁ！」


    「それもうさっきやった！」


    「わたし、アンティグア・バーブーダへ行きたい！」


    「そこどこ!?」


    　カリブ海東部にある島国。総面積は四百四十二平方キロメートル。主な産業は観光業。


    　受験者たちは目の色が変わっています。受かればプロになれるばかりか、オマケまでついてくるとは。なんとラッキーな回なのでしょう。


    　騒ぎが収まってきたところで、試験官のお姉さんは言いました。


    「ではここで開会のトークを、協会本部長、猫ねこ室むろ小こ蘭らん様より賜たまわります」


    　紹介を受け、袖そでから現れる小蘭さん。それに合わせ、またも上がる歓声。


    　ジョーカーを目指す人々の間でも、小蘭さんはたいそうな人気を誇ります。本ほん性しようを知らないというのは幸せなことですね。


    　マイクの前に立った彼女は、さっそく一席披ひ露ろうしようと口を開きかけました。


    　そこに、試験官から一言。


    「ちなみに、とても面白いお話をしてくださるとのことですわ。みなさまお楽しみに！」


    「無茶ぶり！　そんなの聞いてません！」


    　壇上でパニクり出す小蘭さん。


    　サキちゃんたちは階下から応援しました。


    「ししょうー！　リラックスリラックス！」


    「叔お母ば様、目の前にあるのは全部カボチャです！　有機農法の！」


    　ふたりの声も虚むなしく、小蘭さんの動揺は収まりそうもありません。


    　見ているサキちゃんたちも慌あわてました。


    「やばいよひいさん、あれやってあれ！」


    「わかりました。ええっと、紐ひもと五円玉と……」


    　緋ひ色いろさんは懐ふところから何かを取り出すと、ステージの真下まで走り寄り、それを小蘭さんのほうに突き出しました。


    「あなたはだんだん落ち着いてくーるぅー」


    「催眠療法!?」


    　紐の先に結びつけられた五円玉が、ぶらぶら揺れます。


    　しばらくすると、それを見つめていた小蘭さんに変化が現れました。


    「……なんだか心が静まってきたような……」


    「効いてる！　すごいな緋色！」


    「この前、通信教育のパンフレットを見て。できそうだったので、独学でマスターしました」


    「せめて教材は取り寄せたれ！」


    　妙な才能を発揮した緋色さんのおかげで、どうやら小蘭さんのパニックも収まりました。


    　平常心を取り戻した小蘭さんは、マイクの前で咳せき払ばらい。


    「えー。ごほん。では私から開会の辞に代わるトークを。……テーマは私の得意ジャンル古典から選びました」


    　小蘭さんは話し始めました。


    



    　タイトル『安宅あたかの責せき』


    



    　険しい奥おう羽うの山道を、十余名ほどの一団がやって来ました。いずれも山やま伏ぶしの格好をした、壮漢どもです。


    　彼らはもともと都でも名の知れた武士でありました。それがなぜこんな場所をさまよっているのか。


    　それというのも、すべては言われなき讒ざん言げん（密告・悪口のことです）を受けたためでした。


    　一行の中心にいるのは、小柄な若い男でした。彼は当とう代だい、天才と謳うたわれる軍略家であり、各地の戦場でいくつも功こう名みようを成しました。しかしその成功ゆえに家臣の一部からねたまれ、今は自らの兄である時の将軍から追われる身の上。そのため彼は姿をやつし、子こ飼がいの部下たちとともに山中をさすらっているのです。まこと人生とはわからぬもの。昨日の英雄が今日の謀む反ほん人となり、逃亡の日々を余よ儀ぎなくされているのですから。


    　足取りも重く、一行は歩き続けます。


    　時刻はもうじき日も暮れようとする頃。


    　彼らはその日、いくつも山を越え、疲れ果てておりました。しかし幸い、あとひとつ峠とうげを越せば、泊まれる心当たりがあります。


    　そのときになって、配下のひとりが言い出しました。


    「恐れながら、殿。それがし思いますに、次の関せき所しよは易やす々やすと通れぬかもしれませぬ」


    　殿、と呼びかけられたのは、件くだんの小柄な男。彼は言った部下に尋たずね返します。


    「そう申すのは、いかなるわけであるか」


    「はっ。と言いますのも、次の関を守りますのは、我われらもよく知る御ご家け人にんでございます。かの者は先日まで宮きゆう中ちゆうに勤めておりましたゆえ、殿のご尊そん顔がんをすぐ近くで見たこともございましょう。……万が一、奴が殿に気づきましたなら、声を上げて我らを止めるは必ひつ定じよう。容易に抜けられるものではございますまい」


    　殿は考えこみました。


    「しからば、工夫をこらさねばなるまいな。……困ったのう。どうすれば無事に関所を通過できるであろう？」


    「我にひとつ、策がございます」


    　進み出たのは、別の部下でした。


    　この男、雲を突くような大男で、日頃から殿がもっとも頼みとしている配下でもありました。武芸だけでなく、とっさの機知にも優すぐれていましたから、これまでもこうした危機がくる度たび、うまい解決策をひねり出してきたのです。


    　大男が言いました。


    「我らがすべきは、殿の姿を変えることです。相手が絶対に殿だと気づかないようせねばなりません。そのためには……」


    　一行は大男の意見に耳を傾けました。やがて相談の結果、彼が話した手順どおりにことを進めることにいたします。


    



    　関せき所しよでは、先に出た御ご家け人にんが関の頭かしらとして、通る人々を調べていました。上からの伝達により、厳しく通行が規制されておりますから、ひとりとして見み逃のがしたりはいたしません。


    　奇妙な一行が通りかかったのは、日が暮れなんとする直前のことでした。


    「さあ、歩け歩け！　このうすのろめ！」


    　聞こえてきた声に、関せき守もりは注意を向けました。声だけではありません。騒がしい荷に駄だの音に交じり、時折鞭むちの振るわれる音も鳴っています。


    　関守が見れば、十人あまりの山やま伏ぶしたちが、ひとりの小男を先頭にしながら道を進んでくるところでした。


    　なんとも不思議なのは、その小男がやたらに鞭を受けたり、罵ののしりの言葉を浴びせられながらよろよろと歩いてくる点です。姿形から、小男は彼らに仕える荷駄運び役の小こ者ものらしく思われますが、それがなぜ列の先頭を、それも見せしめのように歩かされているのか。


    　気になった関守は、一行を止めて問い質ただします。


    「もし！　お待ちくだされ！　なにゆえその荷駄持ちをさように叱しつ責せきなさる？　よければわけをお聞かせ願えぬか？」


    「さればでございます」


    　小者の後ろで鞭を振るっていた大男が、額ひたいの汗を拭ふき拭き答えました。


    「この男はつい先頃、ある里で雇い入れた小者でございます。ところがこやつが曲くせ者ものでして、ろくろく働きもせず、隙すきあらば怠なまけようとする、面つら憎にくい男なのです」


    「しかし、なにもさように厳しくせずとも……」


    　関守の言葉に、大男は首を振りました。


    「それだけではございませぬ。聞くところによりますと、この男の顔が、あるお尋たずね者に似ておりますそうで。……なんでもそのお尋ね者と申すのが、都より落ちてきた武士らしく、それがこのあたりへ逃れてきたのではないか。その男が、この者なのではないかと、通る関所関所で疑われ、その度たびに荷駄を止めますもので、道行きがはかどらぬことはかどらぬこと。まったくもって不愉快千せん万ばん」


    　大男はまた一打ち、小者に鞭をくれました。


    「そこで我らは考えまして、この男を先に立て、追いながら、かように打ち据すえつつ前を歩かせているのでございます。こうすれば、こやつが身分のある武士であるなどと疑われることもなく、また怠けぐせも出さずにすむというもの。……さ、歩け！　ええい、歩けと言うのがわからぬか！」


    　びしっ！　びしっ！


    　大男は、容よう赦しやなく鞭むちを振るい続けます。打たれる小こ者ものはといえば、全身に鞭の痕あとをつけられても、泣き言ひとつもらしません。健けな気げに耐えておりました。


    　その様子には、関せき守もりをはじめ番人どもも、憐あわれをもよおさずにはいられません。


    「事情はわかり申した。……されどこの小者とて、好きでこの顔をしているのではありますまい。確かに仕事を怠なまけるのはよくなかろうが、それだけ打たれればこの男も心を入れ替えたでしょう。このままでは、打たれるのを見る我われらのほうが辛つらい。……ここは我らに免じて、かの者をお許し願いたい」


    　それを聞くと、大男は小者を怒鳴りつけました。


    「聞いたか！　旦那だんながたはお慈悲をくださると言っておられるぞ。感謝せい！　……何をしておる！　儂わしの気が変わらぬうちに、早はよう荷を運ばぬか！　次の泊とまりまで休みはないぞ！」


    　また鞭が飛ぶのを恐れたのか、小者は重い荷を背負い直し、歩き出します。関守の隣まで来ると、彼にぺこりと頭を下げ、そのまま関せき所しよを通り過ぎていきました。


    　その後を追うように、大男も一行を急せき立てます。


    「では我々も先を急ぎますので、これにて……」


    「苦労とは思うが、あまりきつく当たられぬようにな。……これは心ばかりの寄き進しんじゃが、御一行へ。旅の足しにでもしていただきたい」


    　関守に拝はい謝しやする大男。


    「これはかたじけない。御おん身みにもますますの栄華が賜たまわりますよう。……やれ、むにゃむにゃんなんとかかんとかちちんぷいぷい……」


    　呪まじないを唱えつつ、山やま伏ぶしたちも去っていきました。


    



    　さて、彼らが行ってしまった後、関所では番人のひとりが関守に尋たずねていました。


    「……あのまま、奴らを行かせてしまってよろしかったのでしょうか？」


    「ほう。さように問うは何なに故ゆえか？」


    「実を申しますと、それがし、どうもあの小者に見覚えがあるような気がしてなりませぬ。もしやあれは、目もつ下か手配されておられます殿だったのではありませぬか？」


    　関守はどちらであるとも言いません。


    「そうであったかもしれぬし、そうではなかったかもしれぬ。どちらともわからぬゆえ、手を出さなかった。そういうことにしておこう」


    「気づいておられましたか。ならばなぜ……」


    　番人が言うのも、もっともです。


    　もしあの小者が手配中の殿であったなら、関守には彼を捕らえる義務がありました。相手は権力者から睨にらまれているお尋たずね者。もし故こ意いに見み逃のがしたことが知れれば、関守まで罪を問われかねません。


    　そんな事情にもかかわらず、一行を通らせた関せき守もりは言いました。


    「儂わしも内心、あれはかのひとであったと思う。……しかし、彼らを止める気にはなれなんだ。お前も見たであろう、あの大男を」


    　長く息を吐き出す関守。


    「あれもまた、忠義一いつ徹てつの男。それが策のためとはいえ、自らの主君に手を上げねばならんのじゃ。おそらく、心の中では泣いておろう。主あるじを打ってまで、かのひとのために尽くそうというその性しよう根ね。儂はそこにただならぬ思いを感じたのじゃ」


    　番人も頷うなずきました。


    「きゃつだけではありませぬ。その責せめ苦くに、呻うめき声ひとつ上げずに耐えておられた殿もまた、並々ならぬ偉い丈じよう夫ぶであると見ました。さすがは武ぶで名を馳はせたかたであらせられますな」


    「そうさな。真に恐ろしいのは、あちらのほうかもしれぬ」


    　関守も同意します。


    「どれだけ鞭むちを受けても平然たるあの眼光。配下に打たれるなど、本来なら著いちじるしき恥ち辱じよくであろうに、それをものともせぬ立ち居振る舞い」


    　その姿を思い浮かべながら、関守は感慨深げに言いました。


    「あれこそ、まことのドＭであった」


    



    「なんで一発目のネタがこれやの！」


    　壇上へ、やるせない不満をぶつけるニニさん。


    　とはいえ場内ではぱらぱらと拍手が起こっており、結構好評だったようです。


    　サキちゃんも喝かつ采さいを送りました。


    「さすが師匠！　ドＭならではのネタ！　得意ジャンルは責められ系！」


    「ドＭじゃありません！」


    「Ｍっぽいセリフを言ってー！」


    「そんなパンチじゃ、俺はびくともしないぜ！　もっと強く打ってきな！」


    「ドＭー！」


    「違うって言ってるでしょ！」


    　緋ひ色いろさんまでのっかりました。


    「逆にＳっぽいこと言ってください！」


    「愛のままにわがままに、僕は君だけを傷つける！」


    「ドＳー！」


    　盛り上がる場内。緊張した空気がいくぶん和やわらぎました。


    　場をあたためる役目を果たした小こ蘭らんさんは、笑顔で受験者たちに言いました。


    「ではみなさん、明日のプロジョーカー目指してがんばってください！」


    　小こ蘭らんさんが袖そでに下がると、試験官のお姉さんが一同を静かにさせました。


    「はい、駄だ弁べんはそこまで！　この後すぐ一次試験に入ります。お手洗いなどは早めにすませておくように。途中で退出すると、再入室はできません」


    「……いよいよか……」


    　ぶるっと震えるサキちゃん。お手洗いに行きたいわけじゃなくて、武む者しや震ぶるい。


    



    



    　受験者たちが案内されたのは、二階部分にある、控え室のような小部屋でした。


    　広さは学校の教室より一回り小さい程度。そこに総勢五十名強が押しこめられたのですから、ぎゅうぎゅう。窓ガラスも、充満する熱気で曇くもるくらい。


    　ただでさえ狭い室内は、試験用に用意された長机と椅い子すで占領されています。


    　受験者たちは、その前にひとりずつ座らされました。


    　全員が席につくと、試験官のお姉さんが説明を始めます。


    「これからみなさんが受けるプロテストは、大きく三段階に分かれています。……まずは一次試験、筆記」


    　部屋の全面にあるホワイトボードに、試験の流れが記されていきます。


    「内容は、小・中学生レベルの問いに、制限時間内で答える一問一答。今日、これから行おこなわれるのがこの一次試験ですわ」


    　ボードには丸文字で、『ここで落ちると恥ずかしいぞ！』と、嫌な文句が。


    「これにパスすれば、次は明日。二次試験です。ここからは実技になります」


    　ボードには『これからみなさんに殺し合いをしてもらいます』と、さらに嫌なセリフが。


    「二次試験では、受験者同士が実際にトークバトルを行います。そこでの結果が良かった者、上位八名が、次のステージに進出できますの。ジョーカーとしての実力が試される試験ですわね。……これにも通れば、最後が三次試験」


    　ボードには『レッツ・サバイブ！　エンジョイ・デッドエンド！』といやに陽気な文字が躍おどります。なぜここだけハイテンション？


    「最終試験は、トーナメント式の勝ち抜き。二次試験をくぐり抜けた八名が、天下一武道会方式でバトルします。そして、このトーナメントを勝ち上がった者若じやつ干かん名めいが合格ということになり、晴れてプロを名乗れますの。……ここまでで質問のあるひとは？」


    　受験者のひとりが手を挙げました。


    「若干名とは、何人くらいですか？」


    「そのときによって違いますわ。得点だけでなく、実技の内容も合否を左右する対象になりますし。場合によっては、合格者ゼロも有り得ますわね」


    　一同の間に、重い空気が流れました。


    　話を聞くかぎり、審査基準はかなり厳しそうです。やはりそう簡単にプロにはなれないということでしょう。


    　静まりかえる室内に、お姉さんの声が響きます。


    「ほかに質問は？　なければ、さっそく試験に移りますわよ」


    　誰も手を挙げませんでした。


    　全員が納得したところで、試験官から問題用紙が配られました。


    　ピリピリ感漂うなか、一次試験のスタートです！


    



    



    　チッチッ。試験開始から、十分が経過。


    　受験者たちがペンを走らせるなか、サキちゃんはひとり、頭を抱えていました。


    「……やはりここが最大の難所か……」


    　目の前の答案は、ほぼ白紙。


    　サキちゃん、大苦戦中でした。そもそも頭を使うジャンルは苦手も苦手。


    　とはいえ、一次試験の問題は、一般常識レベル。難しい問いはひとつもありません。ここを最大の難所と感じるのは、サキちゃんか前まえ田だ○尊そんくらいでしょう。


    　その証拠に、サキちゃんのひとつ前の席に座る緋ひ色いろさんは、すらすら解いています。スムーズな肩の動きから、順調に答えを埋めているのがわかりました。


    　それを見ながら、サキちゃんはだんだん腹が立ってきました。もともと、他人がうまくやっているのを見るのが大嫌い。


    　腹立ちのあまり、サキちゃんは暴挙に出ました。


    　いきなり立ち上がるや。


    「すみません試験官！　これ、面白いことを書いても得点になりますか？」


    　ざわっ！　周囲の受験者たちに緊張が走りました。自ら進んで茨いばらの道に踏みこもうとするとは、なんたる勇者！　みたいな。


    　サキちゃんの申し出を聞いた試験官は、クールに言い放ちました。


    「自分で最高に面白いと思う答えなら、書いてもかまいませんわ」


    　ざわざわっ！　再び色めきだつ室内。


    　そんなにハードルを上げられてしまってはどうしようもありません。


    　サキちゃんはあきらめて、まっとうに答えることにしました。人生に近道なし。


    　半分死にそうになりながら、答案に向かいます。


    　チッチッチッ……。時計の針はどんどん進みました。


    　サキちゃんの解答は進みません。


    「うーん。……問題。『鳴かぬなら、鳴かせてみせようホトトギス』は豊とよ臣とみ秀ひで吉よし。では、『鳴かぬなら、鳴くまで待とうホトトギス』とたとえられるのは誰？　……なんだろ、この答え。ホトトギスがキーワードっぽいから、雑誌『ホトトギス』の由来になった、正まさ岡おか子し規きかなあ？」


    　正解は徳とく川がわ家いえ康やす。逆にそっちのほうが難しいだろ。


    　ほかの問題も似たような出来でした。まったくわかりません。


    　でもこれはテストです。できないなりに、なんとか空欄を埋めていくしかない。


    　そうこうしているうちに、ぼちぼち周りの受験者が解答を仕上げ、席を立ち始めました。できたひとから退室していいルールみたいです。


    　サキちゃんは焦あせりました。


    「うおおお、燃えろ、わたしの中の何か！　ピンチはチャンス！　この身が天に選ばれし者なら、きっと正しい答えが浮かび上がってくるはず……」


    　しかしどうやら選ばれし者ではなかったらしく、いつまでたっても答案は白紙のまま。むしろ前より白さが増した気がしました。


    　さらに悪いことに、緋ひ色いろさんまで椅い子すを引いて立ち上がるではありませんか。


    　彼女はそっと後ろを向いて、サキちゃんに囁ささやきかけてきます。


    「サキさん、私、終わっちゃったんですけど……」


    「わたしはもうちょっと（見み栄え）。いいから先に外出てて。なんとかやっつけるから」


    「そうですか？　じゃあロビーで待ってますから」


    　緋色さんは申し訳なさそうに言うと、答案を出しに行ってしまいました。


    　見渡せば、残っているのは数人だけになっています。


    　どの顔を見ても、賢そうなのはおりません。『知性？　何それ、食べたことないけど？』なんて言いそうな手合いばかり。


    　そのワンオブゼムであるサキちゃんは、己おのれの境遇に呪のろいの言葉を呟つぶやきました。


    「くっそう！　ゆとり教育め！　わたしが勉強できないのは政治が悪いからだ！」


    　とりあえずゆとりのせいにしておきました。ひとのせいにするのはサキちゃんの得意技。


    　呪いの言葉を唱えても、問題は解決しません。


    　進む時計の針。進まない解答。


    　サキちゃんが、『もしこのピンチをなんとかしてくれるなら、悪魔にだって祈るのに！』という思いでいたとき。


    　不意に、答案へ影が落ちました。


    「ここ、間違ってるでちよ？」


    　目を上げると、すぐ隣に女の子が立っていました。


    　見たところ小学校中学年くらいでしょうか。白いケープにプリーツスカート、垂たれたウサギの耳っぽい帽子まで。トータル白でコーディネートした、可愛かわいらしい少女です。


    　それが、サキちゃんの答案をのぞきこんでいました。


    「やれやれ、こんな問題もわからないなんて、近頃の学校では何を教えているのでちかね？」


    　そう言う口調は、明らかにこちらを見み下くだしている感じ。現に上から見下されてますし。


    　少女のほくそ笑みに、サキちゃんはムカッときました。


    「な！　なんだとこいつ！　もう一回言ってみろ！　スローテンポで！」


    「だーかーらーぁー。こーこがぁー、まぁーちがーってるーってー、言ってるーんでちぃー」


    　本当にゆっくり言ってくれました。すごくノリのいい子です。


    　このノリの良さも、今のサキちゃんには逆効果。かえってむかつき度、激増。


    「どこが間違ってるんだ。……質問・次のうち、仲間はずれはどれですか？　①世界一巨大なクジラ　②動物園でいちばん人気のカバ　③水中を巧たくみに泳ぎ回るカジキマグロ　④南極に置き去りにされた犬、タローとジロー。……答えは④。だってハブられてるから！　これでいいはず！」


    「これは、哺ほ乳にゆう類とそれ以外を分ける問題でちよ。子供でもわかるでち。さては勉強できない子でちね、お姉たんは」


    　サキちゃんは悲しくなりました。


    「ぶっ！　そんなストレートに言われたら、泣くしかなくなるでしょ！　今必要なのは、わたしへの思いやりといたわりの気持ちだよ！」


    「おや、それともわざとでちか？　さっき面白いこと書いてもいいか、聞いてまちたよね？」


    「おお！　そう、それ！　これはわざとボケた答えなの！」


    「にしては、ちっとも面白くないでちね」


    　サキちゃんは天を仰あおぎました。降参です。


    「がっでむ！　もう認める！　これはマジメに書いた答えでした！　もう好きにすりゃいいじゃん！　気がすむまでバカにすりゃいいよ！」


    　少女はなおも口を開きかけましたが、その前に試験官から注意が飛びました。


    「こらそこ！　私語は慎つつしみなさい！　減点しますわよ！」


    　これ以上減点されてはたいへんです。サキちゃんは声を潜ひそめて言いました。


    「お前のせいで怒られただろ！」


    「そっちが大きな声を出すからでち」


    「もうあっち行け！　じゃなきゃ答え教えて！」


    　年下に聞いた！


    　プライドもなにも、あったものではありません。というか、ひとに聞くのはカンニング。行為自体いけません。


    　そんなサキちゃんを、少女は嗤わらっただけでした。


    「せいぜい悩むんでちね、火ひ花ばな咲さ樹きたん。まあそのぶんじゃ、ここで終わりかもちれまてんけど」


    　そう言うと、すたすた行ってしまいました。


    　残されたサキちゃんは、首をひねりました。


    「？　……わたし、名前教えたかなぁ？」


    　突如現れた謎なぞの美少女。そして、突然の挑発。


    　こういう場合、何か因いん縁ねんがあるものときまっています。


    　が、そこはサキちゃん。


    　やがて時間が来て、答案が回収され、そのあとロビーでみんなと待ち合わせ→外で軽いランチと進み、胃が満たされるうちに、立てたフラグのことも忘れてしまいました。


    　以後、作中ではこれを『立て忘れ』と呼ぶことで統一します。
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    　翌日の早朝になりました。


    「……おはようございます！」


    　爽さわやかな朝の空気を蹴け散ちらし、フレームインしてくるサキちゃん。


    　場所は市内某所の高級ホテル。昨晩からみんなが泊まっているホテル、その廊下。


    　まだ朝も早い時間ですので、ひとの気配はありません。


    　サキちゃんはその静けさを破らないよう、小声で状況を説明してくれます。


    「実は今から、お泊まり恒例、寝起きドッキリを敢かん行こうしたいと思います！」


    　どうやらこれから、定番コーナーが始まる模様。


    「今回のターゲットは、今をときめくご近所の癒いやし系、猫ねこ室むろ緋ひ色いろさん！　ひとには見せないプライベート空間で、どんなプレシャスが拝おがめるのか、期待大！」


    　盛り上げもバッチリ。いやが上にも高まるドキドキ！


    「事前にフロントでカードキーも預かっております！　さっそく突撃しましょう！」


    　準備は万ばん端たん。


    　ピッ。部屋の鍵かぎを開け、サキちゃんはマイク片手に内部へ潜入していきます。


    　室内は真っ暗でした。緋色さんは、寝るとき電気を全部消すタイプなんですね。


    「これじゃせっかくのお宝映像が台無しだよ。灯あかりのスイッチは……」


    　文句を言いつつ、手探りで壁を探るサキちゃん。


    　すると突然、部屋が明るくなりました。


    「これではっきり見えるだろ」


    「ありがとう、ご親切に。……って、何者!?」


    「何者かと問われたらあえて言おう。わずかでもいかがわしさを感じたらきっとそこに現れる影！　ひとはみな愛という名の残像を追い続けるスペースカウボーイ！　効果音カモン！」


    　ドギャーン！　ポーズを決める人影！


    　灯りをつけてくれたのは、一いつ笑しようでお別れしたはずのトール氏でした。


    「なんでお前がいる!?　数す寄き猫ねこ町で留守番のはずなのに！」


    「ドッキリハプニングの気配あるところに俺あり！　こんなステキイベントに俺を呼ばないなんて、どうかしてるぜ！　この蟻あり蛾がトール、エロス漂うシーンを見過ごすほど甘くはない！　ことそれが、緋色さん関係となればなおさら！　おはようからおやすみまで、緋色さんの暮らしを見つめるぜ！」


    「ストーキングは犯罪です」


    　一笑以来の登場で張り切るトール氏に、サキちゃんは冷たく言いました。


    「呼んでない。帰れ。お前の故郷であるアマゾンの原生林へ帰れ！」


    「俺はイタリア系のクォーターだ！　あと帰れとか言うな！　マジで言うな！」


    　血けつ涙るいを流しつつ訴えるトール氏。


    「頼むからここにいさせてくれ！　もしここで退去させられたら、死んでも死にきれない！　緋ひ色いろさんの寝顔を拝見するその短い幸せ時間のために、必死の思いでやって来たのに！　東京から走ってきたのに（苦労を伝えるための方ほう便べん）！」


    　彼の心意気には、サキちゃんも動かされました。


    「それはご苦労さま。おいでやす京都。ほら、これでも召し上がりなさい」


    「のっけからぶぶづけ！」


    　訳すなら『お帰りやす』。『よく帰ってきてくださいました』のほうではなく、『一刻も早くここから消えろこの蛆うじ虫むしが！』のほう。


    　出されたお茶ちや碗わんに仰天したトール氏。帰されてはならじと、奥の手を出しました。


    「……わかった。二千円払う」


    「お前の心意気には負けたぜ」


    　これほど清すが々すがしく買収される者を僕たちは知らない。


    　現金取引が成立し、トール氏も参加を許されました。


    　ふたりになったところで、手始めに部屋の真ん中にあるテーブルからいじることに。


    　さっそくサキちゃんはいいものを見つけました。


    「おや、口の開いたお菓子がありますね。……うむ、デリシャス！」


    「ナチュラルに食べかけのもんを食うな。それ緋色さんのだろ」


    「お腹なか減ってきてさ。飲みものは、……あ、あった」


    　こちらもやはり半分ほど残っていたペットボトルを瞬飲しました。


    　収まらないのはトール氏です。


    「おい！　普通そこは、流れ的にも間接チューがどうこう騒ぐところだろうが！　飲みかけのジュースと口紅は基本だろ！　なぜ俺にパスせん!?」


    「もう！　それならそれで言っといてくれないと！」


    「心からそう願ったよ！　願いよ届けと、テレパシーで送ったのに！」


    「ごめん。圏外」


    　軽く言うサキちゃんに、トール氏は悲嘆にくれつつ悶もだえます。


    「そりゃお前はいいさ！　同性だもの！　ちょっとジュースちょうだいだの、リップクリーム貸してだの、いくらでも言いたい放題だろうさ！　でも俺たちはそんなこと言い出せないでしょうが！　限られたチャンスしか与えられてないでしょうが！　なぜその貴重な機会を見み逃のがしちゃうんだよ！　お前は今、全国の内気な青少年の心を踏みにじったんだぞ！」


    　熱弁をふるうトール氏に、サキちゃんはクールに言いました。


    「文句言うなら出てく？」


    「ごめん俺が悪かった！」


    　超速で謝るトール氏。ここで外へ出されるのは、死にも等しい罰ばつですから。


    　上下関係もはっきりしたところで、室内の探索を続行。


    　あちこちを物色するうちに、サキちゃんはあるものを発見しました。


    「ありんこ！　こっち来てみ！　ほら、あれ！」


    「何だ？」


    　サキちゃんが指さす先には、なんと脱ぎ捨てられた浴ゆ衣かたが！


    「どうです、実況の蟻あり蛾がさん？」


    「いいですね。ポイント高いですよこれは」


    　トール氏は浴衣の状態を細かくチェック。


    「枕まくら元に無造作に置かれてあるのがすばらしい。『普段はきっちりしているけど、ちょっぴり大おお雑ざつ把ぱな一面もあるの』と訴えているようですね。旅先でそれまで知らなかった彼女の素すを見て心揺さぶられる。……なんとも心憎い演出。技術点に十点プラスしてもいい」


    「なるほど。変態の言うことは重みがありますね」


    「誰が変態だ」


    　彼は『ホワイトタイガー』と打とうとして、『卑ひ猥わいと怠たい惰だ』と自動変換されたほどの強つわ者もの。変態説は有力です。


    　トール氏はまだ抗弁しようとしていましたが。


    　ジャストアモーメント！


    　見ればベッド上で異変が発生しています。


    　掛け布団の山がもぞもぞ動き出し、その下からひとの顔がのぞきました。


    「……うー。今何時ぃー？」


    　すかさずサキちゃんが、その顔先にマイクを突きつけます。


    「おはようございます！　サキちゃんのおはよう寝起きドッキリのコーナーです！」


    「きゃあ！　なんなのもう！」


    　パッパパー！　大成功！


    　目覚めたばかりの人物は、慌あわてて布団を被かぶり直しました。


    　その隙すき間まからちらちら見えている顔は。


    「って、緋ひ色いろさんじゃねえ!!」


    　フロア中に響く声を出すトール氏。


    　寝ていたのは小こ蘭らんさんでした。サキちゃん、どうやら部屋を間違えていました。肩すかしにもほどがある。


    　間違えられたほうもいい迷惑です。


    「嫌だわぁ。来るなら来るで、前もって言っておいてくれなきゃ！」


    　口ではそう言いながら、化粧は完かん璧ぺきな小こ蘭らんさん。


    「これ絶対あらかじめ来るのわかってたよ！」


    「違いますぅ。出先ではいつドッキリが来てもいいよう備えてるだけですぅ！」


    　さすがは歴戦のジョーカー、バラエティ慣れしていらっしゃる。


    「いついかなるときも油断はしない！　すっぴんは晒さらさない。それが自分に課した使命！」


    「ある意味プロフェッショナル！」


    　サキちゃんは感心しましたが、トール氏はそれどころではありません。


    「悪質な詐さ欺ぎに引っかかった気分だ……」


    　がっかりする馬ば鹿かを脇わきに、サキちゃんはインタビューを続けました。


    「ちなみに師匠、下は？　パジャマ？」


    「下着しか履はいてません」


    　聞くなり、サキちゃんはさっと布団をめくりました。


    「あ、ほんとに履いてないや」


    　ノー躊ちゆう躇ちよ。


    このあたりの思い切りがサキちゃんのサキちゃんたる所以ゆえん。面白そうだと思えば、手抜きなしのガチンコです。動物は目の前に餌えさを置かれれば何も考えずに食べますが、それとまったく同じ仕組み。


    　小蘭さんは悲鳴を上げました。


    「いきなり何するの！　トール君にもろ見えだったじゃない！」


    　トール氏は必死で首を振りました。


    「大丈夫です！　遠くて見えませんでした！」


    「うそ！　じゃあこれ言える？　赤パジャマ青パジャマ黄パジャマ」


    「赤パジャマ青パジャマ黄パジャマ……」


    「私の下着は？」


    「黒ショーツ黒ガーターベルト網タイツ」


    「やっぱり見られてた！」


    　緋ひ色いろさんじゃない云うん々ぬん言ってたくせに、しっかり見ていました。予想以上にセクシー。


    　泣き崩れる小蘭さん。


    「もうお嫁に行けない！　トール君に責任取ってもらうしか！」


    「ええっ！」


    「式の日取りはいつ頃がいいと思う、ダーリン？」


    「展開が早すぎる！」


    　これが今流は行やりのクーガー系女子だ！　狙ねらった獲イケ物メンは逃がさない！


    　もちろん結婚は困りますから、トール氏は必死で言い訳を考えました。


    「結婚となると、お互いへの理解が必要になるじゃないでしょうか！　一段ずつ、しっかりとステップを踏んでですね……」


    「『結婚を尻しりごみする人間は、戦場から逃亡する人間と同じだ。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ・Ｌ・スティーブンスン』」


    　小説家の言葉を引いてきました。


    　その執念に、引くトール氏。


    「おぉう。……じゃあ必要な書類の用意もあるんで、それを揃そろえてから……」


    「はいどうぞ！　婚こん姻いん届は毎日持ち歩いてるから！　あとはサインしてもらうだけ！」


    　敵の備えは万全だ！　


    　いよいよ追いつめられるトール氏。変な汗が流れます。


    「……あ、そうだ。経済面！　俺は師匠を養えるほど甲か斐い性しようがありません！」


    「お金なら腐るほどあるわ！」


    　前述のカードゲームや、その他諸もろ々もろでボロ儲もうけしている小こ蘭らんさん。セレブの財力を甘く見ては困ります。


    　トール氏は助けを求めてサキちゃんに目をやりました。しかしサキちゃん、完全に他人事なので興味をなくし、ベッドで狸たぬき寝入りしています。


    　こうなれば是非もありません。トール氏はフルパワーを出しました。


    　ありったけの勇気を振りしぼりキメ顔を作ると、きらきらしながら囁ささやきます。


    「君の気持ちは嬉うれしいよハニー。でもその気持ちには応こたえられない！　なぜなら俺の愛はひとつしかないから！」


    「真剣にふられた！」


    「変わらないのが愛だって！」


    「ドラマっぽくふられた！」


    「そういうわけでさようなら！」


    　トール氏は走り去りました。


    　残された小蘭さんは、ドラマっぽく涙をこぼしていました。彼女が真実の愛を見つけるのはいつの日になることやら。


    　メロドラマの背後では、サキちゃんが本当に寝てしまっていました。


    　ここでの二度寝！


    



    



    　早朝企画が終わると、メインイベントの時間がきました。……いつまでふざけてるんだ！　しっかり切り替えていけよ！


    　昨日同様、会場入りしたサキちゃんたち。緋ひ色いろさんとニニさんも合流し、今から行おこなわれる試験に備えていました。


    「その前に。……朝早はよから何をやっとんの!!」


    　前段落までの流れに、つっこみを入れるニニさん。


    「いきなり大声出さないでよニニさん。会場にいるひとがみんなこっち見てる」


    「でもつっこミストとしてはつっこんどかな気持ち悪いし。……それから、なんで俺を誘わへんの！　寂しいやん！　ウサギは放っておかれると寂しさで死ぬねんで！」


    「ニニさんはウサギじゃないから平気だよ」


    「正論！　援護して、緋ひ色いろ！　お前からも何か言うてくれ！」


    　隣にいた緋色さんは、考えてから言いました。


    「ウサギは夜中の二時以降に麦むぎ飯めしを食べると爆発する」


    「勝手に新ルール追加すんな！」


    ※備考　ウサギが麦飯を食べるかどうかはわかりません。思うに、『好きでも嫌いでもないけど、出されれば気を遣つかって食べる』くらいではないかと。


    　さあさ、ウサギはさておきまして。


    　本日行おこなわれるのは、二次試験です。


    　見渡せば、昨日よりだいぶ人数が減っていました。


    　残っているのはおよそ二十人。半数近くが一次試験で落とされたようです。


    　そんななか、サキちゃんは無事勝ち上がっていました。


    　筆記テストの点数はもうダントツに悪かったんですけど。……そこは主人公枠で、パス。


    　説明すると、昨晩サキちゃんに泣きつかれたため、彼女に甘い小こ蘭らんさんが手を回し、こっそり合格にしていました。これだから汚い大人は！


    　そんな事情は知らず、会場では二次試験についての説明が行われていました。


    「ここからは実戦形式での試験になります！　受験者は自分の番号を確認し、Ａ～Ｄの各ブロックに分かれてください！　分かれた後は、ブロックごとに係員の指示に従い、順に対戦してもらいます！」


    　サキちゃんたちは、ライバルとなるであろうひとたちを眺め渡しました。


    　いるのはどれも変なのばかりです。


    　出いで立ちが普通でないのから、ぶつぶつひとりで呟つぶやいている者。明らかに目がイってる者。なぜか濃いキャラばっかり残っています。


    　なかでもサキちゃんの隣のひとなど、クマの毛皮を被かぶり、人骨でできた錫しやく杖じようを持つという奇き抜ばつファッションです。できればこういうのとは関わり合いたくありません。


    　そうした奇人変人たちも、みな一いち様ように緊張しているようでした。試験のプレッシャーに加え、会場内にカメラが入っていることで、よけい気が立っています。


    　サキちゃんひとりが余裕。


    「みんなカメラを意識しちゃって……。そういうことじゃないよね、ニニさん！」


    「そうそう。カメラ写りどうこうよりも、もっと気ぃ使うとこが……」


    「見た目を取り繕つくろうんじゃなく、素材の良さで勝負しろってことだよね！」


    「違うし自意識過剰やし！　……カメラ目線やめろて！」


    　ニニさんの言葉が終わるか終わらないかで、係員が陽気に叫びました。


    「では本日の対戦カード、オープン！」


    　ズゴゴゴゴゴゴ！


    　振動と共に、体育館の上かみ手て側へ、巨大なスクリーンが迫せり上がってきました。この日のために用意された、ワイド型モニター。五百二十インチ、プラズマ！


    　サキちゃんと緋ひ色いろさんは、画面に映し出されたトーナメント表で、自分の試合が行おこなわれるのがどこかを確認。


    　それによると、ふたりともＡブロックに割り振られています。注目の集まる試合は同じ場所にまとめる、みたいなことなんでしょう。


    『Ａ』と書かれたプラカードの下には、昨日のぐるぐるメガネの試験官が待っていました。彼女がここの担当らしい。


    　出場者全員の名前が点てん呼こされると、早くも試験開始です。


    　試験官が、対戦者の名前を読み上げます。


    「ではＡブロック第一試合、火ひ花ばな咲さ樹きＶＳ『闇やみに疎うとまれし賢者ロー・ブラー』！」


    「なんかすごそうな敵きちゃった！」


    　対戦相手の二つ名に、腰が退ひけるニニさん。


    　サキちゃんは両手で頰ほおを叩たたき、闘とう魂こんを注入。


    「いきなりわたしか！　わたしのバトルをつかみにもってくるとは。運営委員にも、もののわかった奴がいるようだな！」


    　まだ自意識過剰中。つーか年中こうなの。


    　自信満々、バトルフィールド（四つに区切られた体育館）の中央へと歩み出るサキちゃん。


    　同じく、対戦相手も現れました。


    　のそりと出てきたのは、クマの毛皮標準装備の奇人。


    「というか相手、あのクマ野郎やん！」


    　そう、先程ちらっと見かけた、関わり合いたくないひと一位のあいつ。よりにもよって、こんな変なのと当たるとは。


    　サキちゃんと『闇に疎まれし賢者』ロー・ブラー氏は、正面切って向き合います。傍はた目めには壮絶なメンチの切り合いが行われているかのよう。


    　突然、クマ頭がもごもご言いました。


    「今日はよろしくお願いします。いい試合をしましょう」


    　マスクで声が聴き取りにくいのが難点ながら、中身はまともみたいです。格好とニックネームだけで満足しちゃって、キャラまで練りきれなかったんですね。よくあるよくある。


    　視界も悪いでしょうに、クマさん、握手するためにわざわざ手まで伸ばしてくれています。紳士なかただ。


    　ところが。


    　サキちゃんは、せっかく差し出された手を、ぱーん！　振り払いました。


    　覇は道どうまっしぐらな感じで、クマの鼻に指を突きつけます。


    「馴なれ合いなぞ無用！　ここは戦場、殺やるか殺られるかがあるのみよ！　貴様のマスク下、その素顔を、全国放送で晒さらしてやる！」


    　この暴言には、温厚なロー・ブラー氏も怒り出しました。


    「フェアプレイで行こうって言ってるのに、なんて高たか飛び車しやな子なんだ！」


    「好きな食べものはクマ鍋なべです！」


    「もう勘弁ならん！」


    　ごめんよ。こういう奴なんだよ。


    　サキちゃんの挑発に、怒り心しん頭とうに発するクマ。


    「覚悟しろ！　バトルで八つ裂きにしてやる！　……八つ裂きにしてやるクマ！」


    「思いついて付け足した！」


    　キャラ的にもうひとつ弱いのは自覚していたようでした。


    　一度リングサイドまで戻ってきたサキちゃんは、ほくそ笑みました。


    「ふふ！　奴め、今のでペースが乱れたに違いない！　この勝負もらった！」


    「すでに勝負は始まってるんですね！　さすがサキさん！　腹黒！」


    　誉ほめてくれるのは緋ひ色いろさんだけ。勝負に厳しいのはいいんですが、ひととしては不正解な気がします。あと、『腹黒』は誉め言葉違う。


    　試験官からは指導が飛びました。


    「はい！　試合前から相手を挑発しない！　……バトルを始める前に、基本ルールのおさらいをしておきますわよ！」


    　まさか二巻から読む剛ごうの者もおられまいと思いますが、念のため。


    「基本、トークバトルは一対一の二ターン制！　出されたテーマに沿ったショートトークを撃ち合い勝負を決める、ワンＯＮワン！　先攻後攻が、同テーマのトークを終えた時点で一ターンが終了」


    　司会する審査員のお姉さん。


    「一ターン目終了後、先のターンで後攻となった者が、翌ターンの先攻となります！　その後両者がトークし終われば、バトル終了。採点に入ります。この際の勝敗は、当協会が誇る最新鋭のトーク判定マシンによって行おこなわれますわ」


    　淀よどみない説明が続きます。


    「なお今回から、レギュレーションの変更により、ルールはバージョン２．０で行おこないます。これは前回わかりにくいと不評だったシステムに手を加え、改良したグレードアップルール！　前回までよりも快適安心を目指し、鋭えい意い努力中！」


    　緋ひ色いろさんが尋たずねました。


    「変わったって、前とどこが変わったんでしょう？」


    「具体的には、より即そつ興きよう性が重視されるシステムに変更されましたの！　とはいえ、口で説明してもわかりにくいですから、……ちょっと火ひ花ばな咲さ樹きとクマ、実際にやってみなさい」


    「ええー。めんどくさいなあ」


    「やらないと失格にしますわよ。ほら、クマはもう立ち位置にセットしてます」


    　このクマ、やはりとてもいい子！


    　サキちゃんとクマは、再度向かい合う位置につきました。


    「ではいつもどおり、自分のＪＰＳを出しなさい」


    　言われるまま、左腕の袖そでをまくるサキちゃん。


    　その手首付け根からは、金属製の時計に似たものがのぞきました。形を大まかに言うと、ヒーローものの変身ブレスレットみたいな機械です。


    　これがジョーカーのマストアイテム、ジョーカーポイントシステム。通称ＪＰＳだ！


    「出しましたか？　なら次。互いのＪＰＳを向かい合わせ、連動させます。……なおこの連動時の呼びかけを専門用語で『ジョーカーコール』と呼びます。はい、復唱！」


    「そういうどうでもええとこに凝こるの、ほんまやめて！」


    　ただでさえ説明が長いのに、ほんとにやめてください。


    　コール、のワードに反応し、ふたりのＪＰＳから閃せん光こうがほとばしり出ました。


    　光は両者の中央で交わったかと思うと、空中に陰影を形作ります。


    　映し出されたのは、短い手足に頭部。輝く羽根を持つ少女。


    　現れたのは、可愛かわいらしくデフォルメされた、ホログラムの妖よう精せいでした。


    　妖精は軽やかに身を翻ひるがえしながら言いました。


    「オ待タセシマシタ！　りにゅーあるサレタ姿ニアナタモめろめろ！　電子ノ妖精ガ、神聖ナルふぃーるどニ舞イ降リル！」


    「はい、これが人工判定頭脳『審判ちゃん』です」


    　お姉さんは新キャラのテンションにも動ぜず言いました。


    「審判ちゃんは、前回までの『審判くん』とほぼ同じ性能を持つトーク判定脳です。『もっとキャラクター性を出してもいいんじゃないか』という企画会議の結果、デザイン変更されました。外見は可愛いですけど、ものすごい演えん算ざん能力を秘めてます」


    　フルＣＧなので、お金もかかっております。


    「トークのお題は、この審判ちゃんによる自動設定で出されます。……そして、ここからが新ルール！　大きく変更された箇所ですわよ！」


    　バシバシ指し棒で床を叩たたく試験官。これはこれで楽しんでやってるっぽい。


    「これまでは審判くんから出されたお題にプラスして、自分でテーマを設定する手間がありました。それが簡略化され、お題→直接トークのタイトルへ移ることになります。それを可能にしたのが、……ばーん！　このお題カード！」


    　お姉さんが突き出したのは、真っ白いカードです。大きさは遊○王カード程度。


    「これまではお題カードにトークタイトルを書きこんでから、それをＪＰＳに読み取らせる仕組みでした。そのため、前もって考えてあったトークをしようと、テーマとブレのあるトークがなされる場合がありました。今後、そのあたりが厳しくなります！」


    　詳しくは一巻を参照のこと。


    「今回からは、前もって考えておかれたトークは、審査でのポイントがさらに下がります。どういうことかと申しますと、基本、トークはその場で考えるように指導されることになったんですわ！　従来に比べ、よりその場の空気が大事にされるよう変わります！」


    　これを聞いたニニさんはうなりました。


    「なるほど。それはそれで、ええ改良やな。つまりこれまでよりもジョーカー自身の瞬発力、とっさの機転が試されることになるんか……」
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    「そう！　そして、それだけじゃありません！　試合のスピードアップも兼ねて、カードに直接書きこむのではなく、文字を脳内でイメージすれば浮かび上がるように変更されました」


    「予想外にハイテク！」


    　ここぞとばかりに胸を張るお姉さん。


    「ＤＶＤがブルーレイになったのよりも画期的な技術革新ですのよ！　技術大国日本の底力がこのカード一枚一枚に凝ぎよう縮しゆくされていますの！」


    　優しい緋ひ色いろさんはのっかりました。


    「でもそれなら、お値段のほうもお高いんでしょう？」


    「ところが今ならお買い得！　サービス期間中につき、特別奉仕価格になっております！　通常一枚百二十万五千円のところを、なな、なんと！　十枚一万二千五十円でお届け！」


    「わあ、安い！」


    　不安になるほどの値引き率！


    「さらに今だけの特典として、お買い上げいただいたお客様には、大人気、猫ねこ室むろ小こ蘭らん女史のブロマイドもお付けいたします！」


    「私、今すぐお電話しちゃいます！」


    「なにこのミニコント！」


    　お姉さんがまとめました。


    「わかりましたか愚民ども！　わからなくとも、今からやる試合で確かめなさい！　以上で説明タイム終わり！」


    　強制的に打ち切られました。


    　さっそく試合開始です。コイントスの結果、先攻はサキちゃんに決まりました。


    　浮かび上がったままの審判ちゃんが言いました。


    「時間ガオシテマスノデ、さくさく進メマショウ。……てーまハ、『間まの抜けた話』！　略シテ、『マヌ話バナ』！　ソレデハ、ハリキッテドウゾ！」


    　緋色さんからは声援が飛びました。


    「サキさん、ガンバです！」


    「応援のセンスが古い！」


    　言い忘れてましたが、トール氏は会場の警備に借り出され、不在。女心を弄もてあそんだ罰ばつです。


    　サキちゃんはしばし目を閉じて考えました。心を静め、トークを練り。


    　やがて刮かつ目もく！


    「全宇宙の気が私に満ちる！　今こそ羽ばたけ！　わたしのトーク！」


    　セリフと同時、サキちゃんのアイデアがタイトルとして、お題カードに浮かび上がります。


    　そのカードをＪＰＳにかざすと、無線ＬＡＮ的な流れで電子化された情報が空を飛び、本部のメインコンピュータへ。協会本部のなんかもうすんごい演えん算ざん脳がそれを読み取り、タイトルが認証されました。


    



    ターン１／先攻・火ひ花なば咲さ樹き


    　タイトル『熊くまと狐きつね』


    



    　一匹の狐が、住むのに手頃な洞ほら穴あなを探して歩いていた。目をつけた穴にもぐりこんでみたところ、そこは運悪くライオンの住すみ処かだった。ライオンは寝ていたところを跳はね起き、狐を捕まえてしまった。


    　狐が言うには。


    「ここへ来る前、穴の外で熊を見かけました。もし私を逃がしてくださったら、その熊を連れてきて、あなたさまの朝ごはんに差し上げましょう」


    　そこでライオンは狐を放してやった。狐はすぐさま洞穴の外へ出て、熊に言った。


    「君、いいところに通りかかったね。実はこの洞穴の奥で、蜜みつ蜂ばちの巣を見つけたんだ。僕ひとりでは持ちきれないから、手伝ってくれまいか？」


    　蜂はち蜜みつと聞いた熊は喜び、ろくろく考えもせず穴へ入っていった。すると待ちかまえていたライオンが、油断しきった熊に躍おどりかかり、苦もなく捕まえてしまった。


    　狐はその様子を眺めていたが、やがて言った。


    「もし、ライオン様。私にもおこぼれをいただけませんか？　何にしても、その獲物は私が誘いこんだのですから」


    　ライオンが答えて言うには。


    「愚かな奴め。俺様が熊にかまっている隙すきに、さっさと逃げればよかったものを。自分を賢いと思い欲をかくと、ほらこのとおり」


    　そう言うと、ライオンは狐をひと呑のみにしてしまった。


    　この話は、『クマ、ダマされてるー。超ウケるんですけどー』と教えている。


    



    「イソップ物語的な！」


    　つっこむニニさんにピースサインするサキちゃん。


    「初めなんで、とりあえずの一撃！　クマいじり！」


    　暗あん中ちゆう模も索さくが続きます。


    　審判ちゃんはトークを審査している様子でしたが、すぐに結果を発表しました。


    「とーくトシテハ平凡デスケド。得エモ言ワレヌ手探リ感ヲぷらすシテ、……９８７７６ぽいんと！」


    　途端に、クマがダメージを受けたように体をよじらせました。


    「ぐはっ！　こいつは効くクマ！」


    　これはダメージリアクション。相手のトークで衝撃を受けたことを表わします。


    　この動作は『みんなで場を作っていくんだ！』という、ジョーカーたちの哲学が生み出したアクションです。もっと言えば、ただの悪ノリ。


    　実際、クマはすぐに立ち直って言いました。


    「つまらんトークだクマ。出会い頭がしらのラッキーパンチにもなっちゃいないクマ」


    　格好よく言い放ちます。ダッさいマスクしてるくせに。


    　サキちゃんのトークが終われば、次は相手のターン。


    　トークを練ったクマが言いました。


    「今度は私、……じゃない、おいらだ！　森の精せい霊れいたちよ、おいらに力を貸してくれクマ！」


    「キャラを作りこんできた！」


    



    ターン１／後攻・ロー・ブラー


    　タイトル『首相のプロンプター』


    



    　この記念すべき日、彼は一般聴衆に混じり、首相の演説を聞くためそこにいた。


    　彼は今から読み上げられる演説の草そう稿こうを書いた人物だった。優すぐれた檄げき文ぶん家かである彼は、手腕を買われ、この国にやって来ていた。


    　だがほとんどの大衆は、彼の名前も顔も知りはしない。それは、問題ではない。


    　彼の望みは、自分が書いた演説が、権力者の声を通じ多くの人々に影響を与える。それを実感したいということに尽きる。


    　やがて演説台に首相が姿を見せた。彼は何も持っていなかったが、その目線の動きから、演説にはプロンプターを使うのだと知れた。これは用意された台本を透明なモニターに映し出す装置で、演説すべてを暗記するほどの時間がない者にはたいへん重宝されている。おまけに聴衆の側からは、映っている原稿が目視できないときていた。聴衆には、首相が一いち言ごん一いつ句く自分の言葉で語っているように見えるだろう。


    　演説台では、首相が話し始めた。


    「お集まりいただいたみなさん。今日私はここでスピーチする名誉を与えられました。それについて感謝を。……今日お話ししようと思うのは、私たちにとって必要な概念の話です。そう、それは言うまでもなく、ええ、その……、緑の……、『豆』についてです」


    　バカな、と彼は舌打ちした。あの阿あ呆ほうめ、豆だと？　ＧＲＥＥＮ＆ＰＥＡＣＥだ！　平和だよ。何と読み間違えてるんだ？


    　壇上では、首相が過あやまちに気づかず話を続けている。


    「豆とは、我々が努力して勝ち得ていかなければならないものです。一杯のスープを得るために悲ひ惨さんな争いが起こっている地域があります。私はこれを遺い憾かんに思う！　私たちは、争いを豆による豆で克服していかねばなりません！」


    　彼の隣にいた男性が、小声で尋たずねてきた。


    「……なあ、あんた。なんで首相は豆の話ばっかりしてるんだ？　豆による豆ってのは、何のスラングだね？」


    　彼は答えなかった。口を利きけないほど憤ふん慨がいしていたから。


    　そこはＰＩＥＣＥ　ＢＹ　ＰＩＥＣＥ。少しずつ、だ！


    　彼の怒りに、壇上の男は気づかない。涼しい顔で演説を読み上げ続ける。


    「今、私の我慢も豆に達している！　我々は紛争を抱える我が友人たちのために、できるだけのことをしなければならないのです！　豆のために！　もし諸君の許しが得られるのなら、私は今すぐにでも豆の生産者として現地に赴おもむき、豆を求め働く用意がある！　みなさんはどう思われるだろうか？」


    「俺ァ、豆はあんまり好かんね」


    　隣の男は不平そうだった。彼はもっと不満だった。


    　本当なら、演説はこう続くはずだったのだ。


    　私の我慢は限界に達しており、平和のため調停者として現地に行く。戦争を止めるための演説なのだ。それをあの間抜けが、ＰＥＡＣＥだけでなく、ＰＥＡＫまで読み違えて。ＰＥで始まる単語はすべて豆だと思っているのだろうか？　それとも豆が好きなのか？


    　英語で原稿を書くべきではなかった！


    　彼はやきもきしながら話を聞き続けた。ようやくのこと、演説は終しゆう盤ばんに差しかかる。


    「私が言いたいのはひとつだけだ！　豆！　それだけなのです！　私はこれを合い言葉に、世界中にメッセージを発信していこうと思う！　そうです、二十一世紀は、豆の世紀になるでしょう！　そしてみなさんこそが、もっとも豆を愛した国民として、永遠に讃たたえられることになるでしょう！　さあ、いっしょに唱えてください、豆、と！　豆を願う気持ちこそが、豆こそが、もっとも尊いものなのです！」


    「ぞっとするな。次の選挙じゃ、投票する党を変えなくちゃならんぞ」


    　彼も隣の男にそっと同意しておいた。でなければ遺伝子操作でもして、あのバカの脳を組み換えるかだ。今より悪くなることはない。試してみたって損はない。


    　豆とは違い、中身のつまっていない男の話が終わった。


    「ご静せい聴ちようありがとう。……最後に、私のスタッフたちにもお礼を言いたい。なかでもビーン・ストーク氏に。彼は私にとってかけがえのない友人のひとりだ。彼はその名の示すように、豆を愛する男だから」


    　おざなりな喝かつ采さいを浴びながら退しりぞく首相。


    　その姿を遠目に見ながら、彼こと、ビニー・スタルク氏は、忌いま忌ましそうに呟つぶやいた。


    「あの野郎、俺まで豆の茎くきにしやがった」


    



    



    「うっかりの頻ひん度ど！」


    　つっこむニニさん。クマも自慢げです。


    「どうだクマ！　さあ、審判、判定を出すんだクマ！」


    　言われるまでもなく、審判ちゃんは判定に入っていました。悩む顔がキュート。


    「裏方ノ苦労ガ忍バレマスネ！　……１３８４３２ぽいんと！」


    　出された得点に、クマは満足したようです。


    「力の差がわかったクマか!?　なんならここで降参してもかまわないぞ！」


    　露骨なカメラ目線で言っています。


    　サキちゃんは平気でした。


    「この三流めが！　これしきのことで、わたしが参ったするはずないだろうが！　まだまだ余裕！　交換エールするくらい余裕だよ！　それ、フレッフレッ！　こーいち！　ファイトファイトこーいち！」


    「私の名前はまりえだ！　一文字も合ってない！」


    　闇やみに疎うとまれし賢者がクレームをつけてきました。キャラ作りも忘れ、思わず本名を口走っています。ていうか女の子でしたか。


    　これぞサキちゃんの得意芸、『がんばってるひとの邪魔をする』。


    　相手をいらいらさせる才能にかけて、サキちゃんの右に出る者はいません。


    　ひとの神経を逆さか撫なでする話芸のチェンジ・オブ・ペースは、常人の神経を参らせ、一週間で病院送りにしてしまうほどなんだ！


    　かくして、ターンが終わりました。


    「続イテ二たーん目！」


    　審判ちゃんが進行します。


    「さくさく進メマショウ。てーまハ『身の回りの出来事』！」


    　ルールに従い、このターンは、前ターンで後攻だったロー・ブラー氏からの攻撃です。


    　クマ（本名まりえ）はしばし瞑めい想そうしていましたが、すぐにトークを思いつきました。


    「できた！　これならどうだ！」


    　彼女が持つお題カードに、タイトルが浮かび上がる！　無む駄だに使われる技術力！


    



    ターン２／先攻・ロー・ブラー（二十一歳・大学では園芸部に所属）


    　タイトル『求む！　警備員』


    



    　あるオフィスの一室で、警備会社の採用面接が行おこなわれていた。


    　体格のいい男たちが居並ぶなか、ただひとり端の席に座る男だけが、体の線も細く、見るからに体力もなさそうである。


    　面接官も、初めから彼だけは不合格だと決めてかかっていた。


    「申し訳ないが、君はこの仕事に向いていないと思うね。今までにこの種の業務も経験がないようだし」


    「基礎さえ教えていただければ、仕事はすぐに憶おぼえます！」


    「しかしねえ。これは普通の仕事じゃないんだ。重点地区警護、ＶＩＰの自宅近辺で対象をガードするのが主な仕事になる。なにより体を張る仕事だし……」


    「家にいることなら自信があります！　かれこれ十五年ほど、一歩も家の外へ出ていません」


    「そう言われてもねえ……」


    「お願いです！　この機会に、今までの自分を変えたいんです！　やりがいのある仕事に就ついて、引きこもりから抜け出したいんです！」


    　いくら頼まれたところで、人間には向き不向きがある。適性のない者は雇えないと、面接官が断ろうとしたときだった。


    　部屋の扉が押し開けられ、覆ふく面めんを被かぶった男が乱入してきた。


    「俺はここで働いてたモンだ！　よくも俺をクビにしやがったな！　その落とし前をつけに来た！　まずはお前からだ！」


    　男は面接官へと走り寄った。手には刃物。


    　ほかの就職希望者たちが狼狽うろたえるばかりなのに対し、自称引きこもりの彼だけは違った。


    　即座に面接官と覆面の間に体を入れると、駆けてくる男へ突進する。そのまま男の手首をひねり上げ、壁へと叩たたきつける。男の手から刃物が離れた。それを見み逃のがさず、彼は男へ足払いをかけ転ばせると、のしかかるように体重をかけ、完全に動きを拘束した。


    「確保！」


    　その流れるような手並みに、面接官はその場で叫んでいた。


    「採用！　さすがは長年、本職の自宅警備員をやっていただけのことはある」


    



    「引きこもりのくせに屈強！」


    　ニニさんのつっこみもパワフルになります。


    　判定はすぐに出ました。


    「労働ハ国民ノ義務！　１０８０１２ぽいんと！」


    「後部格かく納のう庫に被弾！」


    　後ろ足を押さえて転がるサキちゃん。おそらくそこがやられたという設定なのであろう。


    「どうだクマ！　貴様のずるがしこい作戦など、おいらの前では無意味なのだクマ！」


    「くっ。……だけどまだ負けたわけじゃない！」


    　静かなる闘志とともに、立ち上がるサキちゃん。


    「わたしは負けない！　ほんとうのニートってのがどういうものか見せてやる！」


    「まったく見たない！」


    　タイトル認識完了！　ぶちかまされるサキちゃんの返しトーク！


    



    ターン２／後攻・サキちゃん（自分がやりたくないことはひとにやらせる）


    　タイトル『がちゃがちゃにゅーっと出るカード』


    



    　クビになったスパイは最悪だ。どんな小さな仕事にでも食らいつかなきゃいけない。


    　俺は街の片隅で、携帯を片手に依頼者へと報告を送る。


    「……αアルフアからΩオメガへ。目的地に到着した。指示をくれ」


    『こちらΩ。目標はＴ字路の正面だ。そこから確認できるか？』


    　電話の向こうからは、男の声が聞こえてくる。こいつが俺の雇い主だ。


    　俺は周囲を見渡して、目標に近づく輩やからがいないか確かめる。


    　行動するにあたり、もっとも適した時間を選んだつもりだった。夜ではなく、あえて昼間を選んだのもその一例。この時間帯、作戦領域の周辺は人通りが少なくなる。俺の行動を邪魔する者にも遭そう遇ぐうしにくいはずだった。


    　束つかの間ま、都会にできた空白地帯で、俺は作戦開始の覚悟を決める。


    「……これより接近する。うまくいけば、夕飯どきには間に合うだろう」


    『幸運を』


    　俺は懐ふところから銃を抜き、いつでも撃てるように構えながら飛び出した。視界内に目標を捉とらえつつ、四方にも注意を分散。背中から撃たれるのは願い下げだ。


    　苦労の末すえ、俺は目標へとたどり着いた。


    「……こちらα。目的と接触完了。指示を」


    『相手はブツと引き換えに現金を要求してくる。前もって渡した資金は用意してあるな？』


    「無論だ。失業中だからって、俺を見くびるなよ？」


    　プロは事前の準備を怠おこたらないものだ。


    　俺は目標全体に素早く目を走らせた。依頼主から聞いていたのと違いはない。これならいけそうだ。


    「……レートにも変更なし。敵てき影えいもなし。ミッションをスタートする」


    　短く報告すると、あらかじめ定められた手順に従い、目標とリンクを開始。ハッキングは必要ない。極めて原始的なターゲットだ。だがときには、ローテクのほうが手がかかる場合だってある。油断はできない。


    「試行開始。文字どおりの運試しだ。……一回目。……失敗。続いて二回目。……失敗……」


    　そんなにすぐ結果が出るとは思っていない。俺は根気よくミッションを続けた。


    「試行十四回目。失敗。十五回目。……失敗。こいつ、相当頑がん固こだぜ……」


    　そのときだった。


    　機械の反応が消失する。不ふ慮りよの出来事に、俺の心拍数も跳はね上がる。


    『どうしたαアルファ？　アクシデントか？』


    「この仕事にアクシデントはつきものさ。……機械が止まった。よくあるミスだ」


    『大丈夫なんだろうな!?』


    「黙ってろ。慣れてると言った』


    　時間はまだある。


    　俺は機械を観察した。どこに不具合がある？　筐きよう体たいの内部か？　電子制御系はほぼ気にしなくていい。とすれば本体部分に負荷がかかって止まったのか？


    　俺はそう目め星ぼしをつけると、排出口の溝を指でさらった。すると。


    　ＪＡＣＫＰＯＴジヤツクポツト！　再び機嫌良く回り出す機械。


    　これだから古いマシンってのは！


    「問題クリア。作戦を継続する。……試行二十一回目。失敗。二十二回目。失敗……」


    　難易度の高いミッションだ。冷戦時代以降、これほどの難指令にはお目にかかったことがない。


    　電話越しに、依頼主の焦あせりが届けられる。


    『なんとしても手に入れるんだ！　いかなる犠ぎ牲せいを払ってもいい。必要なら金も追加する』


    「わかってる。そう急せかすな。……四十一回目。失敗。四十二回目。失敗……」


    　そこで光こう明みようがもたらされた。


    「四十三回目。……どうやらアタリが来たようだ。ツキはまだあるらしい」


    『よくやった。こちらで確認する。至急、画像を送れ』


    「了解」


    　俺は依頼主の注文に応こたえようとした。そのとき、視界の端に飛びこんできた人影。


    　あれは要注意人物だ！


    「まずいぞ、Ωオメガ！　敵性因子『ゼブラ』を発見した。こちらに来る！」


    『なんだと？　人違いじゃないのか？　予想到着時間にはまだ……』


    「あの派手な柄がらを見間違えるか！　なおも接近中！　ダメだ！　見つかった！　退却する！」


    『α！　おい、α！　まだブツの確認が！　おい……』


    　俺は通話を切った。すぐさま逃走に移る。


    　こうなった以上、身の安全を確保するのが優先される。ゼブラの単体戦闘能力は、一個師し団だんに比ひ肩けんすると言われている。拳けん銃じゆう一丁で立ち向かうのは自殺行為だ。特殊部隊並みの装備でもあれば話も違ってくるのだろうが。


    



    　数時間後、俺はようやく作戦司令部に帰り着いた。尾行を気にして遠回りしたため、予定の作戦時間を大幅にオーバーしていたが、それも安全のため。


    　俺が司令室の扉を叩たたくと、扉の向こうで動きがあり、我が依頼主が姿を見せた。


    「遅かったな、αアルファ」


    「目的のものを運んできた。……そう責めるな。こっちはゼブラを撒まくのに一日中歩き回ったんだぜ？」


    「よくやってくれた。あいつに見つかれば、俺まで危険だ。なにせ奴やつこさん、こいつの価値をまるで理解していないからな。これまでに集めたコレクションともども、廃はい棄きされかねない」


    　俺はブツを渡し、彼の反応をうかがう。


    　依頼主は仕事の成果を確認していたが。


    「俺の欲しかったのはこのカードじゃないんだよぉ！」


    



    「確かにガチャガチャようつまるけど！」


    　サキちゃんはやりきったぜ、という風に立っています。カメラ映りを意識しすぎ。


    　すぐに採点が始まります。


    「面白イデスヨネ。ばーんのーてぃす。私モ大好キデス。生マレ変ワッタラすぱいニナリタイデス。……ナノデ、１４８５５４ぽいんと！　アトハソウデスネ、ぷりずんぶれいくトぼーんずガ好キデスネ」


    「ただの海外ドラマ好きか！」


    　ふたりの得点が出で揃そろったところで、審判ちゃんが言いました。


    「二たーん終了！　ココデ判定ニ入リマス！」


    　鳴り響くドラムロール。判定を待つ両者をじりじりさせる演出の後。


    「……火ひ花ばな咲さ樹き／２４７３３０ぽいんと。ロー・ブラー／２４６４４４ぽいんと。ヨッテ８８６ぽいんと差デ、勝者、火花！」


    　勝敗が告げられるや、その場に崩れ落ちるクマ。


    「ぐわあ！　やられた！　……やられたクマぁ！」


    　これで決着。バトルについて、だいたいのシステムはわかってもらえたかな？


    　勝ったサキちゃんは、天に向かい、拳こぶしを突き上げるガッツポーズ。


    「この世に生きとし生けるものよ、讃たたえよ我われを！」


    　悔しがる敗者、クマ。


    「くそう！　こんな相手に負けるとは……」


    　と、サキちゃんは意外な行動に出ました。


    　膝ひざをつくクマに近寄ると、穏やかに言ったのです。


    「悔しがることはないぞ、クマ公。あんたは運がなかっただけだよ。いきなりこのわたしと戦うことになったのだから。……けど、なかなかいい勝負だった！」


    「火ひ花ばな……」


    「できればお互いプロになってから、また戦おう！」


    「火花の姉あね御ご！」


    　固い握手を交わす両名。


    　爽さわやかなワンシーンかと思いきや、サキちゃんはにこやかに言いました。


    「でもまあ、負けたひとは二次予選突破できないだろうけどね！」


    　クリティカルヒット！


    　かわいそうに、クマは泣き出しました。


    「ふふ。これぞ火花式戦闘術、『弱った敵の傷口に粗あら塩じおをすりこむ』！」


    「サキちゃんは前ぜん世せ邪神かなんか!?」


    　ベビーフェイスはあきらめたほうがよさそうです。悪玉ヒールも悪玉ヒール、悪あく玉だま菌よりも質たちが悪い。


    　このようにして、サキちゃんの試合は終わりました。


    　この後、緋ひ色いろさんも含め、Ａブロックの受験者たちがひととおり試合を行おこなっていきました。なかには歴史に残る一戦などもありましたが、ここで放送終了の時間がきてしまいました。


    　ページの都合上、ここからは結果のみお送りします。


    　巨大モニターに映し出される、それぞれの勝敗。


    



    Ａブロック


    　火ひ花ばな咲さ樹き　○　ー　×　『闇やみに疎うとまれし賢者』ロー・ブラー


    　猫ねこ室むろ緋ひ色いろ　○　ー　×　『反モザイク連合』木き佐さ遊ゆ佐さ男お


    　フランシス・ジェローラモビッチ　×　ー　○　『キンカン王子』蜜みつ蜂ばち花はな園ぞの


    



    Ｂブロック


    『ハレー彗すい星せい』鶯うぐいす白しろ星ぼし　○　ー　×　微ほほ笑えみのマドロス


    『カレー隆盛』鶯百もも家か　○　ー　×　『トルネード座布団』ザ・ブンガク


    　大おお伴とも昇しよう平へい　○ ー　×　新にい山やま新あらた ※腹痛のため棄き権けん


    



    Ｃブロック


    『やりこみ派』仮か字じ田たカナダ　×　ー　○　にゃるまげ


    『現代のサンチョ・パンサ』ド・ドノヴァン　引き分け　『悲しみの島しま唄うた』碇いかり賢けん


    『銀座スタア』いいちこあきら　×　ー　○　ミスター・サドルマン　　※法事のため棄権


    



    Ｄブロック


    　病やまいカラス　×　ー　○　謎なぞの美少女


    『千せん軍ぐん万ばん馬ば』白しら河かわ夜よ船ふね　×　ー　○　『第二のタイガー』Ｍ・ウッヅ


    　Ｊ・Ｈ・Ｋ　○　ー　×　村むら山やま豊ほう作さく　※試合前『旅人になる』と言い出し、棄き権けん


    



    　なんということでしょう。あのままやれば三巻分くらいはかかったであろう試合が、一ページほどで済みました。減ページによるエコ。すばらしいですね。


    　とはいえ、これだけではなんですから、本日のハイライトもご覧ください。


    



    「交換エールするくらい余裕だよ！　それ、フレッフレッ！　こーいち！　ファイトファイトこーいち！」


    「私の名前はまりえだ！　一文字も合ってない！」


    



    「ここが最大の見せ場やったん!?」


    　ここがマックスなら、ほかのブロックもそれほど盛り上がらなかったんじゃないかと思われます。


    「そらそうやって！　だって不戦勝多いもん！」


    　不戦勝は多いはカタカナの名前は多いは。なんですかこれは。あと言っとくけど、出てる奴、全部日本人ですからね！


    　すべての試合を終え、ざわつく会場内。


    　壇上から試験官が言いました。


    「これから大会本部による審査に入ります！　審査に合格した者は明日、三次試験となります。それまで受験者は邪魔なので、帰りなさい！」


    「扱いが雑！」


    　一同は追い出されるようにして、会場を後にしました。


    　学校に迷いこんできた犬だって、もう少し温かくかまってもらえます。
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    　二次試験も終わった午後三時（ややこしい）。


    　サキちゃんたちは、空あいた時間を使って市内観光に出かけることにしました。


    　じゃあどこへ行く？　ってなったところで、サキちゃんが挙手。


    「じゃあまず、マクドナルドとＨＭＶへ……」


    「なんでそのチョイス！　どっちも全国各地にありますやん！　さてはサキちゃん、修学旅行で観光地巡りせず趣味の店へ行くタイプか！」


    「ニニさん、つっこみがくどい」


    「猫の言うとおりだ。お前は旅の醍だい醐ご味みがわかってない」


    　警備の仕事から解放されたトール氏が言いました。


    「ここは、ご当地ならではの名所とかに行くべきだろ。せっかく来たんだから。サ○エさんのオープニング的な感じで観光するんだよ、サイフは忘れずにな！」


    　ふたりから注意されたサキちゃんは、しばらく考えていましたが。


    「なら、あそこ行こう。清きよ水みず寺でら」


    「おお、ええやないの！　ぽいよ！　京都っぽいよ！」


    　サキちゃんにしてはまともな意見です。


    　一同の賛成を受け、目的地も決まりました。


    「よーし！　じゃあ現地まで競争だ！　ビリのひとは罰ばつゲーム！　いちばん遅かったひとは、例の舞台から飛び降りること！」


    　やっぱ、あんままともじゃなかった。


    「「罰が重い！　もっとソフトに！」」


    「いいや！　地獄基準じゃ重くない！」


    「「そんな拷ごう問もんの聖地と比べられても！」」


    　そりゃつっこみも重ダなブります。


    　などと、みんなが楽しく？　やっていると。


    　カシャッカシャッ！


    　不意に、耳慣れない音がしました。


    「ん？　今なんか音せえへんかった？」


    「気のせいだろ？」「気のせいだよ」


    「こういう場合は一二〇パー気のせいちゃう！　アレや。なんかカメラのシャッターっぽい音やった」


    　伏線をぐんぐん進めてくれるニニさんに、トール氏とサキちゃんは疑わしげ。


    「盗とう撮さつ？　まさか」


    「そうだよ、ありんこもここにいるし」


    「俺は撮らねえよ！　お前の言動は、世に誤解を広めてるよ!?」


    　黙ってるっぷる京都を読んでいた緋ひ色いろさんも言いました。


    「きっと観光客ですよ。でなければ『火か車しや』ですね。これは悪い人間を地獄へ連れて行く妖よう怪かいで……」


    「それはそれで気になる！」


    「もしくは『カシャ髑どく髏ろ』です。ガイコツの妖怪」


    「『餓が者しや髑髏』な！　お前は妖怪博士か！」


    　ニニさんの言葉も終わらないうち。


    　カシャカシャ！


    　またもや不ふ穏おんな物音がしました。


    「また何か聞こえましたよね？」


    　今度は緋色さんがその音を聞きつけていました。それを裏づけるように。


    　カシャカシャカシャカシャ！


    　連射です。もう錯覚ではすまされません。


    「なんでしょう？　どこから聞こえてくるのか……」


    　緋色さんがそう言う間も、カシャ音は続いています。


    　サキちゃんは驚異の聴覚で聞き分けていました。


    「そこっ！」


    　サキちゃんの手から、チュッパチャップスの棒（さっき買ってもらいました）が、手しゆ裏り剣けんのごとくに放たれました。一直線に空くうを裂いた棒が、音の元げん凶きようを直撃！


    　どさっ！　木の上から何かが落ちてきました。


    　よく見ると、人間です。それも見たことのある人物。


    　白いケープにプリーツスカート。耳の付いた帽子。


    　それは一次試験の会場で、サキちゃんに話しかけてきた少女でした。


    　少女はすぐに立ち上がり、服の汚れを払ってから、何事もなかったかのように言いました。


    「……また会ったでちね、火ひ花ばな咲さ樹き」


    「？　どこかでお会いしましたっけ？」


    　出ました、立て忘れ！　昨日のことなど、きれいさっぱり忘れちゃってる。


    　天下の忘れん坊将軍、サキちゃんの態度には、少女のほうが焦じれました。


    「昨日挨あい拶さつちたばかりなのに！　二に笑しようを読み返すでち！　ほらここで、わたちの知的な会話がずばりと決まってるじゃないでちか！」


    　少女は『この製品はジョークグッズです』でお馴な染じみの、『サキちゃんと天然さん』二巻を出してきました。


    　該当するページを見せられ、ようやくサキちゃんも気がつきました。


    「ああ、このときのちびっ子か！」


    「やっと思い出ちたでちか！」


    「どことなく頭よさげで、生意気そうな。耳付き帽子のよく似合う！」


    「そうそう！」


    「ちょっとツリ目の！」


    　勝手に造形をプラスしないでください！　小説では言ったもん勝ちですから、本当になってしまいます。ほら、新属性追加されちゃった！　もういいよ、そのまま話を進めなよ！


    　ともかく、カシャカシャの正体はこの子だったようです。


    　サキちゃんは少女に向かい、強気で言いました。


    「さっきからカシャカシャ言うと思ってたら、犯人はお前か！　ひとをつけ回して写真を撮るなんて、若わか気げの至いたりじゃすまないよ！　親おや御ごさんが聞いたらどう思う？」


    　サキちゃんはやれやれだぜ、のジェスチャー。


    「まあしかし、わたしの可愛かわいさに憧あこがれて追いかけたくなる気持ちはわかる。町のファッションリーダーの真ま似ねしたくなるのもわかる！　どうしてもって言うなら、写真くらいは撮らせてあげてもいい！　一枚五百円ね」


    　これを世間ではカツアゲと呼びます。


    　少女もやれやれのジェスチャーを返しました。


    「誰もあなたになんて興味ないでち。わたちが追いかけてたのは……」


    　少女がそう言いかけたときです。


    「これ、落としましたよ？」


    　話に入ってきたのは、緋ひ色いろさんでした。


    　手にはいくつかの小物を握りしめています。いずれも少女の持ち物でした。先程、地面に投げ出された拍子に、持っていた荷物が散らばった。それを拾ってあげたのです。


    　その中に、ひときわきらりと光るものがありました。


    　それが何かに気づいたサキちゃんは大声を上げます。


    「ＪＰＳだ！　しかも超デコってる！　見せて見せて！」


    　それはジョーカーだけが持つのを許される、ＪＰＳでした。市販されているものに銀色メインのスワロフスキーを貼はりつけ、オリジナル感を出しています。


    　少女は、サキちゃんが伸ばした手を叩たたき、牽けん制せい。


    「うるさいでちね。学校で流は行やってるんでち」


    　引ったくるようにしてそれを受け取ると、緋色さんにお礼を言いました。


    「あ、ありがとうでち」


    　その態度は、サキちゃんに対するものと明らかに違います。うつむきかげんの表情にも、若じやつ干かんの照れが見られました。


    　そんな少女に、優しく聞いてあげる緋ひ色いろさん。


    「試験に参加してるんですよね？　それならあなたも、プロのジョーカー志望なの？」


    「……そうでちよ」


    　今度はやけにぶっきらぼうです。成分分析すると、ツン百パーセント。


    　それくらいでへこたれる緋色さんではありません。持ち前の天然力を発揮して、さらに迫ります。


    「もうひとつ聞いてもいい？」


    「な、なんでちか？」


    　緋色さんは笑顔で尋たずねました。


    「どうして語尾が変なんですか？」


    「聞きづらいところに切りこみよった！」


    　絶句する少女に代わって、サキちゃんが答えました。


    「キャラ作りだよ！　だって『咲さ樹き』は普通に言えてたもん！」


    「意外や鋭い観察眼！」


    　少女は聞こえていないふりを貫つらぬいていました。心が強い子です。


    　サキちゃんは遠慮なく攻撃。ひとの弱みを握れば、つけこまずにはいられない。それが彼女の生きかた。


    「おい、ちびっ子！　そんなキャラ作りしたって無む駄だだ！　わたしには通用しないぞ！　お前と同じような奴（クマ）を、今日の試験で泣かせてきたばかりだ！」


    「それ自慢すること!?」


    　少女は横おう柄へいな態度で言いました。


    「試験なんて、もともとたいちて意味ないでち。あなたのことと同じくらい興味ゼロでち」


    「すごい。自分のトークに自信あるんですねぇ」


    　感嘆した緋色さんは、ここでいいことを思いつきました。


    「そうだ。それならあなたもいっしょに回りませんか？」


    　純粋な好意からそう提案する緋色さん。


    「私たちこれから、銀ぎん閣かく寺じと嵐あらし山やまと映画村と京都タワーに行くんですけど。よかったら、あなたもいっしょに来ない？　みんなで遊んだほうが楽しいし」


    　他意なく誘っています。強行軍すぎるのはさておくとして、溢あふれ出る親切心は疑いようもありません。


    　そんな緋色さんの様子に、少女はぼそりと呟つぶやきました。


    「……全然変わってないでちね」


    「え？」


    　きょとんとする緋ひ色いろさんに、少女は静かに言いました。


    「あなたのことは、よぉく知ってるでち。……追いかけるまでもなく」


    　指折り数える少女。


    「猫ねこ室むろ緋色。××年十一月八日生まれ。さそり座。　※プライバシー保護のため、一部個人情報は伏せてあります。　好きなコタツは掘りゴタツ。嫌いなものは新聞の勧誘と、番組の進行を邪魔する小ボケ。あとは、……そうでちね。小学校三年生のとき、担任の先生を『奥さん！』と呼び間違え、クラス中に笑われたことがある」


    「……！　全部当たってます！」


    　緋色さんは驚くしかありません。


    「どうして私のことをそんなに詳しく知ってるの？」


    「私の顔を見て、思い当たることはないんでちか？」


    　少女はじれったそうに言いました。


    「わたしがあなたのことを詳しく知っている理由。……簡単でち。よく考えれば、見落としてることがあるとわかるでち」


    　言われた緋色さんも、記憶の底をさらいます。それでも思いつきません。


    　ついに『ジョークグッズと言うほどエロくもない』でお馴な染じみ『サキ天』を取り出し、ここまでの話を見返してみました。


    「見落としてるって。……キャラ作りとわかっていながら、語尾が変だと尋たずねた件ですか？」


    「あれ、計算だったんでちか！」


    「ああ！　なら『ウサギは夜中の二時以降に麦むぎ飯めしを食べると爆発する』件ですね？」


    「爆発ちてちまうとは！　教科書が教えない知識！」


    　子供にうそを教えない。


    　首をひねる緋色さん。


    「もう一個、『ウサギは夜中の二時以降に怖い映画を観ると眠れなくなる』というのも考えたんですけど。……それじゃありませんよね？」


    「そのシリーズお気に入りでちか！」


    　内容もしごく当たり前。ウサギでなくとも、寝る前に『シャイニング』を見た日にゃ、ひとりでお手洗い行けません。お客様一名、おもらしコースへご案内です。


    　少女は苛いら立だちを隠そうともせず言いました。


    「……本当にわからないんでちか？」


    　語気も強く問い詰める様子。


    　なにやら緊きん迫ぱくした空気になってきました。


    　それを察したながら、一同は遠巻きにふたりを見守ることしかできません。


    　ニニさんを肩に乗せたサキちゃんは、重々しく言いました。


    「今、急にこれ言いたくなったから言っていい？　……デオキシリボ核かく酸さん！」


    「なんでこのタイミングで言ゆうた！」


    「江戸の仇かたきを、京でとる！」


    「関係ありそうで関係ない！」


    「外野は静かにちてるでち！」


    　緋ひ色いろさんは、サキちゃんがボケてる間も考え続けていました。


    　が、とうとうあきらめ、申し訳なさそうに言います。


    「……ごめんなさい。やっぱり憶おぼえがない……」


    　それを聞いた少女は顔を背そむけました。


    「……もういいでち」


    「待って！　まだ話を……」


    　去りかける少女を止めようとする緋色さん。彼女はこのまま少女に会えないのではと、そのことが気がかりだったのですが。


    「心配しなくとも、どうせすぐに会えるでちよ。……わたちも明日、試験会場に行くでちょうからね」


    「そうね。それなら……」


    　喜びを見せる緋色さんに、少女は笑みを浮かべて告げました。


    「明日の三次試験、楽ちみにちておくんでちね」


    　言葉には、皮肉げな調子が含まれていました。


    「きっとおもちろいことが起こるでち。……そう、おもちろすぎておもちろすぎて、かえって傷つく者が出るかもちれないようなことが。……それを見たときの、あなたの反応が楽ちみでちよ」


    「……何を言ってるの？」


    　緋色さんの表情が強こわばります。彼女が気を引き締めざるを得ないほど、そのときの少女はどす黒いオーラを放っていたからです。


    　少女はそれ以上語ろうとしませんでした。


    「今にわかるでち。もっとも、そうなったときには遅すぎるんでちが」


    　それだけ言うと、少女は歩み去りました。


    　緋色さんの胸には、少女が去り際ぎわに言ったセリフだけが残りました。


    「何が起ころうと、わたちを怒らせたあなたのせいなんでちから」
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    　もやもや気分を残したまま、夜が明けました。


    　いよいよ、三次試験の当日。


    　朝起きたサキちゃん、まずは下のレストランで、ごはんをどんぶり十四杯も食べました。コンディションは上々です。


    　部屋に戻ると、廊下の前に見覚えのある人影が黄昏たそがれていました。


    　試合後のジョーみたくなっているのは、トール氏でした。こんな早朝から燃え尽きかけているなんて、エネルギーを補給しすぎたサキちゃんとは正反対。


    「どうした、ありんこ。お腹なかでも痛いのか？　それとも持病のハレンチ病か？」


    　トール氏はつっこみ返してきません。壁に頭をつけ、ぶつぶつと呟つぶやくばかり。


    「……期待してたのに、寝起きドッキリなし。もう生きる希望がなくなった……」


    　どうやら今日こそ緋ひ色いろさんの寝起きイベントがあると期待していたものらしい。こりゃあハレンチ病だ。


    　サキちゃんは道端の雑草を見るような目で見ました。


    「うわ、くだらん。そんなことでいちいちくじけるな。もうちょっとためになることを考えて生きろ！」


    　これにはトール氏も閉口。こいつにだけは言われたくなかった、と思いつつ。


    「お前に俺の気持ちがわかるもんか！　俺なんか昨日、布団部屋で寝たんだぞ！　お前がいつドッキリ始めてもいいよう、取ってたホテルをキャンセルして！」


    　そこまでの情熱を、なぜほかの分野に向けられぬものか。


    　かまうのがアホらしくなったサキちゃん、さっさと部屋に入ります。


    　部屋では、緋色さんたちも目を覚ましていました。ニニさんが毛け繕づくろいする横で、緋色さんは椅い子すに腰掛け、窓の外を眺めています。


    　サキちゃんが緋色さんの傍そばまで歩くと、トール氏もついてきました。背はい後ご霊れいのごとく、サキちゃんにまとわりつきます。


    「……お恵みを。ドッキリのお恵みを……」


    「うるさいなあ。ほれ、これでも見てろ」


    　めんどくさくなったサキちゃんは、緋色さんの足もとに屈かがむと。


    　ズバッ！


    　いきなり浴衣ゆかたの裾すそをめくりました。ちらっと見える肌色！


    「きゃあああああ！」


    　悲鳴は、トール氏が上げたもの。


    「いきなり何をする！　おおおおおおおおお前、やめろ！　断りなくハプニングを演出するのやめろ！　心臓に悪い！」


    　トール氏の抗議に、口を尖とがらせるサキちゃん。


    「でも見てた」


    「そりゃ見るともさ！　そこは否定しない！　けどな、お情けでいただいたドッキリなんて、ありがたみがねえんだよ！　エロスは自分の力で勝ち取るからこそ意味がある！」


    「よかれと思ってやったのに。なんだその言いい草ぐさは！」


    「わかってない！　男心と秋の空が、ちっともわかってない！　もし時間があるなら、チラリズムについて十ページくらい語るぞ！」


    「今すぐ腹を切れ！」


    「ええっ！」


    　飽きてきたサキちゃんの死刑宣告に、トール氏はそれ以上ごねるのをやめました。サキちゃんなら、ノリで腹くらい切らせかねないので。


    　一方。


    　浴衣ゆかたの裾すそをめくられても、緋ひ色いろさんは動きもしません。


    　窓の外を眺めつつ、手にしたガイドブックをぱらぱらめくっているばかり。


    　それを見たトール氏は、いじられ仲間、ニニさんに聞いてみました。


    「……なあ猫。緋色さんの様子、おかしくねえ？」


    「昨日からずっとこんな感じやねん」


    　心配そうに答えるニニさん。


    「観光から帰ってきてから、心ここにあらずでな。話しかけても適当なことしか言わへんし、わざとらしい溜ため息いきばっかついとる。……ほらまた」


    　なるほど、ニニさんの言うとおりでした。時折出る悩ましげな溜息が、日常に倦うんだＯＬのようです。


    　緋色さんは見るからに気落ちしている様子でした。


    　これではドッキリなど望むべくもありません。元気がない彼女に、そんなイロモノがやる仕事はさせられません。仕方のない処置なのです。


    　そう、仕方ない、仕方ない。


    　仕方がないって言ってるでしょうが!!


    　覇は気きのない緋色さんを見かねたのか、サキちゃんが声をかけました。


    「元気出しなよ、ひいさん。ほら、昨日私が当てた『猫タンク』のカードあげるから。……ええっと、『手近なロボ猫を弾丸にして砲身から撃ち出すことができるぞ！』だって」


    「なにその残ざん虐ぎやくなカード！」


    「効果は、自分の攻撃力マイナス２０」


    「そこまで体張ってマイナス！」


    　声を張るニニさんをスルーして、緋ひ色いろさんは言いました。


    「……すみません。それ、ダブりますから」


    「冷静に断りおった！」


    　そのやりとりを聞いていたトール氏は、サキちゃんに手を差し出しました。


    「緋色さんがいらんなら俺にくれ。そのカード、持ってないんだ」


    「誰がやるかカス！　お前にやったら、きっといやらしい目的に使うんだろう！」


    「使わねえよ！　だいたい、いやらしい使いかたってなんだ？」


    「舐なめ回してから乳首に貼はりつける」


    「どんなタイプの変態だそれ！」


    　そこまで掛け合いをすると、ふたりはちらっと緋色さんを眺めました。


    　緋色さんはこれだけ騒いでもノーリアクション。


    　いつもの彼女なら快こころよくのってくれるはず。笑顔で『そうですよね。乳首は二つありますから、一枚だと困りますものね！』なんて言ってくれるのに。


    　なのに今日は、それがありません。


    　退たい廃はい感漂う緋色さんに、かまってもらいたいトール氏は声をかけました。


    「あの、緋色さん。悩み事があるなら、相談してください。俺でよければ聞きますから。いくらでも時間取りますから。おはようからおやすみまで、あなたの幸せを考えてますから」


    「……私が考えてるのは、あの女の子のことなんです」


    　緋色さんは真剣に悩んでいるようでした。


    「彼女の口振りでは、私とどこかで会ったことがあるみたいでした。……でも私はどこで会ったのか、記憶がない。彼女の勘違いかとも思うんですが。……あの子のことが、なぜか気になるんです」


    　トール氏は好感度を上げようと頷うなずきました。


    「俺もです（いやらしい意味ではない）。気が合いますね」


    「俺もです（いやらしい意味で）だって!?」


    「ペド扱いやめろ！」


    　よけいなことを言うサキちゃんを小こ突づくトール氏。勝手な改変もやめていただきたい。


    　緋色さんが悩んでいる間も、時は止まってくれません。


    　サキちゃんが時計を見ると、もう会場に行かなければならない時間になっていました。


    「とにかく試験に行かないと。遅刻で失格は嫌だもん」


    　二次試験に受かっているかどうかはともかく、発表は見に行かねばなりません。うまく通過していれば、すぐに三次試験が待っています。


    　言われた緋色さんは頷いて立ち上がりました。いつまでも惚ほうけてはいられません。


    「そうですね。準備します。ええっと、ハンカチにちり紙、大会のしおりに、三百円以内のおやつ。死体袋ボデイバツグ……」


    「最後のヘビーなやつ！」


    「いざというときの用心に、と思って」


    「トークバトルで死人が出る状況ってどないやねん！」


    　サキちゃんは、つっこむニニさんに語りかけました。


    「これが要いるようなことにならないといいけどねえ……」


    「なんでちょっと半笑い!?」


    　不吉な前触れを残しつつ、一同は会場へと移動（ホテルのすぐ近くです）します。


    



    



    　会場に着くと、すでに試験通過者の発表が始まっていました。


    　前面のモニターで確認したところ、合格者の先頭に緋ひ色いろさんの名前。その下にはサキちゃんのも見つかりました。ふたりとも無事、二次試験を突破。


    　一応断っておくと、サキちゃんも筆記のときと違い、実力で通りました。ここは彼女の名誉のためにも言っておかねばなりますまい。


    　ともあれ、いよいよ本番到来。


    『ピンポンパンポーン！　二次試験を通過されたかたに連絡です。これより三次試験に移らせていただきますので、モニター前にお集まりください』


    　放送の呼びかけに従って、動き始める者が数人。


    　三次試験に出場するのは八名でした。ここまで残るということは、おそらく相当手て強ごわい連中でしょう。サキちゃんも両頰ほおを赤く腫はれるほど叩たたき、気合いを入れ直します。


    　やがてステージ上に、小こ蘭らんさんと眼め鏡がねの試験官が出てきました。


    「はい、みなさんご苦労さま。私としては、全員落ちればいいと思ってましたのに。……それはともかく、いよいよこれから最終ステージに入りますわ。その前に会長からお言葉を。時間がないので二十字以内で」


    　隣で慌あわてる小蘭さん。


    「に、にじゅう！　……ニューヨーク目指し、笑いを取れ！」


    　ありがたいお言葉（十五文字）が終わると、対戦相手の発表へ。


    「先にも説明しましたが、三次試験はトーナメント一発方式。呼ばれた者から順に、ひと組みずつ対戦してもらいます。では本日、最初の試合は……」


    　お姉さんが言いかけたときでした。


    「ちょっと待つでち！」


    　受験者たちが集まる背後から、制止の声がかかりました。


    　サキちゃんがそちらを見ると、そこにいたのは。


    「むむ？　あれは、昨日のちびっ子！」


    　緋ひ色いろさんを悩ませる原因、昨日の女の子でした。


    　試験官が尋たずねました。


    「どうかしましたか、登録名『謎なぞの美少女』さん？」


    「若者のナルシシズム！」


    　自意識過剰な二つ名の奴がいると思ってたら、彼女がそうだったんですね。


    　しかし、少女も二次試験をパスし、三次まで残っていたようです。


    　試験官は手元の資料を確認しながら言いました。


    「自分の順番を聞きたいんですの？　あなたの対戦は……」


    「順番なんて聞いてないでち。そもそも、今日の試験はこれでおしまい。試験官たんも、帰りたければ好きにすればいいでちよ？」


    　ここで、謎の美少女は予想外の行動に出ました。


    「なぜならこの会場は、わたちがいただいたからでち！」


    　ばっさー！　広がるマント。というか、ケープ。


    「とう（そう）！　今からここは、わたちの管理下に入る！　強制徴ちよう用ようでち！」


    　難しい単語を知っています。


    　唐とう突とつな少女の話に、みながぽかんとするなか。


    「そんな勝手は許しません！」


    　憤ふん慨がいしたのは小こ蘭らんさんです。


    「あなた、自分が何を言ってるかわかってるの！　……ここに集まったジョーカーたちはみんな、プロを目指してがんばってるんです！　その気持ちを考えれば、試験を邪魔するなんてとんでもないことよ！」


    　言いながらも、カメラ目線は忘れません。


    　なおも壇上から声を張る小蘭さん。


    「受験者だけの問題じゃないわ！　今日の試験を成功させるために、私たち実行委員側がどれだけ心を砕いたか！　裏方さんたちの努力も考えなさい！」


    　まともです。小蘭さんは世間的には地位のあるジョーカーなので、彼女がこういうセリフを吐くと説得力があります。


    「それに今回はテレビサイドと提携してるから、何が何でも失敗できないの！」


    　人情路線、台無し。


    　少女は黙っていませんでした。


    「うるさいでちよ、おばたん。少し黙ってるでち」


    「おばたんですって！」


    　ＮＧワードに、小蘭さんは怒りの頂点に達しました。


    「私はおばさんじゃありません！　平均寿命が延びている昨今、おばさんの定義も四十代からになったんですぅ！　猫ねこ室むろ一族は戦うために若い時代が長いんですぅ！」


    　追いこまれた末すえ、苦しい言い訳で否定しようとしています。


    　おばさんか否いなか。そこが彼女の死線デツドライン。


    「だいたい、どこの誰ともわからない子におばさん呼ばわりされる筋合いは……」


    「ふん。はたちてそうでちかね？」


    　少女は不敵に言いました。


    「わたちには、あなたを叔お母ばさん呼ばわりする権利がある！　……ほほう。不思議そうな顔でちね。そんなに知りたければ教えてやるでち！」


    　自分で盛り上げつつ、おもむろにケープへ手をかける少女。


    「……謎なぞの美少女とは仮の姿。さてさてその実体は!?」


    　少女がさっと上着を払いました。その下には。


    　ばばーん！


    　胸にきらめく学校の名札！


    　そこに書かれた文字を見て、小こ蘭らんさんは驚きよう愕がくしました。


    「そ、そんな！　あなたはまさか！」


    「そのまさかでち！」


    　名札に躍おどる文字は、『猫室氷ひよう菓か』。


    　なんとそこには、緋ひ色いろさんたちと同じ名字が書かれていたのです！


    　それを見た小蘭さんは、オーバーアクションで一歩下がりました。


    「ひ、氷菓！　あなた、本当に氷菓なの？」


    「そうでち。久しぶりでちね」


    「あの小さかった氷菓？　最後に見たとき、まだ幼稚園に通っていた？」


    「そうでち」


    「ある日、なんの前触れもなく、右肩に牡ぼ丹たん大のアザが浮かび上がったという!?」


    「だから勝手な設定をつけ加えるの禁止でち！」


    　そんな里さと見み八はつ犬けん伝でん的な伝説はもっていません。


    　信じられないという表情で、まじまじと相手を見つめる小蘭さん。


    「でもあなた、あのときから三十センチは背が伸びてるじゃない！」


    「これが若者の特権、成長期でち」


    　誇らしげに言う氷菓ちゃん。


    「さあ、これでわかったでちね？　わたちはあなたの姪めいっ子。叔母を叔母と呼んで、何がいけないんでちか？」


    「ぐむ……」


    　言葉に詰まる小こ蘭らんさん。そう、氷ひよう菓かちゃんからすれば、彼女はまぎれもなく叔お母ばさんなのです！　その事実が、というか、おばさんというキーワードが、小蘭さんの胸を貫つらぬきます。


    　どんどん進む周囲の展開に、サキちゃんだけがまだついてきかねていました。


    「どういうこと、ひいさん？　あのちびっ子、ひいさんの妹？」


    　緋ひ色いろさんは頷うなずきました。


    「そうです。……たぶん、そうなんでしょう。あの名札が正しければ」


    「なんで自信なさげ？」


    「それが、私も叔母様も、長いこと氷菓には会ってないんです。最後にあの子を見たのは、私の両親が世界お笑い旅行に立ったとき。もう五年前になりますが。……氷菓はそのとき、父母といっしょについていったはずなんですが……」


    「戻ってきたんでちよ。『全日本会話芸術協会』に反はん旗きを翻ひるがえす存在として」


    　その言葉を聞いていたのか、サキちゃんたちに向き直った氷菓ちゃんが言いました。


    「久しぶりでちね、お姉たん。と言っても、昨日も会ったんでちけど」


    　緋色さんは少女に確かめます。


    「ヒョウちゃん。あなたは本当にヒョウちゃんなの？」


    「正しよう真しん正しよう銘めいの氷菓でちよ？　なんならパスポートでも見せるでちか？」


    　緋色さんは難しいお顔。


    「なら、さっき言ったことは？　協会に反旗を翻すとかどうとか。それはどういうこと？」


    「どうもなにも。言ったままでち」


    　反対に、氷菓ちゃんはせせら笑いを崩しません。


    「わたちは帰ってきた。それはすべて、ある目的のためなのでち」


    「目的？」


    　問い返す緋色さんに、逆に質問が飛びました。


    「その前にひとつ聞いておきたいことがあるでち。……お姉たんは、今の協会についてどう思ってるでちか？」


    「え？」


    　突然の問いに、戸と惑まどう緋色さん。


    「会話芸のこと？　……どうと言われても、協会は協会です」


    「じゃあ今の協会に満足してるんでちか？」


    　これには緋色さん、はっきり答えました。


    「それは、百パーセント満足じゃないけど。ブラックジョーカーの問題とか、解決できてない部分もありますよ。でもおおむねはうまく運営されていると思います。叔母様だって、母がいなくなった穴を埋めてがんばっておられます」


    　壇上では小蘭さんが感かん涙るい。涙だだもれ。


    　それとは対照的に、氷ひよう菓かちゃんは薄うすら笑いをやめません。


    「でちょうね。そう言うと思ってまちた」


    　無感動に続けます。


    「ずっと沼に住んでいる生き物には、そこがどれだけ濁にごっているかはわからない。ずっと協会に所属ちているお姉たんには、その腐敗がどれだけ進んでいるのかわかっていないんでち」


    　さっきから難しい言葉を使います。賢い。


    「旅をしてる間、わたちはいろんな噂うわさを耳にちまちた。……聞くところによると、協会はジョーカーたるものの本ほん分ぶんを忘れているそうでち。『売れればいい』の商業路線を批判する声は多いのでちよ。グッズの販売のみならず、カードゲームなどの副業にまで手を広げたりとか」


    　大～当た～り～。


    「それだけならまだしも。なかには、違法な手段でプロ試験を突破したり、それを助けたりする者までいるそうでち」


    「でたらめです！」


    　妹の言葉に、ご立りつ腹ぷくなさる緋ひ色いろさん。


    「ブラックジョーカーでもあるまいし、協会内部にそんな悪いひとはいません！　ねえ、叔お母ば様？」


    「そ、そうですね？」


    　心当たりのある小こ蘭らんさんは目を逸そらしました。なにせ一次試験でサキちゃんを通過させるという、バリバリの不正を働いています。


    　緋色さんは、友人にも確かめました。


    「もしそんなひとがいたら、お仕置きものです！　ですよね、サキさん？」


    　心当たりのあるサキちゃんも弁護に努めました。


    「ま、まあでも、そのひとにはそのひとなりの、やむにやまれぬ事情があったりするもんだよ、ひいさん。そう急いで結論を出さなくてもいいんじゃない？」


    「だめです。そんなひとは見つけ次し第だい、死刑にします」


    「そこまで厳しく！」


    　ばっさりいく緋色さん。清流派。伊だ達てにブラックジョーカーを倒しまくるヒーローをやってません。


    　そんな彼女の態度に、氷菓ちゃんは感心したようでした。


    「なるほど。お姉たんはわかっているでちね。組織上層部が欲しがるのも少しわかるでち」


    　軽く頷うなずいた氷菓ちゃんは、緋色さんに向かって言い出しました。


    「わたちといっちょに来るでち、お姉たん。そしてわたちたちといっちょに、不要な協会を叩たたき潰つぶすのを手伝ってほちい」


    「協会を、潰す？」


    　妹の言葉に驚く緋ひ色いろさん。ラスボスに『世界の半分をやろう』と言われたほどの衝撃です。


    「それに、組織って。……その組織が、あなたに悪いことを吹きこんだの!?」


    「悪いことではないでちよ、お姉たん。けれど、わたちが組織の命令で動いているのは間違いないでちか。……フフフ、どうやら組織のことが気になるようでちね？　いいでちょう、教えてあげまちょう！」


    　いちいちもったいぶるなあ！


    「わたちの組織！　その名も、『新日本会話芸術組合』！　わたちたちブラックジョーカーからなる、まったく新しいジョーカー連合でち！　新話芸に栄光あれ！」


    「ブラックジョーカーたちの、連合？」


    　わななく緋色さん。


    「そんな。……あなた、自分が何をしてるかわかってるの、ヒョウちゃん！　ブラックジョーカーは、まじめにトーク道を歩むジョーカーたちを獲え物ものにする、悪い連中なのよ！」


    「悪い連中、でちか、……その呼びかたは正しいんでちかね？」


    　緋色さんを見つめながら、氷ひよう菓かちゃんは話し出しました。


    「わたちたちが組合を作った理由。……それは、ジョーカー界を救うためなのでち」


    　予想外の言葉に、耳をそばだてる一同。
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    「お姉たんはさっき、ブラックジョーカーについて言いまちたね？　ではなぜブラックジョーカーが生まれるのか。それは、協会側にも責任があると我々は考えているのでち」


    　指を立てるちびっ子。


    「考えてくだたい。もともとジョーカー制度とは、協会が勝手に作ったものでち。それまでは誰でも自由にトークすることができたのを、ある日、協会がすべての権利を握り運営することになった。誰でも気軽にできるはずのトークが、一部の者に専有されているという現実。これが不満を生み出す原因になっているのでち」


    　なんでしょう、この社会派コメンテーターぶりは。明らかにこれまでのテイストと違います。


    　もっとどうでもいい話をだらだらするのがサキ天だったじゃないですか。


    　規則のゆるい部活よりもまったりするのがサキ天だったじゃないですか！


    「ＪＰＳなんかもそうでち。普通にトークするだけなら、こんな機械は要いらないはず。それを必要だと言い張ってきたのは協会でち。今回のバージョンアップをみるといいでち。仕し様ようが変わりますと言って、また暴利を貪むさぼるつもりなんでちょう！」


    「はうっ！」


    　指さされた小こ蘭らんさん、びくっ！　この反応、ビンゴだ！


    　氷ひよう菓かちゃんは言いました。


    「おばたんのびくっ、でわかるように、今のジョーカー制度は特定の者にばかり有利なように作られているでち。……その枠内にいられるのならいいでちよ。けれど、一度その枠からはみ出した者は、どうすればいいのでちか？　もしくは、一度もその枠内に入ることを許されなかった者は？」


    　氷菓ちゃんをどアップで抜くカメラ。


    「そうした人々が感じる不平等をなくし、より明確でわかりやすいジョーカー制度を作ること。それが我々の目的なのでち！」


    　話の内容は、すごくいい。


    　実際、聴衆にも好感触だったらしく、会場内からもぱらぱら拍手が起こっています。


    　気をよくちた、……失礼、よくした氷菓ちゃんは続けました。


    「わたちたちは、協会よりも真剣にジョーカーたちの未来を憂うれえているのでち。山積みの課題に今すぐ手をつけないと、ジョーカー界は滅んでしまう。政治家とは違うでち。問題をいつまでも先送りにはできないのでちよ！」


    「先々をきちんと見み据すえてる！」


    　ニニさんも困りました。なかなか見識のある考えですので、反論しづらい。真ま面じ目めな意見には、つっこみにくいもの。


    　氷菓ちゃんは、緋ひ色いろさんへ誘いの手を伸ばします。


    「だからお姉たんも、わたちと来てほしいのでち。ジョーカー界に必要なのは新しん陳ちん代たい謝しやでち。新しい仕組みを作るのには、世代交代の波が不可欠。わたちたちが中心となって、ジョーカー界を変えていかねばならないときなのでち！」


    　ビシッと、叔お母ばを指さす氷ひよう菓かちゃん。


    「そう！　今こそ、古い者は去るとき！」


    「ふ、古い者ですって!?」


    　卒そつ倒とうしかける小こ蘭らんさん。こうかはばつぐんだ！


    　氷菓ちゃんは、首をふりふり言いました。


    「おばたん。あなたはトップとしての責任を果たしていない。お母たんから協会の仕事を任されたんじゃなかったんでちか？　……ぶくぶく太るのがあなたの仕事じゃないはずでち！　ちょっと見ない間に、えらいことになってるでちよ！」


    「客観的に指摘されちゃった！　もう終わりよぉ！」


    　非難により、小蘭さんのライフはもう残りわずか。このままでは倒れてしまいます。


    　サキちゃんは励ましました。


    「平気だよ師匠！　氷上のＦ１ことボブスレーでは、重いひとのほうが有利なんだよ！」


    「でも私、ボブスレーしないわ！」


    「なんでもやってみるチャレンジ精神が若さの秘ひ訣けつ！」


    「明日からやってみる！」


    　勇気を取り戻した小蘭さんに、冷たい言葉が投げられます。


    「もう遅いでち。五年の間に培つちかったコレステロールは、そう易やす々やすと消えてくれないのでち」


    　逆転裁判チックに指を突きつける氷菓ちゃん。


    「つまり！　熟女キャラなんて、ライトノベルにはいらないんでち！」


    「そ、そんなことないわ！　需要あります！」


    「異議あり！　だから一巻でひとりだけキャラ絵がないんでち！」


    「ひとが気にしてることを言うなんて、ひどいっ！」


    　心のライフがゼロになった小蘭さんは、泣きながら逃げていってしまいました。あいかわらず逃げ足だけはものすごいものがあります。誰も追いつけません。


    　氷菓ちゃんは満足そうに言いました。


    「さあ、邪魔者も消えたところで、みなたんにはわたちの指示に従ってもらうでち。……おとなちく協力してくれるならそれでよち。でなければ……」


    「どうするっていうんだ！」


    　脇わきから声が上がりました。


    　声の主ぬしはと見れば、クマの頭。


    　二回戦でサキちゃんに敗やぶれた、『闇やみに疎うとまれし賢者』ロー・ブラー氏こと、まりえちゃんです。どうやら二次試験の合否を見に来ていて、この騒ぎに出くわした模様。


    　彼女は勇ゆう敢かんにも言いました。


    「さっきから聞いていれば、なんだお前は！　一方的な意見ばかりを押しつけて！　いくら猫ねこ室むろ女史の身内でも、言っていいことと悪いことがある！」


    　さすがクマ。今巻唯ゆい一いつの良心だけのことはある！


    　と思ったら。


    「だいたい猫室女史はあのスタイルだからこそいいんだ！　女の子はちょっとぽっちゃりしてるくらいでちょうどいい！　お前は今、全国の小こ蘭らん師匠崇すう拝はい者を敵に回したぞ！」


    「ただのファンか！」


    　ファン特有の贔ひい屓き目線に、氷ひよう菓かちゃんはあきれ顔。


    「言いたいことはそれだけでちか？　ならお静かに退場していただきまつ」


    「やれるもんならやってみろ！　おいらは帰らないぞ！　あ、帰らないクマよ!?」


    　クマがそう言った瞬間。


    　ぱちん！


    　氷菓ちゃんが鳴らした指の音に合わせ、体育館の天井からたくさんの影が落下してきました。その数、五、六十はいそう。い、いつの間に潜ひそんでいたんだ!?


    　降り立った影たちは、氷菓ちゃんを取り巻くように整列します。


    　並んだその姿は、どっからどう見ても、雑ざ魚こ戦闘員。キキー！　と鳴く連中。


    「これは我が新日本会話芸術組合が誇る精せい鋭えいたちでち！　そのへんでぶらぶらしていたひとを時給六百二十円で雇ったほどの強兵揃ぞろいでちから。……さあ、恐れるがいい！」


    　場の全員が難しいだろ、と思いました。口に出さなかったのは、氷菓ちゃんへ配はい慮りよした結果。


    　しかし、号令が続きます。


    「さあ者ども！　そのクマもどきを連行するでち！　いちばんがんばった者には、特別にボーナスが出るでちよ！　驚きの時給三十円アップ！」


    　それを聞くや。


    　ドドドドド！　いっせいにクマへ襲いかかる戦闘員たち！


    　あっという間にクマは人の波にのまれ、マスクを剝はぎ取られてしまいました。その下からはたいそう可愛かわいらしい顔が確認されましたが、それも束つかの間ま。そのままどこかへ連れ去られて行きます。これが数の力、時代を動かすマンパワー！


    　絶句する緋ひ色いろさん。


    「なんて酷ひどいことを！　もう少しくらい出番をあげてもいいのに！」


    　氷菓ちゃんは堪こたえた様子もありません。


    「新キャラとて容よう赦しやはちない！　邪魔するひとは、同じ目に遭あってもらうでちよ？」


    　人垣が少女を遠巻きに下がります。これはあなどれないぞ新話芸。


    　そういう空気が会場内を包みこむなか、ニニさんが一歩前へ。


    「おい、緋色の妹！　お前、あんま調子のんなよ！」


    　ニニさんをちらりと見る氷ひよう菓かちゃん。


    「あなたは例の独立型トーク判定ロボでちね？　何度見ても、みすぼらしいでち」


    「誰がみすぼらしいねん！　……いや、それはええ。俺の見た目はどうでもええ（涙）！　それよりお前や！　お前ら新話芸は、なんで今日プロテストの会場を襲った？」


    　ニニさんはできるだけ穏おん便びんに話を進めようとしていました。そうやって、会話のうちに敵の情報を探り出そうという作戦。


    　氷菓ちゃんは手の内を隠そうともしません。


    「知れたこと。……まず試験を妨害し、同時に味方になってくれる人材を集める。一いつ石せき二に鳥ちようの作戦でちょう。それとついでに、京都も占領してこいと言われてるでち」


    「占領してどうする？　世界の支配でも企たくらんでんのか？」


    　氷菓ちゃんは、真ま顔がおで言いました。


    「そこらへんはまだきっちり決まってないんでちが、ともかくまずは制圧しちゃえ！　というノリなのでち」


    「ノリで!!」


    　その先は考えてなかったのかよ！


    「そこ重要よ!?　そのあたりを詳しく詰めてからいらして！」


    　ニニさんの訴えは、無視という方法で退しりぞけられました。


    　場を見渡しながら尋たずねる氷菓ちゃん。


    「もう一度聞くでち。……わたちたちに協力しようという者は？」


    　誰も手を挙げませんでした。


    　演説はともかく、クマがやられたのを見て、みんな冷めたようです。


    　もとより、彼女らはブラックジョーカーたちにより作られた集団。手段を選ぶような、温厚な組織であるはずがありません。口ではいくら立派なことを言っても、中身が伴ともなうかは怪しいもの。あと、時給が安すぎる。


    　会場の反応を見た氷菓ちゃんは、興味なさそうに言いました。


    「そうでちか。残念でちよ。……ではこれから、あなたたちを本部へ連行させてもらうでち」


    　少女の片手が上げられました。戦闘員たちへの、襲いかかれという合図。


    　その手が振り下ろされようとしたときでした。


    「待てい！」


    　渋い声とともに、体育館の入り口に現れる、ひとつの人影。


    　駆けつけたのは、ガードマンの格好をしたトール氏でした！


    「お前の悪あく行ぎようは、すべて見物させてもらった！」


    　氷菓ちゃんに相あい対たいしつつ、トール氏は言いました。


    「いくらお前が緋ひ色いろさんの妹だろうと、いや！　だからこそ、許されないこともある！　そんな子にお義に兄いちゃんと呼ばせることはできない！」


    「まったく呼びたくないでち」


    　トール氏は聞いていません。


    「それから俺も、さっきのクマに賛成だ！　大事なのは年齢とか体型じゃない！　そんなものに関係なく、エロいものはエロいんだ！　俺はそう悟さとった！」


    「新領域の扉が開いてた！」


    　性せい癖へきスロットに、年上好き属性が追加されていました。微増する小こ蘭らんさんファン。増える意味があるのかもよくわからないですけど。


    　トール氏は決めポーズを作って言いました。


    「ここは俺に任せてもらおう！　この蟻あり蛾がトール、下着を見せていただいたマダムが悪く言われるのを、黙って見過ごすわけにはいかん！」


    「男らしいやらそうでもないやら！」


    　トータルすると男らしいのか。


    　氷ひよう菓かちゃんはイライラッときてました。おそらく、みんなそうだと思います。


    「次から次へと、ろくでもない連中の巣そう窟くつでちねここは。……総員！　この熟女フェチを片づけるでち！」


    「誰が熟女フェチだ！」


    　途端。


    　ゴビシャーン！　トール氏に飛びかかった戦闘員が、壁に叩たたきつけられました。壁には真っ赤な染しみがついてるけど、……これはケチャップです。たぶん。


    「俺を脇わき役やくと同じに考えるなよ？」


    　そう言うトール氏の表情は、自信に満ちています。


    　この強腰も、理由のないことではありません。


    　誰もが忘れていたでしょうが、トール氏の本業は債さい権けん回収業。人気のある例で言えば、ミ○ミの帝王。去り際ぎわに格好良く、『ええか。もう二度とワシらに関わったらあかんで？』と、借金をチャラにしてくれたりします。


    　こうした職業にはなにより強こわ面もてと腕力が必要とされる機会もありますから、腕っ節には自負するところがあるのです。


    　今しがたのケチャップ事件にしても、戦闘員がやられたのは一秒間に数十発の流星を叩きこまれたがため。わかりやすく言うと、トール氏がやたらゲンコツでぶん殴なぐったの。


    　実力のほどを示したトール氏は、躁そう状態で言いました。


    「力には力！　核ミサイルには核ミサイル！　言ってもわからない子供には、お仕置きが必要だ。いくぜ！」


    　血を見るのが大好きなサキちゃんからも応援が飛びました。


    「いけー、ありんこ！　殺せー！」


    「いや、殺しはしないよ!?」


    　言いながらも、トール氏は快調に敵の山を築いていきます。


    　気持ちいいくらい薙なぎ倒される敵。


    　彼はこれが本業ですから、『昼間のパパはちょっと違う』くらい輝いています。プラス緋ひ色いろさんが見ていますから、よけい力も入る入る。


    　ドーン！　またしても吹き飛ぶ戦闘員の束たば。上がる歓声。


    　トール氏の勢いは止まりません。戦闘員を蹴け散ちらし、敵の指揮官たる氷ひよう菓かちゃんへと近づいていきます。


    　氷菓ちゃんに迫る魔の手！　『これは体たい罰ばつではなくコミュニケーションです』のテロップを入れないと！


    　とはいえトール氏も鬼ではありません。


    　女の子を殴なぐったりするのは紳士道に外れますから、もとより拳こぶしを出すつもりはありません。ともかく近づいて、動きを封じようとだけ考えていました。そうすれば子供のこと、大人おとなしくさせることができるだろう、くらいに思っていたのです。


    　が。が、がが、が！


    　氷菓ちゃんは逃げもしません。むしろ逆でした。


    　びゅっ！　稲いな妻ずまの速さで突き出される氷菓ちゃんの両腕！


    　腕はそのまま、トール氏の頭ず蓋がいを捕らえました。固く頭をロック。


    　そして相手に逃げる暇いとまも与えず。


    　ガン！　炸さく裂れつするパチキ頭突き。


    　衝撃に揺れるトール氏の脳！


    　さらにパチキほうりこんでから、一瞬もおかず顔面めがけての。


    　ヒザ！


    　もう一発、ヒザ！


    「げふぶうぅう！」


    　クリーンヒット！　顔面を強打され、転がるトール氏。


    　見ていたニニさんが叫びました。


    「このガキ、異様にケンカ慣れしとる！」


    　信じられない光景が展開されていました。


    　普段なら、四回戦級のボクサーさえ左ジャブのみで凹ボコるトール氏です。戦闘力で言えば、初期のヤ◯チャくらいはあります。


    　それを、推定年齢十歳前後のお子様が、苦もなく倒してしまったのです。


    　あまりの出来事に、凍りつく場内。


    　しかも、それで打ち止めになりません。氷ひよう菓かちゃんの攻撃はこれでおしまいじゃないぞ。もうちょっとだけ続くんじゃ！　とばかりに。


    　倒れたトール氏を吊つり上げ、空中へ→落ちてきたところをＤＤＴ→立ち上がり様ざまへドロップキック→パイプ椅い子す→椅子→椅子のカド！


    　ピヨるトール氏！


    　そこを逃のがさずドラゴンスクリュー→ドラゴンスープレックス→ダウン→悪レフリーがこっそりカウントを速める→トップロープ上からみぞおちへのエルボー→サソリ固め→投げっぱなしジャーマン→ローキック→ローキック（太ふと股ももの裏）→蛙かえる跳とびアッパー→倒れるのを許さずローリングソバット→跳はね返ってきたところをアゴの下目がけドーン（地獄突き）→浮かせ技・キャノンスパイク！


    　宙へ打ち上げられるトール氏の体。


    「からのぉー」


    「まだ!?」
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    　機き神しん連れん拳けん→覇は皇おう轟ごう雷らい脚きやく→機神剛ごう鉄てつ甲こう→覇皇空くう円えん脚きやく→機神乱らん獣じゆう撃げき→ディクティター・シット→プレデター・ネイル→フェブュラス・ディザスター→魔ま神じん剣けん→真しん空くう烈れつ波ぱ→虎こ牙が破は斬ざん→しゃがみ小キック→サマーソルトキック→大パンチ→飛びこみ→ＰＰＫＰＫ→タイガー→タイガー→タイガーアッパーカット→そーら吹き飛べゴッドブレス→浮き上がり際ぎわに下段蹴げり（ハメ）→大だい雪せつ山ざんおろし→反撃を絶対運命改変拳デイステニー・フアウストで抜け→新しん造ぞう魔ま弾だん・五芒殺界ペンタゴナ・ワールド→五ご臓ぞう血けつ塊かい→無む双そう鉄てつ槌つい→風かざ間ま流六連撃→プロフェッサージェノサイド→奥おう義ぎ・高たか尾お斬ざん（ノーブレストバージョン）→氷ひよう菓か反転キック→氷菓火柱キック！


    「からのぉー！」


    「もうやめたげてぇ！」


    　とどめのファイナルベント！　氷菓飛ひ翔しよう斬ざんだ！


    　空へ飛び上がった氷菓ちゃんの体が、謎なぞの黒布に包まれました。


    　中空からトール氏めがけ襲い来る、きりもみドライブ！


    　それがトール氏の体を貫つらぬく！


    　上がる悲鳴の、レッツパーティ！


    　都合一ページ強にも及ぶラッシュを受けたトール氏は、再び宙を舞いました。そのまま落下。体育館の床にぶち当たり、動かなくなります。


    　絹を裂くような悲鳴を上げる緋ひ色いろさん。


    「サキさん！　蟻あり蛾がさんが！　蟻蛾さんが！」


    「うむ。飛んだねえ。計三百ＨＩＴはいったね！」


    「ヒット数はどうでもええ！」


    　倒れたトール氏は、ボロクズのようになりながら呟つぶやいています。


    「こんなもの、全部幻想だ……。ほんとは美少女なんていないんだ……」


    「あかん！　トールが壊れた！」


    　会場内は、咳しわぶきひとつ立たない静せい寂じやくに包まれています。


    　全員の視線が、中央に立つ氷菓ちゃんに集まっていました。このちびっこい少女が、人間技とは思えない連続チャージを鼻歌交じりにやってのけたのです。


    　ニニさんのつっこみも、穏やかとはいきません。


    「その細腕で、なんでそんな強いねん！　お前は範はん馬ま○牙きか！」


    「性犯罪者対策に、ひととおりの護身術は学んでるんでち」


    「護身術の範はん疇ちゆうを超えるパフォーマンスやったよ！　なんなら勇ゆう○郎ろう級よ！」


    　つっこみ終えたニニさんは、いじられ仲間がやられたのに腹を立てました。


    「このガキゃ。いつまでも大人が黙ってる思うなよ！　かくなる上は、この俺直じき々じきに礼儀を教えたる！」


    　毛を逆さか立だて敵を威い嚇かく！


    「ぽっと出の新キャラなんぞ、俺が倒す！　見せるぜ大和やまと魂だましい！」


    ※注　ニニさんの部品には、一部インド製のものが使われております。


    　氷菓ちゃんは爆笑しました。


    「ぷっ！　はははっ！　何を言い出すかと思えば、猫の分ぶん際ざいで、何ができると言うのでち？　柱でツメでも研とぐとか？」


    「あんま俺をなめんなよ！　ひそかに修得した武芸、通信テコンドーみせたる！」


    「ダメだ！　これ死んだ！」


    　天を仰ぐサキちゃん。テコンドーの強弱云うん々ぬんじゃなく、足が短すぎる。


    　氷ひよう菓かちゃんも、端はなから舐なめてかかっていました。


    「こんな旧型など、わたちが相手をするまでもないでち。……出番でちよ、リリ」


    「あらそう？」


    　突然、聞いた憶おぼえのない声が聞こえました。


    　氷菓ちゃんの隣には、いつの間にか新しい影が寄り添っていました。


    　尖とがった耳に、滑なめらかな毛並み。エメラルドグリーンの瞳ひとみ。首輪。


    　どこから見ても猫。ニニさんを白く塗り替えたような、ロボ猫です。


    「これはわたちの相棒、リリ。新話芸の総力を挙げて開発されたロボペットでち」


    「よろしく」


    　猫が億おつ劫くうそうに挨あい拶さつしました。見るからにアンニュイな感じ。


    「黒猫、お前の相手はこのリリが務めるでち。猫には猫で対抗でち」


    　それを聞いたリリさんは、どうでもよさげに訂正。


    「失礼ね。私は猫じゃない。雪ゆき豹ひよう型よ」


    「俺かて黒豹型じゃ！　編集部にさえ認知されてないけど！」


    　かまわず特攻しようとするニニさん。


    　突撃してくる猫を見ても、氷菓ちゃんは動こうともしません。


    「ひとの話は最後まで聞くものでち。……さあリリ、お前の力、見せてやるでち！」


    「いいけど、あとで干しイワシちょうだいね」


    「安上がりでちね」


    　約束した氷菓ちゃんは、リリさんの首輪の横をワンプッシュ。


    　すると、世にも奇妙な出来事が起きました。


    　ガシャーン！　うぃーんガシャーンガシャガシャがしゃーん！


    　複雑なメカニック音を奏でながら、リリさんの体が変形していきます。


    　そして、チーン！


    「……わぁぉー……」


    　出来上がったものに、度ど肝ぎもを抜かれるニニさん。


    　見上げれば、そこには巨大ロボの雄ゆう姿し。この場合、雌し姿しか。


    　なんと、リリさんのスケールが、百四十四倍くらいになっていました。リアルに『でっかくなっちゃった！』。


    　全高八十メートル。推定重量は七千トン（マグネロボ・バラタック級）。


    　こんな小説なので何が起こってもおかしくはないけど、……にしてもでかすぎる！


    　リリさんの頭は体育館の天井を突き破り、青空を覆おおいつくさんばかり。京都の独自ルール、高度制限にも引っかかりかねない高さにスケールアップしています。


    　外見もまたシャープ。どう見ても猫のニニさんとは違い、完全に雪ゆき豹ひよう。荒あらぶる獣けもの。


    　鋭い爪つめ、口元には獰どう猛もうな肉食獣ならではの歯がのぞきます。強そうを通り越し、凶きよう悪あくそう。


    　大きくなったリリさんが、ゆっくり一歩踏み出しました。


    　効果音はズウン、ズズウン！


    　会場はパニックに襲われました。


    　追われて逃げまどう民衆！　阿あ鼻び叫きよう喚かん、怪獣映画でよく見るワンシーン。


    　あっという間に、会場は空からっぽになりました。テレビカメラを操あやつっていたスタッフも逃げてしまっています。誰だって死にたくありません。


    　得意げな笑みを浮かべる氷ひよう菓かちゃん。


    「見たでちか！　これがリリの戦闘モード！　馬ば力りきは変形前の百万倍はあるでちよ？　これでもまだ戦うつもりでちか？」


    　日本が誇るロボ、アト○でさえ、これと渡り合えるかどうか。


    　ともあれ、ゴングは鳴りました。


    　さあニニさん、こんなモンスターにどう立ち向かうのか！　注目の一戦です！


    　ニニさんは、しばらく敵を見上げていました。


    　およそ一分間、ぴくりともせず敵の巨体の前で固まっていた後。


    「……今日はこれくらいで勘弁しといたらぁ！」


    　ニニさんは　にげだした！


    　しかし　まわりこまれてしまった！


    　リリさんの　こうげき！　リリさんは　おおきなあしでふみつぶしてきた！


    　ニニさんに　１１０９ポイントのダメージ！


    　ニニさんは　ちからつき　いきたえた……。


    「ぎゃー！　ニニさーん！」「ニニさーん！」


    　サキちゃんと緋ひ色いろさんの呼びかけも、虚むなしく響くのみ。


    　リリさんが足をどかせると、下からニニさんだったものが風に舞い、転がり出てきました。圧縮されたアルミ缶とも見えるのが、その名な残ごり。


    　ＷＩＮＮＥＲ・リリさん。一ラウンドＫＯ。実質試合時間、二秒。


    　巨象ぞうと蟻ありの対決でした。


    　リリさんの声が室内に反響します。


    「一足三百メートル、ってとこかしら」


    「……グリコ的な言いかたで言うなぁ……」


    　そんな状態でもつっこむニニさんに、駆け寄るサキちゃんたち。


    「ニニさん、しっかり！」


    「……よゆうだお？　まだまだ勝負はこれからだお……」


    「ムリだよ！　ほぼ死んでるよ！　関西弁すら取れてるもん！」


    　サキちゃんは、緋ひ色いろさんの荷物からあるものを引っ張り出しました。


    「ふう、やっぱ死体袋ボデイバツグ持ってきててよかった」


    「手回しがよすぎる！」


    　ド根性で復活するニニさん。おちおち死んでもいられません。


    「今回はいじられる対象が増えて、肉体的苦痛も分散すると思ってたのに！」


    　そううまくはいきません。いじられキャラは、いじられてなんぼ。そこに価値があるかぎり、いじられ続けるのです。なんと悲しい宿命さだめなのか。


    「ふふ。思いちったか！　時代を先取るニューパワーを！」


    　氷ひよう菓かちゃんは満足したご様子。


    「わたちの言葉がうそではないとわかったでちか？　わたちとこのリリの力をもってすれば、京都の占領などたやすいこと。京都どころか、世界征服すら可能でち！」


    　確かに。リリさんのボディを見るかぎり、砲弾くらいなら跳はね返しそう。こんなの、ゴ◯イグレートかウル○ラマンゼロでもいないと対処しきれねえ。


    　氷菓ちゃんは相棒に促うながしました。


    「さあ、ここからわたちたちの征服が始まる！　見せてやるでち、リリ！」


    　命令が下るや、リリさんの口がウィーンと開きました。


    　次の瞬間。


    　ビバフッ！　


    　不ふ可か視しのレーザーが、天を貫つらぬきました。


    　一直線に伸びた光線は、府内某所のお山に直撃！　周囲の野を焼いていきます。


    「ああ！　時期でもないのに大だい文もん字じ焼きが！」


    　悲鳴を上げる緋色さん。


    　遠くのほうでは、人気の観光スポットがたいへんなことになっています。


    　それだけでは終わりません。


    　大だいの字だけでは飽きたらず、リリさんはその横あたりにも光線を撃ち続けました。


    　その結果。


    　大の字の隣に文字が加わりました。焼け跡をよくよく見れば、『大好き』。


    「口には出せないほのかな初恋、みたいになってるやないか！」


    　大好き焼きになってしまった観光名所。こんな非ひ道どうを許していいのか！


    　氷菓ちゃんは加減しません。


    「まだまだこんなものではないでちよ？　続いて第二射！」


    　シュビビビ！　またしても伸びる怪光線。


    「なんと！　放置されていた粗大ゴミの山が！」


    「おまけのもう一発！」


    　ドキューン！　ボカーン！


    「グレート！　町の美観を損なう違法建築物が！」


    　今度は邪魔なものを焼いておきました。悪いのは道具じゃない。それを使う人間次し第だいなんだ、と主張しているかのよう。


    「どうでちか！　これがわたちたちのやりかた！　地球に優しい世界征服でち！　やみくもに破壊するのではなく、ユニークかつ地域に溶けこみやすい方法で侵略し、住民に受け容れられやすい下地を作っておく。ここまでは作戦会議で決まっていたのでち！」


    　鷹たか○爪つめ団的な、とっても良いやりかたですね！


    　自慢げに解説を始める氷ひよう菓かちゃん。


    「そもそもこのリリは、『環境に優しい兵器』をコンセプトに開発されたでちね……」


    「コンセプト矛盾してない!?」


    　と、その頭上で。


    「へっくしょん！」
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    　ゴオッ！


    　くしゃみとともに、リリさんの鼻から吐き出された炎の筋が、体育館の壁を焼きました。


    　その結果は、言わずもがな。


    　惨さん劇げきです。


    　建物の半分が、がらがらと音を立てて崩れました。幸いみんな逃げてしまっていたので被害者は出ませんでしたが、象ぞうが踏んでも壊れないはずの建物が、ぐっちゃぐちゃになっています。味方の戦闘員まで、もれなく被災。


    　立ちこめる焦げくさい臭におい。


    　このアクシデントに、氷ひよう菓かちゃん、事態をどうリカバーするのかと思いきや。


    「……。今のは、ちょっとしたミスでち！」


    「少しの気の緩ゆるみが大惨事！」


    　ミスは誰にでもありますが、ただ規模がね。なんかもう天災クラスですのでね。


    　ここで少女は開き直りました。


    「こうなったら方針変更でち！　……なぎ払え！」


    「ほら！　やっぱそうなるやろ！」


    　京都の中心でオーマイゴッドを叫ぶニニさん。


    　ニニさんが心配していたとおり、武力行こう使しに出るようです。


    　リリさんが、ゆっくりと向きを変えました。ナ◯シカの巨きよ○兵へいもかくやとばかりに口を開け、光線の発射準備にかかります。


    　その怪物ロボに指示を飛ばす氷菓ちゃん。


    「さっきのビームは、出力の半分程度。次からは全開でいくでちよ！」


    「りょーかーい」


    　なんたること！　あれでもまだパワーをセーブしていただって！


    「ふふふ！　リリが本気になれば、山ひとつぶち抜くこともできるのでち！」


    　迫る古都崩壊の危機！　ピンチ度は『〆しめ切りまであと三十分』クラス！


    　もはや地球は終わりなのか！


    　ところがそこへ！


    「お待ちなさい！」


    　本日二回目の、凜りんとした声が響き渡りました。


    　見れば焼け残った舞台上に、うずくまるスーツ姿。


    　これまで壇上でだんまりを決めこんでいた、試験官のお姉さんです。


    「これ以上の狼ろう藉ぜきは、この私が許しません。……やっと言えましたわ、このセリフ」


    　新たな妨害者の登場に、不機嫌になる氷菓ちゃん。


    「試験官ふぜいが、いまさら何の用でち！」


    「ふっ。私をただの美しい試験官だと思ったら大間違いですわ！」


    　雰囲気を作って言うお姉さん。


    「あるときはどこにでもいる試験官。またあるときは、愛を求めさすらう孤独な戦士。しかしてその実体は！」


    　ぐるぐる眼め鏡がねが投げ捨てられ、オシャレなタイプのに掛け替えられます。


    「装着完了！　薔ば薇らの園より蘇よみがえるジョーカー、『深しん淵えんの黒薔薇』蔦つた城しろいばら！」


    　名乗りとともに、バラの背景がドーン！　※画像はイメージです。


    　なんと二に笑しようから出ていた試験官は、自称猫ねこ室むろ一族の天敵、いばら嬢だったのだ！


    　彼女の過去については、一巻をぱら見していただければ。……え、やります？


    



    『ダイジェストで読む蔦城いばら』


    　かつて天才子役ジョーカーとして名声を誇っていたいばらは、あるとき緋ひ色いろさんの母、猫室大たい蘭らんとのバトルに敗やぶれ、以後仕事から干されてしまう。それを逆さか恨うらみした彼女は、ブラックジョーカーに落ちぶれてしまうが、緋色さんとのバトルを通じて更こう生せいした。


    



    「これまでの人生が三行で!?」


    　いばら嬢はニニさんのつっこみにも動じません。やっと来た出番で舞い上がっています。


    「かつての敵が、主人公たちのピンチに駆けつける。まさかのライバルキャラ登場展開ですのよ。驚きましたわよね？　さあ、気がすむまで驚きなさい！」


    　ところがいばら嬢の思いに反し、一同、シーン。


    「あらら？　期待してたよりリアクションが薄い……？」


    　いばら嬢は、いちばん近くにいたサキちゃんに聞きました。


    「ちょっと、火ひ花ばな咲さ樹き。試験官の正体が私だったんですのよ？　好きなだけ驚いて、よろしくてよ？」


    「ううん。みんな気づいてたから」


    　サキちゃんは、言いにくそうに言葉を濁にごしました。


    「初めて見たとき、一発でバラ先輩だってわかっちゃったし」


    「そんな！　変装のため、眼鏡も替えてましたのに！」


    「だってそんな髪型してるひと、あんまいないもん」


    「目元さえ隠せば本人とばれないルールじゃなかったんですの!?」


    　取り乱すいばら嬢。


    　一巻のときはそうだったんです。緋色さんの変装は、ばれてなかったんです。


    　なのに突きつけられた現実は残酷でした。


    「先輩、それは甘えだよ！」


    「私にだけルール厳しい！」


    　よよと崩れるいばら嬢。花言葉は、『常にアウェー』。


    　よく見れば登場人物紹介のページでも名前が出てしまってましたし、ばれてもしょうがないところ。


    「まあいいですわ！　ともかく、私が来たからには、好きなようにさせません！　猫ねこ室むろ緋ひ色いろを倒すのはこの私！　……これ、一度言ってみたかった！」


    　立ち直ったいばら嬢は、敵に宣戦布告。ライバルキャラの座は譲れません。


    　足すことの。


    「そしてなにより、我が最愛のトール君を酷ひどい目に遭あわせた罪、万ばん死しに値あたいします！　やはり猫室と名のつくのに、ろくなのはいませんわね！」


    　言い忘れてましたが、彼女はトール氏が大好き。昭和の言いかたで言えば、ぞっこんです。


    　ですのでトール氏がやられたとき、胸も張り裂けんばかりだったのです。


    　ニニさんがクレームをつけました。


    「そやったらそのときに飛び出せよ！　そしたら俺、ダメージ受けんでよかったのに！」


    「それは、……ちょい間まが悪くて……」


    　まごつくいばら嬢。


    　彼女も、最愛のトール氏がやられたときに出ようとはしました。が、あのときニニさんが先走って特攻してしまったため、出て行きづらかったのです。こういうタイミングの悪いひと、ときどきいます。


    　しかし今、ようやく見せ場が回ってきました。


    　ここまでの苦労を思い出し、感慨に耽ふけるいばら嬢。


    「……もともとここには、手伝いに呼ばれてきただけでした。人手が足りないかと、嫌いや々いや借り出されたのですわ。……なのにその出先でトール君に会えるなんて。これはもう運命！　ふたりを結ぶ赤い糸が手た繰ぐり寄せた奇跡！」


    　いばら嬢は、倒れたままのトール氏に向け、指でハートの形を作っています。ロマンチックな話、なのか？


    　トール氏はデジャビュを感じました。


    「……いばらさん、もしかして婚こん姻いん届とか持ってないですよね？」


    「無論、毎日持ち歩いていますわ！　はっ！　もしやそれは、遠回しなプロポーズですの!?」


    「こんなのにばっか好かれる！」


    　望まぬ愛ラブ・涙色のトール氏に、いばら嬢はどこまでも笑顔です。


    「いやですわ。そんな喜ばなくても！」


    「泣いてるよ！　顔でも心でもガン泣き！」


    　さらにサキちゃんが、容よう赦しやなく告げ口。


    「先輩、そういやありんこは、年上の女性に目覚めたそうだよ！」


    「よけいなことを言うな火ひ花ばな！　……うう、げほっ！　げほげほっ！」


    　この一言でトール氏は血を吐き、完全に力尽きました。


    　反対に、燃え上がったのが約一名。


    　やる気ＭＡＸになったいばら嬢は、拳こぶしを握りしめました。


    「トール君を苦しめるなんて、もう許せない！　……というわけで、ここは私がいかせていただきますわ！　よろしくて？」


    　サキちゃんは、ボーカロイドっぽい機械声で言いました。


    「いばらは　なかまになりたそうにこちらをみている　なかまにしてあげますか　いいえ」


    「ここへきてＮＯ!?」


    「いばらは　かなしそうにさっていった……」


    「去らじ！　帰りませんわよ！　なぜなら私にも立場があるから！」


    　いばら嬢は、火花式戦闘術『いったん持ち上げてから突き落とす』にもめげません。


    「まじめな話、私は試験の監督官です。……たとえ気の進まない仕事といえど、一度任された以上、責任がありますの。試験を妨害する者を、放ってはおけません！」


    「ことのほかきちっとした子！」


    　そうです。いばら嬢、恋愛問題と髪型以外は、いたって常識人。


    　一度は悪の道に堕おちながらも、緋ひ色いろさんとのバトルで己おのれの非を悔い、ひとりのジョーカーとして、やり直すつもりになっていました。


    　それゆえ今日、その償つぐないの意味もこめて戦おうというのです。


    「だから私がかたをつけますわ。これは私の戦いです！」


    　ここで、待たされていた氷ひよう菓かちゃんが口を挿はさみました。


    「話が長いでちよ。もうビーム出していいでちか？」


    「黙りなさい！　今から相手してやりますわ！　後悔しても知りませんからね！」


    　とはいえ、こんな化け物を相手に殴なぐり合うわけにもいきません。


    　いばら嬢も、トール氏の身に起きた不幸な出来事は目にしていました。


    　こんなキリングマシーンを相手に、肉体言語で渡り合うのはノーサンキュー。ニニさんのようなギャグ体質でもないかぎり、死んでしまいます。『おおいばらよ！　しんでしまうとはなさけない！』になりかねぬ。


    　なので、ダメもとで言ってみました。


    「あなたもジョーカーを名乗るなら、トークで勝負なさい！」


    　言ったものの、誰も氷菓ちゃんがのってくるとは思っていません。このままパワーで押し切れば、彼女たちは苦もなく勝利を手にできるのです。


    　なんですけど。


    「……よかろうでち。その勝負、受けてやるでち」


    　氷ひょう菓かちゃんは、きちんと流れを読んでくれました。というかここで断ると、ノリが悪いやつだと思われるのは必ひつ定じょう。ジョーカーとして、それは避けたいと思ったのでしょう。


    　ご都合主義だと笑わば笑え！　でもそういう小説なんだよ！


    　氷菓ちゃんは、懐ふところから取り出したリモコンをリリさんに向けました。


    　それだけで、リリさんは縮み始めます。ボタンひとつで巨大化オンオフ。この機能、ただいま特許出願中。


    　リリさんをもとの大きさに戻すと、氷菓ちゃんは生き残っていた戦闘員にも下がるよう指示しました。


    　ここからは個人の勝負です。ジョーカーとしての実力だけがものを言う世界。


    　氷菓ちゃんがいばら嬢を挑発します。


    「お望みどおり、バトルしてやるでちよ。その変な頭を、ゆるふわモテパーマにしてやる！」


    「そんなことされたら、特徴がなくなってしまいますわ！　この悪魔！」


    　チャームポイントをかばいながら、いばら嬢は言いました。


    「いいでしょう。本気でやってやろうじゃないですの。もう許しません！」


    　天へと、ＪＰＳをかざすいばら嬢。


    「判定は頼みましたわよ。……ジョーカーコール！　出でよ、『審判ちゃん』！」


    　反応は、なし。


    　対する氷菓ちゃんは、ＪＰＳを出そうとすらしていませんでした。


    　叫んだいばら嬢、ひとりで大声出して、恥ずかし乙おと女め。公衆の面前で、赤っ恥です。


    「ちょっと！　なんで合わせてくれないんですの！　私がかわいそうじゃありませんの！」


    　真っ赤になってクレームをつけるいばら嬢。


    　氷菓ちゃんは不敵に言いました。


    「『審判ちゃん』なんていりまてん。得意のネタで勝負してくるがいいでち」


    「どういうことですの？」


    「あれは全話芸の商業至上主義を示すシンボルみたいなものでちから、使わないと言ってるのでち」


    　いばら嬢の背後、ニニさんからもクレーム。


    「せっかく作ったのに、使つこたれよ！　連むらじさんがデザインし損やろ！」


    　氷菓ちゃんは頑かたくなに首を振りました。


    「嫌でち。あれは我々新話芸の方針にそぐわないのでち。……言っておくでちが、別にわたちが機械と萌もえキャラの座を張り合ってるわけではないでちよ!?　わたちより人気が出そうだからつぶちておくとか、考えてないでちからね？」


    「どこにライバル心燃やしとんの！」


    　わかりやすい構図でした。


    「ほんならどうすんねん！　判定役がおらんで、バトルなんかできるんか？　あ、もしかして俺の出番？」


    　一応説明しておくと、ニニさんにはトークの判定機能がついています。ですので、審判ちゃんなどの判定マシンが使えない状況でバトルの審判を務めることが可能なんです。


    　すわ活躍の機会かと、心躍おどらせたニニさんでしたが。


    「心配はいりまてん。きちんと準備してきてるでち。……判定には、このリリを使うでち！」


    　氷ひよう菓かちゃんは、脇わきであくびを嚙かみ殺している猫をつつきました。


    「リリは巨大化するだけが能じゃないでちよ。なんとそこにいる黒くろ豹ひよう型と同じく、トークを判定する機能を持っているのでち！」


    　紹介されたリリさんが補足しました。


    「そのゴミより、ずっと高性能だけどね」


    「そう！　トーク判定機能だけではなく、お題の決定機能までついてまつ！　これ一台でＪＰＳいらず！」


    　またもやテレビショッピングのお時間が始まりました。


    「旧来の黒豹型に比べ、三十二パーセントも省エネを実現！　起動時の騒音も少なく、カロリー計算までできるでち。今ならエコポイントもついて、お値段驚異の据すえ置き価格！　そこのあなた、古くなった機体から買い換えるチャンスでちよ！」


    　お勧め上手ですけど、大事なのはお題をランダムに決める能力がプラスされた、という一点です。


    　旧型機扱いされたニニさんは気に入りません。


    「お前コラ！　小こ蘭らんはともかく、俺にまで古い古い言うな！」


    　遠くのほうで小蘭さんの泣き声が聞こえましたが、そんなものにかまっている場合ではありません。


    　いばら嬢は、情報に躍らされることなく言いました。


    「たとえ判定マシンがなんであろうと、関係ありませんわ！　私は私のトークをするのみ。四しの五ごの言わず、かかってきなさい！」


    　潔いさぎよい態度に、味方から巻き起こるいばらコール。


    「よっしゃあ！　いったれ、いばら！」「裂けー！　殺せー！」


    　そんな騒ぎに無む頓とん着ちやくなのは、リリさんです。


    「……外野は元気ね。もうお題出してもいいの？」


    　主あるじに確認すると、白猫はすぐに言いました。


    「じゃあこれね。……お題、『普通のトークとは違う形式』。せいぜいがんばりなさい」


    　さらりと言うと、あとはどうでもよさげに丸まっています。猫っぽい。


    　さて、リリさんが出したお題、『普通のトークとは違う形式』。


    　これがいかなる作用をもたらしそうか、ニニさんの解説をどうぞ。


    「お題としては、イレギュラーなほうやな。中身よりもむしろ、トークの大枠が鍵かぎになる。インパクトで勝負つきそうなお題や」


    　いばら嬢は一分ほど考えていましたが、すぐに頷うなずきます。


    「できました！　いつでもよろしくてよ！」


    「おお、早い！」


    「この前、猫ねこ室むろ緋ひ色いろにやられてから、さらに修業を積んできました！　その成果、とくとご覧あれ！」


    　表情にも力強さがみなぎっています。これが正義に目覚めた者の輝きなのか！


    「これは期待できそうやで！」


    「それと、萌もえキャラの座につくのはこの私！」


    「そっちも狙ねらってた！」


    



    ターン１／先攻・蔦つた城しろいばら（休日、誰ともすれ違わない）


    　タイトル『僕は友達がとても少ない』


    



    　僕は友達が少ない。


    　僕は友達がとても少ない。


    　でもある日のキックベースが、僕に希望を与えてくれた。


    　そこで見たのは透明ランナー。


    　二塁と三塁透明ランナー。


    　そこにリアルがいなくても。


    　いたことにできる透明ランナー。


    　君を思えばバイバイ寂しさ。


    　ひとりで食べるお弁当も。


    　ひとりで帰る放課後も。


    　ひとりで回る修学旅行も。


    　君さえいればがんばれる。


    　ああ、愛する透明ランナーよ。


    　僕の友達は君だけだ。


    



    「現代の哀あい憐れん歌！」


    　とめどなくあふれる涙を抑えるニニさん。


    「詩できたか、いばら！　詩はトークよりもダイレクトに話し手の心情を伝えてくるな」


    「エア彼かれ詩し、みたいな」


    　リリさんが悲しいことを言いました。


    「身を削るというか、実生活で友達が少ないという、自分の特性をうまく踏まえたトークね。１５５５６８ポイント！」


    「ぐっ！」


    　得点を聞いた氷ひよう菓かちゃんは、ダメージリアクション。


    　これは効いたぜ、というふうを装いながら、笑みを浮かべます。


    「変な髪型のくせに、やるでちね。これなら、ちょっとは楽しめそうでち」


    「その態度、いつまで続きますかしらね？」


    　トークを終えたいばら嬢が言いました。強気返しです。


    　強気になるのも当然。


    　今のトーク、リリさんはきちんと得点を出してきました。


    　いばら嬢にとっては、ありがたいことに、です。


    　敵がブラックジョーカーであることから、いばら嬢、判定に不正が持ちこまれるのではと懸け念ねんしていました。昔、自分でも不正を働いてたので、悪の手口はよく知っています。


    　けれど判定を見るかぎり、心配していた身み贔びい屓きもなさそう。


    　判定が正常に行おこなわれるなら、あとは実力で勝ち負けが決まります。


    　そうなれば、ものを言うのは経験の差。


    　そこがいばら嬢の強み。


    　彼女は、それこそ今の氷菓ちゃんくらいの年齢から、ジョーカーとして世に出ていました。途中いろいろあったとはいえ、蓄積された経験はかなりのもの。こんな年とし端はもいかない少女に負けるわけがありません。


    「私の得点は、十五万オーバー。かなりの高得点ですわ。あなたの年では、トークを始めてからいくらも経たっていないでしょう？　はたして私のポイントを上回るトークなんてできますものかしら？」


    　実際、自分がこの年くらいの頃を思い出しても、たいしたトークはできていなかったのです。物珍しさでちやほやされていただけでした。


    　当時を思い出し、歯は嚙がみするいばら嬢。


    「……そう。あのとき猫ねこ室むろ大たい蘭らんに負けるまで、私はそのことがわかっていなかった。あのとき敗北し、ようやく自分がまだまだだったと知りました。だからこそ努力し、地獄の底から這はい上がってきたのですわ！」


    　挫ざ折せつはひとを強くします。


    　長年辛つらい人生を送ってきたいばら嬢は、ここぞとばかりに勝ち誇りました。


    「逆境を乗り越えた私に死角なし！　あなたがどうあがいても、勝ち目はなくてよ！　降参するなら今のうちですわ。今なら私の靴くつをなめるくらいで許してあげますわよ！」


    　炸さく裂れつする高笑い。これでは悪の女幹部です。


    　調子に乗りすぎるとろくなことはありません。人間、謙けん虚きょさを失っちゃダメ。


    　ニニさんも、一いち抹まつの不安（死亡フラグ）を嗅かぎつけていました。


    「あかんあかん！　この態度、やばいフリっぽいぞ！」


    　案あんの定じよう。


    「前フリ、ごくろうさまでち。おもちろい前ぜん座ざでちたよ」


    　上から目線の氷ひよう菓かちゃん。ぱちぱち拍手までして、小こ馬ば鹿かにしてます。


    　いばら嬢は不審に思いました。


    「誰が前座ですの！　……虚勢を張っても無む駄だですわよ！　あなたでは、私に勝てる道理がありません！」


    「勝てない、ねえ。ほんとうにそうでちかね？」


    　小首を傾かしげる氷菓ちゃん。子供のくせに嫌味たっぷり。


    「よく思い出すでち、縦ロール。どうちてわたしがトーク勝負を受けたと思うんでちか？　あのままリリで踏みつぶちてもよかったものを、わたちはトークすることにした。……そこのところ、なぜだか考えてみまちたか？」


    　言うや、にこりと微ほほ笑えむ氷菓ちゃん。


    　それが合図だったように。


    　ドオオオン！


    　氷菓ちゃんの全身から、小学生とは思えぬほどの暗黒闘気が吹き出しました。本当に気が出てるわけではありません。そういう雰囲気ってことで。


    　ただならぬ少女の様子に、いばら嬢もひるみました。


    「こ、このパワーは！」


    「気づくのがすこち遅かったでちね。……わたちはね、普通にトークしても強いんでちよ。むちろそのほうが得意だから、トーク勝負を受けたんでち」


    　少女の威圧感に、思わず後じさるいばら嬢。


    　そちらへと一歩近づきつつ、氷菓ちゃんは宣言しました。


    「では、いくでちよ。わたちの百パーセントトークで、消し炭となるがいい！」


    「どこのＡ級妖よう怪かい!?」


    　しかしこのオーラを肌で感じれば、彼女の言葉もあながちうそとは思えません。


    　どうなるこの勝負!?


    



    ターン１／後攻・猫ねこ室むろ氷菓（旅先ではいつも人気者）


    　タイトル『しがない転校生だった私。クラスにも溶けこめず、どんよりとした日々を過ごしていた。でもそんなある日、学校で事件が起こる！　クラスメイトの四し条じよう畷なわて君が連れてきた迷い犬が、誰かにいたずらされて眉まゆ毛げを描かれちゃったの！　そんなことするなんて許せない！　こうなったら私の魔法でなんとかしちゃうんだから！　次回、魔法ジョーカー・猫ねこ室むろ氷ひよう菓かの冒険！　第二回、友達の友達はみな友達だ！　に、カウントォー・ダウン！　次回も見ないとお仕置きよ!?』


    



    　という予告。


    



    「これが世に言う竜りゆう頭とう蛇だ尾び！」


    　吠ほえるニニさん。


    「タイトルが本文やら眉毛やら魔法ジョーカーやら！　つっこみどころが多すぎる！」


    「新しいわ」


    　リリさんも手て応ごたえあり、と頷うなずいています。


    「続きが気になる。次回も見ようかな、って気にさせるわ。それに、ドリルヘアのと違ってポジティブだし」


    　満足そうにしっぽをゆするリリさん。


    「１８４５７１ポイント！」


    「きゃあああっ！」


    　一撃でクリアされるいばら嬢。これは悪い例です。


    　慌あわてるニニさん。


    「言わんことやない！　アホみたいに高笑いしとるからこういうことになんねん！」


    　サキちゃんは興奮する猫を撫なでました。


    「そう責めなさんな、ニニさん。読んでるみんなも、たぶん負けるなって思ってたよ」


    「うーん。それはそやねんけど」


    　なるほど。いばら嬢、今後はこういう方向性でいくんですね。いじられに活路を求め出したんだね。


    　前ぜん座ざ扱いが確定したいばら嬢、念のため聞いてみました。


    「……参考までに、どのあたりで負けそうだと思ってました？」


    「ほーっほっほっほ、のとこかな（ニニさん）」


    「あとは友達の数とか（サキちゃん）」


    「味方から砲撃来たる！」


    　それはさておき、恐るべきは氷菓ちゃんです。


    　まだ小学生であるにもかかわらず、このトーク。普通の少女にできることではありません。


    　みんなの中で唯ゆい一いつ、昔の彼女を知る緋ひ色いろさんが言いました。


    「ヒョウちゃん。あなた、いつの間にそんな強く……？」


    　青ざめる姉に、


    「……お姉たんと別れてから、わたちはお母たんたちと世界中を回りまちた。その間ずっと、お母たんからトークの特訓を受けてきたのでち」


    　過去を思い出し、遠い目をする氷ひよう菓かちゃん。


    「それこそ、血のにじむような修業でちた。……血統的にも、素質はあったんでちょう。わたちはめきめき実力をつけまちた。そして、わたちの力に注目ちた新話芸から、幹部候補とちて誘われたのでち」


    「……信じられない」


    「お姉たんがどう思おうと、事実は事実でち。なんなら試ちてみるでちか？」


    　言い終わるか終わらないうちに、傍かたわらのリリさんからお題が飛びました。


    「そもさん！」


    「せっぱ！」


    「鶏肉一日？」「三千キロ！」


    「ばんばんばんばん！」「ばんさんかん！」


    「ワシサメパンサー？」「さんばるかん！」


    「ゴキブリいっぱい」「三ばるさん！」


    　氷菓ちゃんの返しに、思わず拍手する一同。


    「どうでちか、この瞬発力。わたちは猫ねこ室むろ大たい蘭らんという、当とう代だい一流のジョーカーから英才教育を施ほどこたれたんでち。幼いながらも、ジョーカーとちて完成ちている」


    　氷菓ちゃんは、自信たっぷりに言いました。


    「真のジョーカーは、絶対にスベらない！　『スベら不ず』。それがわたちの能力でち！」


    「おそろしいほどハードル上げよった！」


    　こんなこと、並大抵の度胸では言えません。


    　いばら嬢も、少女を見つめ直します。


    「そこまで言い切る自信がある。だから、私とのトーク勝負を受けたんですわね……」


    　鷹おう揚ように頷うなずく氷菓ちゃん。


    「自分の実力はわかってるでちからね。あなたとは違うのでち。わたちは、本物の俊しゆん才さい少女なのでちよ」


    「きぃー！　ねたましい！　ねたましやー！」


    　かつて天才少女と呼ばれたいばら嬢。少女の態度（実力）に、どうしても我慢できませんでした。


    　怒りのあまり、負のオーラを纏まとって飛びかかります。怖い、怖いよ！


    　けれども、そんなことしても無む駄だでした。


    　スパン！　きれいに足払いが決まりました。そういや氷ひよう菓かちゃん、体術も超一流なんでしたね。


    　顔から地面に突っこんだいばら嬢に、素早く近寄る近接技マスター。


    「凡ぼん人じんは地べたがお似合いでち。この負け犬め！　英語で言うと、アンダードッグめ！」


    「なんで英語で言うた!?」


    　言いながら、氷菓ちゃんはいばら嬢をぐりぐりと踏みつけています。ノリノリです。


    「いたたた！　ハゲる！　ハゲちゃう！」


    　踏んづけられた髪のぐるぐるが、平べったくなっていきます。髪が命の彼女にとって、精神的ダメージは特大。


    「ああ！　わたしのエッセンシャルダメージケアがぁぁぁぁっ！」


    「見たでちか！　これが、新話芸に刃向かう者の末まつ路ろ！」


    　言いながら、いばら嬢の髪を少しずつプレスしていきます。新タイプの拷ごう問もんです。


    　もうちょいできれいなストレートヘアになる、というところで、いばら嬢は息も絶たえ絶だえに言いました。


    「最後にひとつだけ忠告しておきますわよ。……早熟の子は、のちのち苦労する！」


    「自分のことじゃないでちか」


    　ぺしゃん。


    　最後の一ひと房ふさが、容よう赦しやなく踏んづけられました。


    　ここでいばら嬢の気力が尽きました。


    「……せめてトールきゅんと買い物に行きたかった。……がくっ」


    　いじらしい願いを残し、花と散るいばら嬢。


    　またもや犠ぎ牲せい者が出てしまいました。


    　小こ蘭らんさん、クマ、トール氏、ニニさんに加え、五人目のいじられキャラが退場になったわけです。いばら嬢に関しては、髪型が乱れたくらいなんですけど。


    　それでも、緋ひ色いろさんには堪こたえたようでした。


    「もうやめて、ヒョウちゃん！」


    　懸命に妹へと呼びかけます。


    「ジョーカーは、聞く人を笑顔にするためにいるはずです！　あなたのしていることは、それとまったく反対だわ！　お母様だって、そんなことをするためにトークを教えたんじゃないはずよ！」


    　語りかけは、懇こん願がんに近くなっていきます。


    「お願い。ね、ヒョウちゃん……」


    「あなたにヒョウちゃん呼ばわりされたくないでち。私が誰かもわからなかったくせに」


    　目を伏せる緋ひ色いろさん。


    「だって、そんなに背が伸びてるから……」


    「そりゃ背くらい伸びるでち」


    「それに、語尾が斬ざん新しんだったから……」


    「誉ほめてるふりして悪口でち！」


    　ここで、氷ひよう菓かちゃんは怒りを露あらわにしました。


    「お姉たんは、わたちのすることにとやかく言う権利はないでち！　妹のことすら見分けられなかったお姉たんに……」


    　激しかけた氷菓ちゃんは、そのまま黙ってしまいます。


    「……いや、もういいでち。言ったところで、意味のない話。互いの道が分かれた以上、過ぎた干かん渉しようはうっとうしいだけでち」


    　凍いてつかんばかりの口調で言い捨てる氷菓ちゃん。


    　その言葉の端はし々ばしに漂う哀かなしみが、緋色さんの心に突き刺さります。


    　緋色さんは、妹のことを見抜けませんでした。別々に暮らしていた年月が、両者の距離を隔へだててしまっていました。


    　緋色さんとて、好きで氷菓ちゃんと離れていたのではありません。世界各地を飛び回る両親について回っていた氷菓ちゃんとは、そう頻ひん繁ぱんに連絡を取り合うことはできませんでした。けして緋色さんが薄情だったのではありません。


    　けれどもまた、彼女は顔を忘れてしまうほど、妹を遠い存在にしてしまっていた。


    　そうわかっている緋色さんは、氷菓ちゃんに強く言い返すことはできません。自分を責め、苦しんでいるのです。


    　だから、見つめるだけしかできません。


    　両者の間に、しばし沈黙が流れました。


    「……どうしてもと言うなら、トークで決めるでち」


    　次に口を開いたのは氷菓ちゃんでした。


    「わたちと勝負するでち。もしお姉たんが勝てば、わたちは引き下がるでち。でもわたちが勝てば、お姉たんはわたちの言うことを聞いて、いっちょに来る。それでどうでち？」


    　氷菓ちゃんの言うことには、理がありました。


    　ジョーカーとは、トークによって成り立つ職業。欲しいのものは力トークで奪うばえ。


    　それがジョーカー。この道に携たずさわる者、絶対の掟おきて。


    　それはわかっていても、緋色さんは簡単に頷うなずきませんでした。


    「……あなたとは戦えない……」


    　苦しげに呟つぶやきます。


    　いくら敵になったといえど、実の妹とは戦いがたい。そんな葛かつ藤とうが、緋色さんの表情から見え隠れします。


    　姉の態度に、氷ひよう菓かちゃんは鼻を鳴らしました。


    「どんな場面でも揺るがずトークできるのが、ジョーカーたる者の最低条件。それを知らないお姉たんでもないでちょう？」


    　声こわ音ねには、挑発の響きがありました。


    　けれど、緋ひ色いろさんは頷うなずきません。


    「……どうしてもやるんですか？」


    「断るなら、ここにいる全員がどういう目に遭あうか……」


    　冷酷に言い放つ氷菓ちゃん。


    　冗談で言っているのではありません。緋色さんが対戦を断れば、彼女たちは力に訴えてくるでしょう。京都が壊滅する可能性だってあります。


    「さあ、わたちと戦うでち。お姉たんの力、みせてみるでち！」


    「……できません」


    　言葉を絞り出す緋ひ色いろさん。


    「そうでちか。……わかったでち。ならわたちがどうちようと、文句ないんでちね？」


    「それは！　……でも……っ」


    　緋色さんは答えられません。


    　煮え切らない姉に、氷菓ちゃんはしびれを切らし、傍かたわらの猫に命じました。


    「これ以上ここにいても無意味なようでち。……本部へ帰るでちよ、リリ。その前に、ここにいるゴミどもを掃除してちまうでち」


    「はぁい。緋色はどうするの？」


    「お姉たんは、命令どおり連れて帰りまつ。もっとも」


    　氷菓ちゃんは、姉を蔑さげすみの目で見ながら続けました。


    「今のお姉たんを仲間にちたところで、どうにもならないと思うでちがね。妹を恐れて戦うことすらできないジョーカーなど、組織の役に立ってくれそうもない……」


    　そのときでした。


    「待てぃ！」


    　本日何度目かの制止がかかりました。


    　今度こそ頼りになる者が来てくれたのか？


    　そんな思いとは裏腹に、叫んだのは、サキちゃんでした。


    　体育倉庫の裏から、悠ゆう然ぜんと登場してきます。いばら嬢が負けた時点で形勢不利と見、ひとりだけいち早く安全な場所に隠れていたのに、そこから飛び出してきたのです。


    　氷菓ちゃんは、疲れたという顔。


    「今度はお前でちか。いいかげんにちないと、そろそろわたちも怒るでちよ？」


    　サキちゃんは逆ギレ。


    「お前の仕切りが悪いからそうなるんだろうが！　小出し小出しでイベント発生させやがって！　雑ざ魚こキャラ相手に、どんだけ時間ページ使うんだ！　もう飽きた！」


    「好きでやってるんじゃないでち！　そっちがごねるから……」


    「それにさっきから聞いてりゃ、新しん陳ちん代たい謝しやがどうのこうの、まったくわからんことばっか言うし。結局、お前は何がしたいんだ！　さっぱりわからんぞ！」


    「目的からわかってなかった！」


    　その場にいた全員が仰天しました。アメーバーでももっと理解力あります。


    　氷ひよう菓かちゃんは、憐あわれみをこめて言いました。


    「やはり、とんでもないバカのようでちね」


    「なんだと！　お前、何様のつもりだ！　安あん直ちよくな語尾キャラだけは飽きたらず、頭いいキャラもか！　勉強以外にも大事なことはたくさんあるんですよ！」


    　このセリフ、勉強のできないひとがよく使う。


    「子し曰いわく、『バカって言うほうがバーカ』！」


    「わたちは徳とく川がわ家いえ康やすだって知ってまちた。バカとは違うんでちよ、バカとは！」


    「こ、こいつ！　もう頭にきた！　さっきはスルーしてやったけど、『新陳代謝』のとこ、サ行言えない設定で言い直してみろ！　『し』を『ち』に変えて言ってみろ！」


    「小学生級の下ネタ！　そういうとこがバカなんでち！」


    　論争は、程度の低い言い合いに発展しました。


    　放送禁止用語が飛び交うこと、数往復。双方が罵ののしりの言葉を使い果たした頃。


    　サキちゃんは、息を吐き出してから言いました。


    「……表へ出ろ」


    　サキちゃんの言葉は短く、声の大きさも普通でした。


    　なのに今、場の空気が変わっています。重く、それでいて真剣な雰囲気へと。


    　空気に敏感な氷菓ちゃんが、それに気づかないはずありません。


    「……どうちようというんでちか？」


    「ここ、焦げくさいし、壁とか倒れてきそうだから。場所を変えるぞ」


    　そう言うと、サキちゃんは背後に向かって声をかけます。


    「バラ先輩、動けるならありんこをお願」「はいよろこんで！」


    　食い気味で答えたいばら嬢と、気絶しながらうなされるトール氏。


    　氷菓ちゃんの口くち端はに浮かぶ笑み。


    「ほう。仲間をかばって、自分が戦うんでちね？」


    「カメラ逃げちゃったから、あんまり気は乗らないけど。……そうだよ。わたしがやる。このまま逃げようかとも思ってたけど、やっぱやめた。気が変わった」


    　そこまで言うと、サキちゃんは意外な行動に出ました。


    「お前、ボッコンボッコンに凹へこませるから。謝るまで許さないからね」


    　そう言いながら、少女へ笑顔を向けたのです。


    　一見、ごく当たり前の微ほほ笑えみでした。


    　しかし、それを正面から受け止めた氷ひよう菓かちゃんだけは感じていました。


    　ただの笑顔でありながら、そうではない。笑みとは真逆の感情がそこにありました。


    　強しいて言うなら、本気。


    　サキちゃんの瞳ひとみに、燻くすぶる炎の筋が見えたのは、思いこみか。それとも。


    　初めて感じるサキちゃんのパトスに、わずかに気け圧おされる氷菓ちゃん。


    　が、すぐに切り替えて尋たずねます。


    「やっぱりバカでちね。お前も、わたちの実力は見たはず。わたちは並のプロ以上の力を持っているのでち。そのわたちに、極バカのお前が勝てると？　……いったいどうやって勝つつもりなんでちか？　参考までに聞かせてほしいものでちね？」


    「そこはまだ考え中だ！」


    　サキちゃんは威勢良く言い放ちました。


    「でもなぜか、わたし今かーなーりバトりたい気分なんだ。……さっき死ぬ前にありんこが言ってなかったっけ？　お仕置きが必要だ、ってやつ。あれ。あの気分」


    　サキちゃんは、ここでまた一句。


    「なせばなる　なさねばならぬ　なにごとも」


    「そやねん！　使いどころは正しい！　それは認める！　でも、それだけでどうするつもりやの!?」


    　サキちゃんは、静かにまぶたを閉じました。


    　そのまましばらく目を瞑つむっていましたが、やがてそれも終わりました。


    　送りこまれた最強の刺し客かく、氷菓ちゃんを相手にどう戦うのか。


    　みなが見守るなか、サキちゃんはノープランのまま言いました。


    「とりあえず、泣かす！」
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    　風が、頰ほおを、全身を打ちます。


    　サキちゃんたちがいるのは、体育館の隣にあったビルの屋上。


    　一同は決闘場所を探し、ここへと移ってきたのです。


    　ビルは京都の高さ規制ギリギリの高度でした。大都会のビル群に比べればたいした高さでないとはいえ、一歩足を滑らせれば、死。


    　最高のロケーションに、悪役が板についてきた氷ひよう菓かちゃんは言いました。


    「フ、ここがお前の選んだ墓場というわけでちね？」


    「うるっさい！　黙れこの悪ロリめ！」


    　対するサキちゃんも、負けずに言い返します。


    「わたしもそろそろ我慢の限界だ！　だいたい、なんなんだそのキャラづけは？　何事も自然がいちばん！　おっぱいしかり、キャラしかり！　そのムリクリなキャラ作り、わたしがここで終わらせてやる！」


    「そこに触れてくるとは。……どうやら痛い目に遭あいたいようでちね？」


    　氷菓ちゃんのツリ目が細まりました。


    　本気で怒ってます。気にしてないようでいて、そこはデリケートな部分でした。これは血を見ずにはいられそうもない。


    　サキちゃんも、勇ゆう○郎ろう級の武力を持つ相手を前に、一歩も引きません。


    「関係あるかこの野郎！」


    　大きく両手を広げるサキちゃん。


    「感じるか、この清すが々すがしき空気を！　見えるかこの美しき風景が！」


    　京都の風を、光を浴びながら、サキちゃんは見み得えを切りました。


    「お前はそれを壊そうとしてるんだぞ！　そんなことは天が許しても、この火ひ花ばな咲さ樹きが許さない！　この街の文化遺産と京都アニメーションは、わたしが守る！」


    「カバーする箇所ぉっ！」


    　背後で、緋ひ色いろさんに抱きかかえられたニニさんがつっこみ、存在をアピール。


    　氷菓ちゃんは悲しげに首を振りました。


    「残念でちが、京アニはお前などに守られずともやっていけるのでちよ」


    　それを聞くなり、ヒザから崩れ落ちるサキちゃん。


    「そんな！　ならわたしは何のために戦えばいいの!?」


    「目の前の敵を倒すため戦えて！」


    　たたずむこと一分。


    　ボケがひとくさり終わったと見たのか、氷菓ちゃんが言いました。


    「冗談はそのくらいにちて、勝負といくでち。お前を肉にく塊かいに変えてやるでち！」


    「望むところだ！　わたしが好きな部位、第一位は肩ロース！」


    「……もう始めていい？」


    　この勝負も、判定役を務めるのはリリさんでした。ニニさんより高性能なんで。


    　氷ひよう菓かちゃんの横で風を避けながら、お題を言う白猫。


    「面倒だから早く終わらせてよ。お腹なか減ったし。……そうね。今日の試験は記念大会だったのよね。それでいいわ。お題は、『記念日』で」


    　テーマが決まったところで、サキちゃんが先手を取りました。


    「まずはわたしからいくぞ！」


    「好きにするでち。どうせ勝つのはわたちでちからね」


    



    ターン１／先攻・サキちゃん（気になる部活はギターマンドリン部）


    　タイトル『デコレーション』


    



    　飾りつけられたウエディングケーキの中身は上げ底だった。外側だけ見み栄ばえ良くするため、華美な装飾を施ほどこしているにすぎない。


    　私たちの結婚は、そもそも初めからそうした具合だったのだ。


    　今日は私たちの結婚記念日だった。なのに彼がくれたのは、ロシアみやげの人形。マトリョーシカとかいう、人形の中に一回り小さな人形がいくつも入っている玩おも具ちやだけだった。


    　彼は記念日のことなど忘れているのだろう。


    　私は涙を堪こらえ、人形を開いていった。人形がひとつずつ小さくなっていくのに合わせ、私の気持ちもしぼんでいく。


    　やがて最後の人形のふたが開き、わたしは目を疑った。


    　そこには人形の代わりに、小さな指輪が収まっていた。リングに刻まれたメッセージから、私は彼が今日という日を憶おぼえていてくれたことを知った。


    　私は指輪に刻みつけられたメッセージを読む。


    　愛する君へ。ハッピーバースデー。


    　誕生日じゃねえよ。


    



    「ちょっといい話風！　こういうのもありっちゃありか。……お前はどうやねん、白猫？」


    「ははあ、四よん笑しようで出たデコＪＰＳの伏線はここに繋つながるんだ、と思ったわ」


    「内部事情を暴ばく露ろすんな！」


    　同型機の注意も、リリさんはてんで気に留めません。


    「まとまってることはまとまってる。……まあまあね。８５４６８ポイント」


    「どうだ！」


    　敵へと目をやるサキちゃん。


    　その先では、氷ひよう菓かちゃんがたいしたことない、とでも言わんばかりのリアクション。


    「まずーい。もう一杯ーでち」


    　氷菓ちゃんは、解説がてら言いました。


    「リリの採点どおり、よくできたトークでち。けれど言い換えればそれだけ。おもちろくはないでち。……その程度の実力でわたちに挑んでくるとは」


    　そう嗤わらうと、氷菓ちゃんはすぐさまトークに入りました。


    「今度はわたしの番でち。まずは軽くいくでちよ？」


    



    ターン１／後攻・氷菓たん


    　タイトル『邪険な贈り物』


    



    「おい、坊ぼう。お前、もうじき誕生日だろ？　何か欲しいもんあるのか？」


    「金！」


    「ない袖そでは振れねえよ」


    「愛！」


    「形のあるもんにしてくれ」


    「じゃあケーキ！　デコレーションすごいの！　塔みたいになってるのがいい！」


    「ケーキねえ。こじゃれたもんを頼むんだな。……ちょっと待ってな」


    　暗転。


    「ただいま」


    「おかえり！　ケーキ買ってきた？　はやくおくれ」


    「それがな。ケーキの店、全部閉まってた」


    「絶対うそだ！」


    「今日から法律で、ケーキの販売は禁止になった」


    「お前をケーキにしてやろうか！」


    「そう怒るなよ。代わりと言っちゃなんだが、ほれ。これでも食え。うまいぞ」


    「……なんだこれ。嫌がらせか。せめて『これくらいしか買ってやれなくてすまねえなぁ』くらい言え！」


    「この野郎、父親に向かって、なんてこと言いやがる！　それだって心の目で見れば、立派なケーキだ！　ケーキに見えないのは、お前が未熟だからだ！」


    「にしても縁えん起ぎが悪すぎる！」


    「どこが縁起悪いんだ。お前、なまこ以外はなんでも食べるだろうが」


    　少女は半べそで言いました。


    「だって、さきイカって。……これじゃ共食いだよ！」


    　アンハッピーバースデー。


    



    「ここで来た個人攻撃キラーパス！　これ、誰かの暗い過去ちゃうの!?　もっと言や、サキちゃんへのトラウマ攻撃ちゃいますの!?」


    　氷ひよう菓かちゃんは素そ知しらぬふり。


    「誰も火ひ花ばな咲さ樹きの話だなんて言ってまてん。よくあるエピソードトークでち」


    「こんな悲しい話がそこら中にあってたまるか！」


    　怒るニニさん。


    「お前、妹！　なんで会って間もないサキちゃんの個人情報知ってる！　おかしいやろ！」


    「おかしくなどないでち！　ジョーカーたる者、常にアンテナを張り巡らせていなければならない！　敵の弱いところは、事前にリサーチしてあるんでち！」


    「こいつやっぱブラックジョーカーや！」


    　通常、この手の嫌がらせトークは固く禁止されています。ジョーカーはひとを楽しませるのが仕事であって、特定のひとを貶おとしめるのは間違っているからです。


    　ですがブラックジョーカーたちは、しばしばその禁じ手を使ってきます。ニニさんは、氷菓ちゃんが彼らと同じやり口を使ったことに怒っているのです。


    　食ってかかろうとする猫を、引き止めるサキちゃん。


    「ニニさん、わたしならだいじょぶだから。クリスマスにサンタさん来なくても、泣いたりしないから。……ほんとはサンタさんなんていないんだ！」


    　います！　サンタさんは、みんなの心のなかにいます！


    　ニニさんと緋ひ色いろさんが涙するなか、採点が告げられました。


    「火花咲樹の生い立ちは、サキ天一巻でちょっと触れられているわ。そういえば父親のためにジョーカーになるんじゃなかったかしら？　ま、どうでもいいんだけど。……１８７９９２ポイント！」


    「ぎやばらぶばばらびや！」


    　強がってみせたけど、精神汚染は深刻だ！


    　サキちゃん、ダメージリアクションが壊れかけています。トラウマをえぐるピンポイント攻撃に、轟ごう沈ちんしかけ。


    　凄すご腕うでのちびっ子ジョーカー、氷菓ちゃん。正統派のトークだけでなく、こうした搦からめ手ても隙すきがありません。


    　何をやっても一流。それが彼女。氷菓、恐ろしい子！


    　恐ろしい子が言いました。


    「どうでち？　これでもまだわたち、全力じゃないんでちよ？　ダメなひとがよく言う、『俺はまだ全力出してない』と違って、まだまだ余力がありまつ。この帽子だって超重量装備。わたちのトーク力を抑えるために着てるんでち」


    　それは今作った設定でしょうけど、それでも強いことに変わりはありません。


    　自らの力を誇る氷ひよう菓かちゃん。


    「つまりこのバカでは、わたちに勝つことなど不可能！　言ったでちょう？　無む謀ぼうだと。無謀無謀無謀無謀無謀無謀無謀！　勝てると思うこと自体が無謀なんでちよ！」


    「くそぅ。言いたい放題言いやがって……」


    　悔しくとも、負けているサキちゃんは言い返せません。


    　氷菓ちゃんはトーンを上げて続けました。


    「よくもまあこれでプロになろうなんて思えるでちね？　それとも、全話芸のジョーカーは、軒並みこの程度なんでちか？　それなら納得でちけどね」


    　この発言に、聞いていた緋ひ色いろさんが色めき立ちました。


    「そんなことない！」


    「あるでち。若手ナンバーワンと目もくされるお姉たんも、勝負を恐れる臆おく病びよう者でちたち」


    　言いにくいのを我慢して『でちたち』言った氷菓ちゃんに、緋色さんは黙りました。バトルを拒こばんだ彼女は黙るしかないのです。


    　静まりかえる全話芸サイド。


    　でも、ひとりだけ黙ろうとしない者がおりました。


    「……さっきから聞いてればこの野郎。聞き捨てならんことばっか言うな、お前は！」


    　爆発したのは、サキちゃんでした。


    「ひいさんがたいしたことないだって？　はっ！　ちゃんちゃらおかしくて、ヘソがコーヒーを沸わかすよ！　適温で、エスプレッソ淹いれちゃうよ！」


    　サキちゃんは一呼吸溜ため、さらに大音量で言います。


    「ひいさんは、ひいさんはなぁ！　本気でやれば、めちゃめちゃ強いんだ！　ほんとはお前なんか、一発でノックアウトするくらいの実力なんだ！」


    　ここで、一時、ぐっと言葉に詰まりました。


    　それから。


    「でもひいさんは優しいから。……相手がお前だから、やらないんだよ！　ひいさんはわたしと違って、妹をやっつけるとかはできないの！　いいひとだから！」


    「サキさん……」


    　友人の言葉に、涙ぐむ緋色さん。


    　サキちゃんの爆発は止まりません。


    「昨日だってそう！　お前が変な匂におわせかたするから、ひいさん、昨日からずっと悩んで、ごはんもろくに食べてないんだぞ！　わたしも遊んでもらえなくて困ったんだぞ！」


    　怒りはなおも増していきます。


    「それをなんだお前は！　憶おぼえてるだの忘れただの、いつまでもぐちぐちぐちぐちと！　粘着質か！　作りかけのねるねるねるねか！」


    　そう言うサキちゃんも、いつもよりしつこく怒り続けています。すぐに気分が変わるサキちゃんにすれば、珍しいことでした。


    　それというのも、すべて緋ひ色いろさんのため。


    　緋色さんが、悲しい思いをしているのを知っているからでした。


    　氷ひよう菓かちゃんと再会してから、そして彼女が妹だったと知ってから、緋色さんは自分を責めて苦しんでいた。傍そばにいたサキちゃんは、誰よりも緋色さんの落ちこみ具合を感じていました。


    　なのに氷菓ちゃんはそれを汲くもうともせず、自分の主張をごり押ししている。姉の胸中をわかろうともしていない。


    　サキちゃんはそこに怒っていました。


    　サキちゃんにだって、ハート全体の二パーセントくらいは善良な部分があります。割合はともかく、友人のため、憤いきどおる気持ちがあるんです。


    「お前にひとつ、大事なことを教えておいてやる！」


    　サキちゃんは、京都中に響く声で言いました。


    「ひとぉつ！　火ひ花ばな家家か訓くん！　良い妹は、いつもお姉ちゃんを大事にしなければならない！　そのルールを破っちゃう奴は、妹失格であります！　そんな子は、よそん家ちの妹になってしまいなさい！」


    　氷菓ちゃんを断罪するサキちゃん。


    「お前は絶対スベんないかもしれない！　どんなときでも空気を読んで、面白おかしく立ち回れるのかもしれない！　けどそれだけじゃ、充分じゃないんだ！」


    　サキちゃんの声は絶叫に近く。


    「いいか、空気を読むって言うのはなぁ！　ただ場の雰囲気を見切って、うまく話を転がすことだけを言うんじゃない！」


    　天を示すサキちゃんの指。


    「空気を読むとは、それすなわち『思いやりの心』！　日本の古き良き伝統が生んだ、わびさびの心！　ひととひととの距離を縮める、和の精神！　相手がどんな気持ちなのかと考えてみる！　それが、空気を読むってことの本質なんだ！」


    　ドドーン！　サキちゃんの指が、氷菓ちゃんを指しました。


    「お前はそれが全然わかってない！　もうまったくダメ！　ベストダメニスト受賞するくらいダメ！　まるでダメ子！　ダメよダメよダメなのにょん！」


    「にょん!?」


    　勢いに押される氷ひよう菓かちゃん。


    　サキちゃんの演説は、予想を超えて真剣でした。らしくないですが、海かい賊ぞくだって仲間が傷付けられれば本気で怒るじゃないですか。そういうもん。


    　サキちゃんはたたみかけました。


    「『ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために』って言うでしょうが！　なんかそういうことだ！」


    「心に響く名ゼリフやね！」


    「『あきらめたらそこで試合終了ですよ』！」


    「名ゼリフ押しで来た！」


    「『絶対大丈夫だよ』！」


    「またしても！」


    「『貴様は今までに食ったパンの枚数を憶おぼえているのか？』」


    「朝はごはん党なもので！」


    　流れは変わりつつありました。


    　これまで沈んでいたニニさんも、サキちゃんのボケにノってきています。


    　今、場の支配権は徐々に移り始めています。


    　何かが起こりそうな気配。


    　それを作り出している源みなもとが言います。


    「一次試験のとき言っただろ！　大事なのは思いやりの気持ちだって！　わたしなんか、ひとの情けで辛かろうじて生きてるんだぞ！　みんながわたしに優しくしてくれなくなったら、どうすりゃいいんだ！　だからひとに親切にするとかは、すごい大事なんだ！」


    　力強く言い切るサキちゃん。


    「お前は、そんな優しさを忘れてる。ひいさんが言わなかった思いに、気づこうともしなかった。そんなお前が、ジョーカー云うん々ぬん語る資格はない！　優しさレスの奴が、ほんとに面白いトークができるはずない！」


    　燃え上がるサキちゃんのスピリッツ！


    「それを今から思い知らせてやる！」


    　刻ときは来た！


    　声もかれよとばかりに叫ぶサキちゃん！


    「チェーンジサキちゃーん！　スイッチぃー・オーーーーーン！」


    　どこかで聞いたような掛け声とともに、雷鳴が轟とどろきました。


    　極限まで高められたサキちゃんの闘気が、雲を呼び、嵐あらしを引き寄せます。


    　空の彼方かなたから集まった闇やみ色いろの叢むら雲くもは、サキちゃんを中心に渦となり激しさを増し。


    　途端に巻き起こる、目隠しの竜巻！


    　それに包まれたサキちゃんの体が、眩まばゆい閃せん光こうを放ちます。


    　その光の中で、手袋が、マフラーが、ブーツが。次々と装着されていく！


    　本作は魔法少女ものではありません。このブラインドの向こうでは高速で早着替えが行おこなわれています。気になるかたは、ＤＶＤのコマ送り機能で確認していただくことにして。


    　やがて竜巻のカーテンが吹き止やみ、光が収まります。


    　そこには、コスチュームチェンジを終えた影がいました。


    　その姿、異い形ぎよう。


    　顔の半分を覆おおうのは、薄青い仮面。緋ひ色いろさんのクリムゾンＨに似たバイザーです。


    　首には黒き翼のごとく垂たれ流され、風に揺れる二ふた条すじのスカーフ。


    　体にフィットするラバースーツは、夜色の漆しつ黒こく。鋭く切れこみの入ったアンダーからは、太ふと股ももが見え隠れします。セクシーさ、キャットウーマンばり。


    　そしてもうひとつのキャットっぽさ。サキちゃんのトレードマークである猫耳も健在。


    　正義のヒーローというよりは悪魔じみたシルエットですけど、……だがそれがいい！


    　決めポーズを作りつつ、サキちゃんは言いました。


    「イラストを担当してくださる連むらじさん。今回もすばらしい絵をありがとうございました！」


    「本文中に謝辞を盛りこんできよった！」


    　降り立った黒衣の魔神に、ニニさんのつっこみも風と吹き抜けていきます。
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    　その風を纏まといつつ、サキちゃんは決めゼリフ。


    「天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん！　いくら無謀と言われようが、信じた道を突き進む！　太く短く咲いて散る花！　ひと呼んで『笑しよう説せつの破壊者』！　美しき火ひ花ばな咲さ樹き、ここに降こう臨りん！」


    　ババーン！　バックでは仕掛けた爆炎がボボーン!!


    「このわたしが本気になったからには、貴様らの野望もここで潰ついえる！　ノーマネーで、フィニッシュだ！　観念してあの世へ[image: ]いくがよい！」


    　それっぽくなりきり、全力全開で叫ぶサキちゃん。


    　変身した彼女に、氷ひよう菓かちゃんも驚きを隠せません。


    「く、火花咲樹！　お前までＢＪＫモードとは！」


    「どうだ小娘！　サキちゃん・ザ・ダークナイト（仮）の姿は！　もしかしたら使うかもと思って、こっそり小こ蘭らん師匠に仕立ててもらったんだ！　見よこのわがままボディ！」


    　意味もなくセクシーポーズ。


    「溢あふれ出るエレガンス＆エロス、これが大人の魅力！　どんとこい熱湯コマーシャル！」


    「いいんでちか！　ぽろりもあるかもしれないでちよ？」


    「いついかなるときもサービス精神を忘れないことそれがいちばん大事ＢＹサキちゃん！」


    「読者へのまごころ！」


    　平成の誠意大将軍（古い）と化したサキちゃんを讃たたえるニニさん。♂オス。


    　緋ひ色いろさんも言いました。


    「どうして言ってくれなかったんです？　衣装あるならあると教えてくれれば、いっしょにできたのに！」


    　サキちゃんはもじもじしました。


    「距離を置いてみるとそれなりにかっこいいんだけど、自分でやるのはちょっと……、と思って、今までナイショにしてた！」


    「私の格好、そんなふうに思ってたんですね！　ひどいですっ！」


    「ごめん！　でも正直に謝ったから許して！」


    「許しますっ！」


    「世界最速の和解！」


    　ニニさんが緋色さんにつっこむのも久しぶりでした。


    　調子の戻ってきた緋色さんに、笑顔を向けるサキちゃん。


    「やっと元気になったね、ひいさん。ひいさんは笑顔。それでこそ！　それでこそだよ！」


    　ひとりでうんうん頷うなずいています。


    「昔の偉いひとも言ってるもんね。元気があればなんでもできる。やる気元気明後日あさつてのお天気は雪、って！」


    「お天気で区切っときゃええのに！」


    「天気明朗にして浪なみ高し！　出席番号十九番は、奈な美み孝たかし！」


    「勇者は謎なぞの男の名前を呼んだ！」


    　さあ、テンションも上がってきました。


    　ここからです。いくぜいくぜいくぜえ！


    　冷えこんでいた空気が暖まり始めれば、彼女の出番がやってくる。


    　テンション芸の申し子、サキちゃんのターンがやってくる！


    「ここまで好き勝手やってくれたな、ダメ妹。だけどここから先、お前の見せ場はない！　わたしとひいさんの間に流れるこの友情タッグパワー、今こそ見せてやる！」


    　サキちゃんは気合い充実。


    　バトルは個人戦なので友情パワーそれほど関係ないけど、……でもいいんです！　リングサイドにいるみんなとの思い出が、立ち上がる勇気をくれるんだ！


    　みなぎれ若さのパッショネイトッ！


    　俺の屍しかばねを越えて[image: ]いけっ！


    　勢いのある言葉を並べてみたっ！


    　サキちゃんはリリさんを睨ねめつけました。


    「今までのターンはほんのお遊び！　ここから仕切り直しだ！　お題を出してみろ！　このニセニニさんめ！　お前たちがどんなお題を出そうと、わたしが打ち砕いてやる！」


    「別にいいんだけど、ニセモノ扱いはやめてくれる？　そんな気ないし」


    　気け怠だるげなペースを崩さないリリさんは、考えてから言いました。


    「……そうね。お題は『意外性』。こういうの大好きでしょ、あんたたち」


    「なめるなよ！　わたしはなまこ以外、なんでも大好きだ！」


    「落ち着いて！　食べもんの話はしてへんよ！」


    　無理。もうギア入ってますから。


    　サキちゃんはガンガンいくのみ。


    「この意外性の鬼、スーパーミラクルファインディングディバイディングサキちゃんに、そんなお題を出してくるとは。浅はかなり！　ほらもうできた！　見よこの天才っぷり！」


    　喰くらわせろ俺たちの思いを！


    「トークの女神が我われに微ほほ笑えむ！　これ聞いて、びびれ！」


    



    ターン１／先攻・ライジングＸ（緋ひ色いろさんのクリムゾンＨに対抗して名づけました）


    　タイトル『心しん中じゆう違い』


    



    　昔から、惚ほれた腫はれたほど楽しいことはないと申しまして。古こ今こん東とう西ざい、色恋の話は尽きることがございません。


    　もっとも、好きよ嫌いよが恋文のやりとり程度に収まっているうちは結構なものなんでございますが、それがこう、どこかしらうまくいかぬとなってくると、たいへんなことになる場合が出てきます。心しん中じゆうなんてのは、その最たるものですな。


    　この世で夫婦になれぬならせめて来らい世せで、とばかり、惚ほれた相手とふたりして水の中へどぼん、と身投げしてしまう。なんとも憐あわれなものでございますが……。


    



    　ある晩、男と女がいっしょに死のうと心中をいたしました。


    　男のほうは、これはまだ見習いもいいところ、半人前の椀わん職人。女はってぇと、こちらはおきまり、女稼か業ぎようの勤めびとでございます。


    　御ご両りよう人にん、女の働く店で知り合いまして、以来よい仲となりました。そのうち夫婦としていっしょになりたいと思い、廓くるわの女お将かみに訴え出ましたものの、無論、許しが得られようはずもございません。かくなる上はと、ともにあの世での契ちぎりを交わし、冷たい川へざんぶと飛びこむことになった次第。


    　そこまではたいした決意でしたが、ところがこの男、泳ぎが達者ときておりました。お椀作りで身を立てようってだけに、ぷかぷか浮いてしまうんでしょうな。その上、粗そ忽こつで一代名をなそうって具合のうっかり者でしたから、懐ふところに重しも入れてなかった。これでは沈んじゃくれません。


    　男がまごまごしているうちに、女のほうはさっさと沈んで見えなくなってしまい、川かわ下しもへ流されていった様子。


    　さて、残された男、名前を由ゆ兵へ衛えと言いました。


    　この由兵衛、水辺でしばらく漂っていたものの、どうやっても沈む気配がありません。このまま水の中にいて風か邪ぜでもひいたら一大事。こいつは後日、日を改めてってんで、その日はとりあえず家に帰り、酒を飲んで寝てしまいました。


    



    　その晩、丑うし三みつ時になる頃。


    　ドンドン、ドンドンと、表の戸を叩たたく音が聞こえてきます。


    　心中帰りで疲れている由兵衛、初めのうちは放っておきましたものの、いつまでたっても客は帰りません。ますますおおっぴらに戸を叩きますもので、さすがの由兵衛も根こん負まけいたしまして、眠い目をこすりこすり起き出した。


    「はいはい、今出ますよ。そうどんどんと叩かなくともよござんす。ボロ戸が破れちまわぁ。長屋の家主さんに怒られちゃかなわねえ。静かにしてくださらねえと、隣の熊くま公こうまで目を覚ましちまう。……それで、いったいどちらさんでぇ？」


    「私です」


    　と、戸の向こうから聞こえる声はなんともか細い。


    「私じゃわからねえ。名前を名乗りなせえ。今日きよう日び、犬猫だって名前がついてらあ」


    「あなたさまと連れだって、身を投げた者でございます」


    　これを聞いた由ゆ兵へ衛え、途端に背中がぞうっと寒くなりました。


    　おやおや、するってえと女の幽霊が自分を恨うらんでやってきたのに違いねえ。こいつはえらいことになったとおののきつつ。


    「そいつはどうも恐れ入ります。えらくお早いお着きで……。わざわざ来ていただきましても、こちとらご覧のとおりの貧乏住まい。ろくなおもてなしもできません。ここはひとつお帰り願いまして、へい、来年の盆ぼんにでもまたお越しくださいませ。それまでには諸もろ々もろの支し度たく一式も整いますほどには……。やれ南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南な無む妙みよう法ほう蓮れん華げ経きよう……」


    　恐ろしいのか下した手でに出つつ、しきりに念仏の真ま似ね事ごとなど唱えます。


    「もし、そのように怖がられるばかりでは、話もできませぬ。なにもしませんから、入れてもらえませんか？」


    「駄だ目め駄目。幽霊はみんなそう言うんで」


    　由兵衛はひたすら目を瞑つむりつつ。


    「やれやれ。こいつはたいへんなことになりやがったなあ！　おい、聞いてくれ。お前と交わした約束、ありゃうそじゃねえ。俺だって潔いさぎよく死ぬつもりだったんだ。だがどうにも俺は心しん中じゆうに向いてねえようで、死にきれなかった。それは申し訳ねえと思ってるよ。もしまた今度いっしょに死んどくれと言われりゃ、二度でも三度でも喜んで飛びこんでやらあ。こちとら江戸っ子でえ！　……てことで勘弁してくれ。なんまいだぶ」


    　たいそうな気き炎えんをあげますものの、足もとはがくがく震えております。


    　しかし世の中にも善人悪人がいるのと同じく、お化けにも性しよう悪わるなのとそうでないのとがいるようです。


    　戸口越しに幽霊が申しますには。


    「お題だい目もくなどむにゃむにゃ仰おつしゃっていただかなくともよろしゅうございます。……今日参ったのは、なにもあなたさまに恨みつらみを果たそうと思ってではありません。仮にも一度は惚ほれ合った仲、過ぎた繰くり言ごとを述べ立てたところで、お互いに辛つらいだけではありませぬか」


    　そのもの言いたるや、まこと竹を割ったように堂々としたものでした。生前の気性が知れますな。


    「なるほど、なかなかいいことを仰しゃる。こいつは参った」


    「感心していただかなくとも結構でございます。……中へお邪魔いたしてもよろしいでしょうか？」


    「どうぞどうぞ。……物の怪けといえど、外にいれば冷えると見える」


    　とまあ、幽霊を部屋に上げてもてなします。


    　やって来ました幽霊は、髪を振り乱し、顔もわからぬ無む惨ざんな有あり様さまです。おまけにぼんやりと透すき通ったりしていますから、薄気味悪いことこの上ありません。


    　由ゆ兵へ衛えも怖いとは思いますものの、悪いことをしたという後ろめたさもあり、まずは頭を下げて謝りました。


    「いや、俺が悪かった。お前ひとりを死なせ、自分は死なないばかりか酒を飲んで寝ちまうなんて、こりゃあ確かに非ひ道どい。ほらこのとおり、何なん遍べんでも頭を下げるよ。だからひゅーどろりと化けて出るのは勘弁しておくれ。俺は昔から、妖よう怪かいの類たぐいはどうも受けつけねえ」


    　幽霊は、男の言い分を聞いて溜ため息いきをひとつ。


    「正直に申せば、あなたさまのこと、生前からさほど頼りになるお方とは思っておりませんでした。いっしょに死んでくださると約束してくださったときは、ああ、やはりお話ししてよかったとは思いましたが、あとあと考えてみるに、そちらさまは小心者。おまけに諸もろ々もろのやりかたが不器用ときていますから、うまい具合に死ねないのではと案じていた次第です。するとやはりそうなりましたので、格別驚いたり、悔しがったりする気も持ちようがないというものでございます」


    　などと、蕩とう々とうと述べます。由兵衛はどうにも腑ふに落ちぬながら。


    「……俺に取り憑つきにきたんじゃねえとわかったのは嬉うれしいが、そこまで頼りにされてねえと聞かされりゃ、それはそれで情けねえ。……まあようがす。それならお前が化けて出てきたのはどういうわけだい？」


    「さればでございます。……身投げしましてから、私の遺い骸がいは川のいずこかへ沈んでしまいまして、菩ぼ提だいを弔とむらってくれる身寄りもありません。このままでは、たとえ往おう生じようしたくても難しいものなのでございます。……そこであなたさまのお力を借りまして、私が死んだところにお出かけくださって、先程聞いたお経きようのひとつもあげていただきたいのです。そうすれば私も未練がなくなり、安らかに極ごく楽らくへ[image: ]いけますので」


    　これを聞いた由兵衛、自分の行おこないを後悔していたところでしたから、せめてもの罪滅ぼしになればとばかり、二つ返事で引き受けます。


    「それくらいならお安いご用だ。じゃあ明日にでも、ちょっくら出かけるとするか」


    「できますなら、早いほうがよろしゅうございます。明け方になりますと、幽霊にはいろいろ都合の悪いことも出て参ります」


    「なるほど、そいつは道理」


    　そういうわけでふたり、連れだって出かけることになりました。


    



    　真っ暗な夜道を歩きますのは、平時でも遠慮したいもの。加えて隣にいるのが幽霊となれば、自おのずと怖さも増してきます。


    　心しん中じゆう場所へと戻る由兵衛は、道みち々みち不平をこぼしました。


    「しかし、真っ暗だね。こう暗くちゃ、俺の意い気く地じもしぼんじまわぁ。……おいっ！　足に何か絡からみついてきてるよ！　ひゃあこりゃ、幽霊どんの御お御み足あしかい？」


    「いえ、野良犬でございます」


    「そうかい。俺はまた、新あら手てのお化けが出たかと思った。……やや、今度はひらひらしたもんが鼻をくすぐりやがる！　してみると柳の物の怪けかしらん？　……違った、こりゃ取りこみ忘れたふんどしだ、汚きたねえ汚え」


    　などと騒ぐうち、ようやく明るい界かい隈わいまで差しかかりました。


    　見れば廓くるわの一角がある辺り。さすがにここらはまだ明かりが煌こう々こうとついております。


    　その光を見つめながら、幽霊はしばしぼんやりしておりましたが、そのうち由ゆ兵へ衛えの着物を引きました。


    「もし、ちょっと……」


    「ひゃあ！　おいおい、急にひとを引っぱるのはやめてくんな！」


    「申し訳ございません。つい昔の習慣で……」


    「まったく、お化けの手ってのは妙な具合に透すき通ってやがる。おいらの袖そでをすり抜けたよ。……なんだい、何か用かい？」


    　幽霊はわずかに言い出しにくそうな様子でしたが。


    「実はこの場所を見ておりますうち、心残りがあったのを思い出しまして……」


    「そいつはなんでえ？」


    「生前、廓の女お将かみさんにお金を借りたままだったのです。女将さんも私には辛つらくあたられたものでしたが、死んでしまえばそれすら懐かしく思われてきて……。幽霊とはいえ、借りたものは返すのが世の習い。なんとかあなたさまからお返しいただけないものでしょうか？」


    　由兵衛は舌打ち。


    「ちぇっ、これまた、いらんことまで思い出しやがったなあ。……しかしまあ、これも俺の背負った因いん果がかもしれねえ。……よしっ！　いっしょに心しん中じゆうした仲だ。なんとか金を工く面めんして、その婆ばばあに突き返してやろうじゃねえか。一いつ丁ちよう任せておきな」


    「よろしくお願いいたします。私は、そこの陰で待っていますので」


    　由兵衛、勇んで歩き出したはいいものの、持ち合わせはありません。


    　そこらを見渡し、見知った顔を探します。


    　廓に通ってる連中はみな、店の女衆にいいところをみせたいと思うものですから、自然サイフの紐ひもも緩ゆるみがちになる。そこを当てこんだ由兵衛、ようやくひとり知っている者を見つけました。どこで遊ぶか迷っている傍そばへ近づき、声をかけます。


    「や、旦那だんな。あいかわらずお盛んで……」


    「おや、誰かと思えば由兵衛さんかい？　お前さん、こんなところをそぞろ歩いて、心中はどうしたね？」


    　とあべこべに質問されます。きまりが悪いことこの上ない。


    「へえ、そっちのほうは、やるにはやったんですがね、どうにも才能がねえようで……。まあ、あと二、三べんもやれば、うまくできるようになりまさ」


    「呆あきれたひとだね。そう何度も心しん中じゆうするひとがいるものか。そんな気持ちで身投げしちゃあ、相手のひとがかわいそうだよ」


    　由ゆ兵へ衛えも、したり顔で頷うなずきます。


    「さ、そこでさ、旦那だんな。そのことでお願いがございまして……」


    「なんだい。改まって、気味が悪いね」


    「……実はさっき、その飛びこんだ女が化けて出ましてね、女の言うにゃ、借金が気になってどうにも死にきれねえと、こういう具合なんでさ。奴のためにもここはひとつ、旦那からいくらか融ゆう通ずうしてはいただけないもんでしょうかね？」


    　それを聞いた旦那は、ぷりぷりと怒り出しました。


    「ますますけしからん。死んだひとを持ち出して金をせびろうなんて。おい由兵衛さん、そいつはまったく粋いきじゃありませんよ。あんたも江戸っ子の端くれなら、もっと粋に暮らさなくてはいけない」


    　と説教される。辟へき易えきしながら、由兵衛も食いさがります。


    「いやいや旦那、あっしは親おや爺じの代からの江戸住まい。言わばまだ半人前の江戸っ子でして。どうかご容よう赦しやのほどを……」


    「何を言い出すかと思えば……。で、あんたのお連れさんはどこにいるんです？」


    「あそこですよ。ほら、じいっと黙ってこっちを見てまさぁ。幽霊ってのは、みんな恨うらみがましく見えるもんらしい。あの前髪を垂たらした女です」


    「……どこにもそんなひとはいないようだが？」


    　つまり旦那には見えていないのですな。幽霊ならいかにもありそうなことです。


    　そうとは知らない由兵衛は躍やつ起きになって。


    「いやいや旦那、しっかりご覧くだせえよ。ほら、あすこ。あの出入り門の傍そばにいるじゃありませんか」


    「何を言ってるんだい。あそこに立ってるのは、火回りの組くみ頭がしらだよ。あれが女に見えるってんならお前さん、私がいい目医者の先生を知ってるから、今度連れて行ってあげよう」


    「あっしが悪いのは目じゃなくて、金回りですよ」


    　などと問答を繰り返しているうち、旦那は面倒になってよそへ行ってしまいます。


    　残された由兵衛は憤ふん懣まんやるかたなく。


    「ちぇっ、なんでえ。日頃はいかにも御お大だい尽じんてなふりをしてやがるくせに、肝心かなめのところへきちゃあ、貸す金はないと断りやがる。不届きな野郎だ。きっと今に仏ぶつ罰ばつでもくだるに違いねえ」


    　そう呟つぶやくうちに、また新たな人影が目に入りました。


    「……や、あそこを行くのは八はち五ご郎ろうだ。あの野郎、俺に隠れてこんなところへきてやがるとは、友達甲が斐いのねえ野郎だ。しかしまあ一声かけて、俺におあしを出せと言ってみたっていいだろう」


    　由ゆ兵へ衛え、同じ職人仲間のところへ忍び寄り。


    「おいおい、八。俺に黙って悪あく所しよ通いとは、ずいぶん冷てえじゃねえか」


    「おう、びっくりした。由兵衛か。いつもながらに間まの抜けたツラをしてやがる。……おい、由兵衛どん。あんた、よくも平気でここらを歩き回ってるね。今日はどこへいってもあんたの噂うわさでもちきりだよ」


    「噂ってか？　ははぁ、俺があまりにいい男なもんで、妓ぎ楼ろうの連中が嬌きよう声せいをあげてやがるんだな」


    「違わい。まったく、めでてえ野郎だ。あんたがやらかした心しん中じゆうの件だよ」


    「そいつは妙なこった。俺は当とうの女以外にゃ、誰にも話してなかったんだがな？」


    「当たり前だよ。今から心中しますとそこらにふれ歩く馬ば鹿かがどこにいる？　……話を広めてるのはその女さ。南な無む三さん宝ぼう、なんとか命は助かったはいいが、あんたが先に帰っちまったとひどい剣けん幕まくだ。無理もねえことだがよ」


    「なんだって？　……おい八、そいつはうそじゃねえだろうな？」


    「何がうそなもんかい。うそだと思うなら、そのへんの奴に聞いてみな」


    　そう言い捨てて、行ってしまう。


    　金をせびるのも忘れ、首を傾かしげる由兵衛。


    「……驚いたね。あの女も生きてるって話だよ。……てぇと、俺が連れ歩いてる幽霊は、いったいどこのどいつだろう？」


    　不思議なこともあるものだと思いながら、急いで門のところまで戻り、勢いこんで連れに尋たずねます。


    「おい幽霊どん！　ちょっとばかし、聞きてえことがある」


    「お早いお帰りで。……そのご様子では、お金のほうはうまくいかなかったようですね。どうかお気になさらずお忘れください。……こうなれば是ぜ非ひもありません。せめて弔とむらいだけでも……」


    「待ちねえ待ちねえ。……今聞いてきた話じゃ、俺と心中した女は、どうやらまだ生きてやがるらしい。そいつは結構この上ねぇんだが、するとお前さんはどこの誰だい？　髪を払っておくんなさいよ。ほいよっと……。ややっ、こいつは……」


    　そこにある顔は、今まで見たこともない女の容よう貌ぼう。


    「違う違う！　俺と川に飛びこんだ女はもっとへちゃむくれた顔だった。……さてはお前さん、どうにも人違いなすったね？」


    「はあ。さすればあなたさまは、貧乏長屋の熊くま吉きちさまではございませぬか？」


    「俺はその隣の由ゆ兵へ衛えさんだ。こいつは一部屋違いの大違い。……とすればやれやれ、今夜の一件は、まったく見当外れだったってわけかい？　……はあ。ほっとしたやら疲れたやら、俺は腰が抜けちまったい」


    　由兵衛、気が抜けて、座りこんでしまいました。これには幽霊のほうが恐縮し。


    「どうも申し訳ございません。たいへんなお手間をおかけいたしました。どこでどう間違えたのやら、お詫わびのしようもございませぬ……」


    　と、平謝りに謝るのを見かねて由兵衛。


    「なに、気にしてくださるな。もとはといえば、俺にも心当たりがあったところがいけない。……それに、お前さんは十億万土の彼方かなたからこっちに来てるんだ。間違いがあっても咎とがめることはできねえよ」


    　なにやら悟さとったように話します。


    　これには幽霊も感激いたしまして。


    「そう言ってくださるとは、もったいない。なんともかたじけない次第でございます。私、あなたさまを見直しました。……今晩のことも何かのご縁。つきましては、これからもちょくちょく寄らせていただきたく思いますが」


    　これを聞いた由兵衛。これ以上、幽霊にまとわりつかれるのは勘弁とばかり。


    「冗談言っちゃいけねえ」


    



    「落語!?」


    　絶句するニニさん。


    　そのリアクションに気をよくしたのか、サキちゃんはご機嫌。元気よく言いました。


    「人気沸ふっ騰とう間違いなしのニューＢＪＫ、ライジングＸの力はどうだ！　ライジングとは、果てのない暗くら闇やみから昇る新しき太陽！　Ｘは、エキサイトのＸ！　トークを聞く者を、興奮のるつぼへと誘いざなうのだ！」


    　かわいそうなひとを見る目つきで、リリさん。


    「……ＥＸＣＩＴＥエキサイトだと、頭文字はＥよ……」


    「え、うそっ!?　……ゴホン。今のはお茶目な冗談！」


    　明らかなミステイクでした。


    　そこで、黙っていたニニさんがぼそり。


    「……そや。冗談や」


    　突然、解説をスタートさせるニニさん。


    「古来より、落語は話芸の代表とも言える表現形式。話の内容がバリエーションに富んでるだけやない。その構造には数多くのパターンが存在し、話し手によって多彩な印象を与えることができる。まさしく話芸の王。……それをトークに持ちこんでくるとは」


    　解説キャラの面めん目ぼく躍やく如じよ。


    「オチは冗談オチ。まあ、この分類方法は賛否両論あるけどな。あとは土台作りに役作りまで、周到に気配りされとる。……いや、これはええ」


    　素直に感心した様子のニニさん、サキちゃんを誉ほめます。


    「それにしてもサキちゃん、よう『廓くるわ』なんて言葉知ってたな」


    「そりゃあ、わたしはバカのふりしてるだけだからね！」


    「それはうそやな」「それはうそですよね」「それはうそでち」「それはうそね」


    　揃そろった。全員が。


    　しかし、そうつっこんだリリさんは、考えてから言いました。


    「……黒いのの言うとおり。いい出来だったわ」


    　採点が始まります。


    「伝統芸能が持つポテンシャルに、タイトルとの親しん和わ性。ライトノベルでやることかというつっこみも含め、……３９２４５５ポイント！」


    　スマッシュヒット！


    　出された得点に、サキちゃんは鼻高々。


    「見たか！　わたしを誰だと思っている！　キャプテン・ジャック・スパロウだ！」


    　キャプテン・ジャック・スパロウではなかった。


    　偽いつわりの海賊は、敵へ指を突きつけます。


    「どうだ妹！　わたしだってまだパワーのごじゅ、いや、十パーくらいしか出してないぞ！　ほんとに！　お前にこれを上回るトークが返せるか!?」


    　ポーズを決めるサキちゃんこと、ライジングＸ。


    　敵は動揺しません。


    「勢いだけじゃ、実力差は埋まらないでちよ？」


    　にやりと笑った氷ひよう菓かちゃんは、すぐさま返しトークに入ります。


    



    ターン１／後攻・甘党氷菓（ピクルスを抜いてくだたい）


    　タイトル『続・心しん中じゆう違い』


    



    　事情がはっきりしたところで、幽霊は改まって申しました。


    「見直しついでに、もうひとつお願いがございます」


    「おうおう、わかってるよ。お弔とむらいをしてくれってことだろう？　安心しねえ。一度引き受けたからには、この由ゆ兵へ衛え、きちんとあんたの骸むくろを葬ほうむってやらあ」


    　由兵衛の言葉に幽霊、喜ぶかと思いきや。


    「……ありがたいお話ですけれど。……いえ、なんでもございません。では急ぎ、向かうといたしましょう」


    　そこでふたりは、幽霊の導くほうへと歩きます。


    



    　たどり着いたのは、海辺の砂浜。


    「この近くに打ち上がっているはずなのですが……」


    　幽霊はそう言いますものの、晩のことで、ろくに灯あかりもない。はたして見つかるのかと思っておりましたところ、遠くにぼんやりと光るものが見える。


    　近づいてみると、まるで生きているかのように美しい女の骸むくろが転がっていました。顔は幽霊と瓜うりふたつ。さすればこれが彼女のなれの果てかと、由ゆ兵へ衛えも憐あわれをもよおします。


    　と。その隣に、思いもかけないものがありました。


    「やっ！　こいつは熊くま公こうじゃねえか！　間違いねえ。こんな拙まずい顔した野郎は、そこらにふたりといるもんじゃねえ。おい、熊公！　熊公！　……ああ、こいつぁ駄目だ。すっかりホトケさんになってやがら」


    　それはかねてよりよく知る隣人でした。その変わり果てた様子に慌あわてた由兵衛。


    「幽霊どん！　幽霊どん！　ここに熊公が倒れてるよ！」


    「やはりさようでしたか……」


    　幽霊は驚きもせず、はらはらと涙をこぼすばかり。


    「初めはあなたさまを熊くま吉きち殿と思うておりました。それが違うとなれば、それすなわち、かのひとが亡くなられたことになりまする。……ああ、もしやご無事でおられるのではと、一いち縷るの望みをかけておりましたのに、覚悟していたとは申せ、亡なき骸がらを見るのはなんとも辛つらい……」


    　さめざめと泣きますので、由兵衛も思わずもらい泣きいたします。


    「畜ちく生しようめ。こいつは気のいい野郎だったがなぁ。つい一昨日だって、いっしょに飲んだばかりだったのに」


    　とはいえ、いつまでも泣いていられません。泣き止やんだ由兵衛、幽霊に尋たずねます。


    「あんたが心しん中じゆうした相手は、こいつに違いないんだね？」


    「まさか、自分の好いた相手を見間違えはいたしません」


    「そいつは油断ならねえ。あんたさっき、俺とこいつを間違えてるしな」


    　何の気なく口にした軽口に、幽霊は考える様子でしたが。


    「……それも仕方のないことと言わねばなりません。なにせ、このかたと最後にお会いしたのは、もうずいぶん前のことです」


    「ずいぶん会わんとは、どういうことだい？　熊公、一昨日まではぴんぴんしてたぞ？」


    「さればでございます」


    　幽霊は嘆たん息そく。


    「実は私、幽霊ではございません。遥はるか星の彼方かなたより参りました、異星人でございます。あなたさまにはおわかりにならぬかと思いますが、空の上には、大勢の者が住む土地があるのです。私はその故郷より、この界かい隈わいに来たのでございます」


    「……ははぁ？　その故郷てぇのは、そんなに遠いのかい？　箱はこ根ねの山くらいかね？　それとも、お伊い勢せさんくらいあるのかい？」


    「もっと遠方でございます。私は今、そこからあなたさまに語りかけているのです。……そう、わかりやすく申せば、魂たましいのほとんどがそちらで憩いこうており、一部だけがこちらであなたさまと念ねん話わをしているとでも言いましょうか」


    　由ゆ兵へ衛えは目を細めながら。


    「話を聞いたところで、ちんぷんかんぷんだ。あの世の掟おきては難しいねえ。……しかし、なんでまた心しん中じゆうすることになったんだね？」


    　幽霊は身の上を語り出しました。


    「……数十年の昔、私は故郷を離れ、この地へとやって参りました。それというのも、私の仕事が未発達地域の文化研究だったためです。よく知られていない土地の風俗を調べ、学問に役立てるのが私の務めでございました」


    「女だてらに立派なもんだ。近所のかみさん連中に聞かせてやろう」


    「もともとこちらに滞在するのは、わずかな期間だけのつもりでした。……ところが、土地に馴な染じもうとしていた矢先、私は熊くま吉きち殿と知り合い、恋仲になってしまったのです。……我われらの掟では、土地の者と親しくなりすぎるのは禁じられております。それゆえ、私は熊吉殿のことを秘密にいたしておりました」


    「芝居でもよくそんな筋があるわな。……それからどうなさったね？」


    「しばらくのうちは秘密にしておけたのですが、そのうち仲間に知られるところとなりまして、本国から戻るようにとのふれが来たのです。……私は拒みましたが、ひとりの力でどうにかなるものではございません。私は熊吉殿と引き裂かれ、故郷へ戻る船に押しこまれました」


    　ここまでくると、幽霊の目に涙が浮かびます。


    「私が連れて行かれると知った熊吉殿は、私を助けようと沖合まで泳いで来られたのでございます。……けれども果たせず、私の乗った船は出発してしまい……。私が最後に見たのは、高波をかぶる熊吉殿のお姿でした。私は仲間に彼を救ってくれるよう頼みましたが、聞き入れてはもらえませなんだ。……それきり船はこの星を離れ、私は熊吉殿がどうなったのか知ることも叶かなわなかったのでございます」


    　すすり泣く幽霊。


    「今、私の船は故郷へと帰り着きまして、ようやくそちらに顔を出すことができるようになりました。私の感覚では長い年月が経たっておりますものの、片時たりともかのひとを忘れたことはございません。あれから熊吉殿がいかがされたのかと、それだけが気がかりでございました。それゆえ、仲間に無理を言いまして、そちらへ映像すがただけでもうかがったのでございます」


    「……なるほどねえ」


    　話を聞き終えた由ゆ兵へ衛え、骸むくろに話しかけるには。


    「いや、熊くま公こうよ。お前も惚ほれた女の後を追ってくたばったんだ。悔いはあるめえ。心しん中じゆうしかけた俺が言うんだから確かだ。もうお前と飲めねえのは悲しいが、そんなこと言っても始まらんわなあ」


    　由兵衛も涙を拭ぬぐいまして、ふと幽霊を見ますと。


    「ところであんた、さっきよりぼやけてるが、大丈夫かい？」


    「なにせ遠いところから姿を映しておりますので」


    　幽霊は自分の体が見えているのかいないのか、由兵衛に申します。


    「時間もございません。私はわずかの間だけ、猶ゆう予よをいただいているのです。そう長いこと話していられぬきまりゆえ、もうじき消えねばなりません。その前に、どうかひとつ願いを聞いていただきとうございます」


    　幽霊は頭を下げつつ言いました。


    「私の体は、仮かり初そめの肉体。時期が来れば自然に分解されます。ですのでそちらは打ち捨てておいていただいてかまいませぬ。……ただ、後ご生しようでございます。熊くま吉きち殿だけは、手厚く葬ほうむっていただけないでしょうか？　なにとぞ、お願い申し上げます」


    　由兵衛は、幽霊をなだめます。


    「そう何度も頭を下げることはねえや。一度引き受けたからには、この由兵衛、熊公のことは任された。近所のよしみだ。せいぜい立派な葬式を出してやらあ」


    　それを聞いて、幽霊も安あん堵どしたのか。姿に霞かすみがかかり始め、消えゆこうとする気配。


    「……此こ度たびのこと、なんとお礼を申してよいのか。……いずれそのうち、地球に戻ってくる機会もあると存じます。そのときは必ず、必ずあなたさまのところへうかがいます。ありがとうございました。本当にありがとう……」


    　由兵衛、幽霊の語った理屈は悟さとりきれぬながら、彼女が戻ってくるまでに時間がかかることだけはわかっておりました。


    「なあに、気にしなさんな。その頃には、俺がホトケになってらぁ」


    



    　終わった途端、サキちゃんは叫びました。


    「わたしのトークのパクリじゃん！　ダメだろこりゃ！」


    　ところがニニさんは、サキちゃんに賛成しません。


    　どころか、小刻みに震え出します。


    「……違う。これは……。これは、下しもの噺はなしや！」


    「下の噺？　何それ？」


    　歯の根も嚙かみ合わないニニさん。


    「落語にあるパターンのひとつや。……ほんまはもっと長さのある噺はなしを、ある程度キリのええとこでぶった切って、話としての完成度を上げる手法がある。これは時間が限られる場で使われたり、あるいは演者の好みによる部分が大きいねんけど」


    「どういうことよ？　まったくわからん！」


    「この場合、氷ひよう菓かがやったのはその真逆！　つまり氷菓は、サキちゃんのオリジナル落語に、自分でオチをつけ加えたんや！　サキちゃんの噺にまだ先があると仮定して、そこを自分で補ってトークをプラスした。専門的に言うと、サゲを変えた。……これはそうそうできる芸ちゃうぞ」


    　驚きよう嘆たんするニニさんに、リリさんがつけ加えます。


    「そう。この子のトークは、相手のトークを最大限に生かすトーク。……敵の話を取り入れ、倍加して跳はね返す。それがヒョウの特技。生なま半はん可かなトークじゃ、返り討ちに遭あうだけよ？」


    　今しがた聞いたばかりのトークを前フリに、アイデアを付け足して自分のトークとする。そんな発想、常人に真ま似ねのできるものではありません。


    　まさにパーフェクトソルジャー。


    　リリさんの評価もそれを裏づけます。


    「言おうとしてたこと、ほとんど黒いのが言っちゃったわ。４８８７１１ポイント！」


    　サキちゃんを襲う得点の重み。


    　敵は、サキちゃんが死ぬ気で出した得点を軽々と越えてきました。サキちゃんが思ってもみなかった展開です。さっきので勝負は決まった、くらいに楽観していました。


    　そのビジョンを粉こな々ごなにする、氷菓ちゃんのトーク。


    　高得点を出しても、氷菓ちゃんは喜んだりしませんでした。


    「絶対にスベらない。それがわたちの能力。それが証明されただけでち」


    　慢心することなく、氷菓ちゃんは言いました。


    「続いていくでちよ？　わたちのターン！　リリ、お題を言うでち！」


    「そういう暑苦しいの、好きじゃないんだけど……。そうね、お題は逆転できるならしてみろってことで、『逆転の発想』」


    　聞くや否いなや、氷菓ちゃんは話し出しました。


    



    ターン２／先攻・氷菓様（実力派新人）


    　タイトル『サークルチェンジ・オン・ザ・ジョブ』


    



    　今日は久しぶりに、午前中から始まる仕事だった。


    　私は七時に目を覚まし、手短に支し度たくを済ませた。


    　出がけにペットに餌えさをやり、頭を撫なでてやる。


    「お利口にしてるんだよ、ジョン」


    　ジョンは唸うなって抗議の念を表わした。どうやら私は好かれていないらしい。


    



    　七時四十五分。最も寄より駅に到着する。やってきた電車は混んでいた。戸と惑まどいながら車両に飛びこむ。ラッシュにもまれるのはしばらくぶりだ。


    　会社に着くと、「今週の同僚たち」が私に挨あい拶さつしてくれた。私も挨拶を返しつつ、仕事着に着替える。


    　着替え終わると、現場主任が私に話しかけてきた。


    「ここの仕事は過酷だぞ、スミス君。氷点下の倉庫でマグロの仕分け作業だ」


    「平気です。私は寒い地方の出身で。体毛だって濃いほうですしね」


    「そうかね。ならがんばってくれたまえ。どちらにしても、一週間踏ん張れば終わるんだ。かく言う私も、明日で違う仕事に変わるんだが」


    　主任は私を励ますと、行ってしまった。


    　私は冷え切った倉庫の中で仕事をこなしつつ、仕事と社会について考えを巡らせる。


    　今現在、社会はまったく新しいワークシェアリング制度を導入している。自分の仕事が一週間単位で交代するこの制度は、『リングエイド』と呼ばれ、すっかり馴な染じみのシステムとなっていた。


    　リングエイドの仕組みは簡単である。いかなる人物、いかなる職業の者も例外なく、一週間で別の仕事に移る。たとえば今週、外科病院の執しつ刀とう医だった者が、次の週にはスタンドでハンバーガーを売っている。


    　こんなことが可能になったのは、ある技術者が開発した製品、通称『リング』のおかげだった。現在ではすべての者が着用を義務づけられているこのリングは、装着者の経験を蓄積することができる。リングを着けている者が体験した職業的経験値は、余さずこのリングに記録され、リングを通してメインコンピュータへ送信される。送られた先では、すべての情報が管理整せい頓とんされる。それを再びリングへ送信することにより、我われ々われリングの装着者たちは、各仕事についての細かい情報を自分のものにすることができる。


    　この制度ができたのは、職業ごとの待遇差による不満が募つのった結果である。半世紀前、賃金問題をはじめとする格差が生じ、社会的不安を引き金とする暴動が多発した時代があった。そのときに作られたのがこの制度である。このリングエイドを導入することにより、すべての人間が等しい生活レベルを維持することができ、また個人が得た職業的経験を全員に分配することでより能率的な労働ができるようになる。そうした意見により、この制度は実施され、一応の成功を収めた（共産主義者たちは、これを自らの勝利と見なした）。


    　私個人の意見を言わせてもらうなら、定期的に仕事を交代することで気分をリフレッシュできる。気の進まない仕事を続ける必要がない。そこは良い点だと認められるだろう。


    



    　仕事が終わると、私は食事をとってから帰ることにした。近所の店で料理を頼む。無論、店員は初めて見る顔ばかりだ。彼らもまた一週間で交代する。


    　すぐに私の頼んだ飲みものが運ばれてきた。だが、ついてないことはいつでも起こる。


    　グラスを運んできた店員が、つまずいたのだ。その拍子に、グラスの中身がこぼれ、私にかかってしまった。


    「すみませんお客様！　すぐにお拭ふきしますので……」


    「気にしないでください。私もしばらく前に似たようなことをやった経験がありますので」


    　私は笑顔のまま言った。驚きはしたが、彼に対して怒りの気持ちは湧わいてこない。


    「でも毛皮が。……本当に申し訳ありません！」


    　頭を下げる店員に、私は平気だと慰なぐさめた。


    　彼に言ったように、私もこういった仕事に就ついたことがある。彼らは客に応対しつつ、様々な雑務をこなさなければならない。忙しさから、ミスをすることだってあるだろう。経験した私には、そのことがわかっていた。


    　リングエイドが普及する前は、こうしたミスに対するクレーマーが後を絶たなかったらしい。些さ細さいな失敗を、大声でなじる客がよくいたそうだ。仕事に対する無知こそが、そうした思いやりのない言葉を吐かせる元げん凶きようである。


    　今ではそうした光景は見られなくなった。誰もが明日、彼の代わりにここで店員をすることになるかもしれない。そして昨日、店員だった者が、客として来店するかもしれない。そう考えれば、我慢する気になる。明日は我が身と思えば、優しくもなれるのだ。


    



    　私は家に帰り着いた。一日の生活を終え、一息つく。


    　そのときふと思い出した。


    　いけない、もう一仕事残っているのを忘れていた。


    　寝る前に、人間ペツトに餌えさをやらなければ。


    



    「ＳＦネタ二連発！」


    　すぐにリリさんがポイントを言いました。


    「ネタ自体が逆転しているという意外性に、ＳＦテイストだったさっきのトークから味付けを変えないという意外性。これも逆転。……３９４５２７ポイント！」


    「先言われてもうた！　俺がそれ言いたかったのに！」


    　解説の取り合いをしてる場合じゃありません。


    　またしても高得点です。サキちゃんを突き放す、怒ど濤とうの二連撃。


    　うなるニニさん。


    「内容も直球勝負、かなりオーソドックスなブラックジョークや。だからこそ、実力がもろに出る」


    「基本に忠実なのはいいことよ。基本を疎おろそかにしては大だい事じならず。基本がきっちりできてさえいれば、変わったことをしなくても得点は伸びる。その好例ね」


    　リリさんはもう決まったと言わんばかりです。


    「どうでちか、火ひ花ばな咲さ樹き！」


    　地力を見せた氷ひよう菓かちゃんは、サキちゃんに問いかけてます。


    「これでわたちたちの差はおよそ五十万ポイント。……お前にこの点数差をひっくり返てるでちか？　どう考えても逆転は不可能。おとなちくギブアップするのが身のためでちよ！」


    　サキちゃんはあきらめません。ここは抗あらがう場面です。


    「嫌だ！　わたしはひとの言うこと聞くのが大嫌いだ！　能の登と麻ま美み子こさん以外、誰の言うことも聞かない！」


    「なぜそこだけは許される！」


    　サキちゃんの闘志はまだ消えていませんでした。サキちゃんは負けるのが、なまこの次に嫌いです。勝てば官かん軍ぐん。泥水をすすってでも、勝つまで戦うストロングスタイル。


    　そうは言っても、この敵は強い。どうやって勝てばいいのか、光こう明みようも見えない状況なのに違いはありません。


    　いったいどうすれば!?


    　そのとき、緋ひ色いろさんの声が投げられました。


    「完かん璧ぺきな人間なんていません！　どれだけヒョウちゃんが強くても、必ずどこかに穴があります！　力には技、技には魔法、魔法には力です！」


    　必死にずれたアドバイスを送る緋色さん。


    「どんな相手だって弱点があるはず！　じゃないとゲームバランスがおかしいです！　だからサキさん、……がんばって!!」


    　緋色さんの訴えに、サキちゃんは頷うなずきました。


    　大きく一息つくと、目を閉じ、集中モードに入りました。


    　さっきとは違い、今度は深く意識を研とぎ澄まします。


    　消えていく下げ界かいの騒音。


    　聞こえるのはただ、大地が織りなす自然の呼吸のみ。


    　虫の声。風の音。川のせせらぎ。卒業証書入れのきゅぽんきゅぽんいう音。


    　森しん羅ら万ばん象しようと心しん気き合ごう一いつしたサキちゃんは、考えに考えました。


    　いかにして勝つか。どうすれば勝てるのか。そもそも、勝つって何？


    　勝つ。勝利。克かつ。渇。カツ。トンカツ。ビフカツ。ステーキ。うなぎ。


    　あ、やっぱうなぎよりトンカツ食べたい。


    　そういや最後にトンカツ食べたのいつだったかな？　……一週間前に食べたあれは、メンチカツだったからノーカウントで。そういやあのときひいさんが食べすぎちゃダメだって言って……。ひいさんが言って……。


    　ひいさんが言って？　何を言ったっけ？


    　蘇よみがえる緋ひ色いろさんの言葉。


    　一週間前のは忘れてましたが、代わりに一分前のがフラッシュバックしてきます。


    「どんな相手だって弱点があるはず！　力には～（以下略）」


    　なんでもないようなことから、新しい発想が生まれることもある。


    　このときがまさにそうでした。


    　相手の苦手なもの、弱点はどこにある？


    　こいつに勝つために自分が取るべき方法は？


    　そこまで考えた瞬間。……そのとき、歴史が動いた！


    　サキちゃんの脳裏で、突如閃ひらめく奇跡のアイデア！


    　イメージで言うと、なんかの種が頭の中で弾はじけ花開く感じ！


    　サキちゃんは目を開きました。そしてひとこと。


    「……勝った」


    　強がりではありません。


    　ＳＥＥＤ覚かく醒せいしたサキちゃんは、勝利を確信していたのです。


    



    



    　今、異様なオーラがサキちゃんから放たれていました。


    　それは静かでありながら周囲を威圧する、悟さとりの境地に達したかのようなオーラでした。


    「なんでちか、急に？　解げ脱だつしたような顔をちて」


    　雰囲気の変わったサキちゃんに、不審を抱いだく氷ひよう菓かちゃん。


    　緋色さんも声をかけます。


    「勝ったって。……ヒョウちゃんに勝つ手が見つかったんですか、ライジングＸ？」


    「うん。わたしに任せといて」


    　そう受け合う態度も、自信ありげ。何かをやらかす気まんまん。


    　サキちゃんは氷菓ちゃんに言いました。


    「次はわたしの番だったよね？　……じゃあここで、決めに行くよ？」


    「なんでちって？　バカも休み休みに言うでち！」


    「だからバカって言うな！　こっちは超本気だ！　笑うとこじゃない！」


    　炸さく裂れつするサキちゃんのトーク！


    「わたしには、勝利へと続く道が見えているっ！」


    



    ターン２／後攻・逆襲のサキちゃん


    　タイトル『今日から簡単！　三分でできる禁煙法』


    



    　吸いたいな、と思ったのに。


    　サイフをスられて。


    　自販機の前で気づいて。


    　陽気なヘビースモーカー。


    



    　シーーーーーーーン。


    「……うん？」


    　聞き終わったニニさんが、複雑な顔をしました。


    　サキちゃんのトークは、ふわっとした感じでした。厳密に言えば、超スベりました。摩ま擦さつ係数ゼロの床ぐらいツルッツル。


    　サキちゃん、取り返しのつかないことやらかしちゃった。


    「……これは負けたな。盛り上げるだけ盛り上げてしくじったパターンやな。協会から永久追放されてもしゃあないぐらいスベったな、サキちゃん」


    　味方のニニさんですら、あきらめてしまいました。


    　どうなるサキちゃん、ここで業界からもドロップアウトしてしまうのか！


    　なのにリリさんが出した得点は。


    「私だって気に入ってるわけじゃないわよ？　けど、けど！　４９０７８０ポイント!!」


    　なんじゃこりゃああああ！！！


    「な、なんでちって？」


    「なんでそんな高得点が!?」


    　驚くギャラリー。普通に考えて、この結果は納得できるものではありません。


    　そのわけを、判定役のリリさんが語り出します。


    「……今のトーク、普通に聞いただけじゃ、どえりゃースベってるとしか思えないでしょう。でもこのトークは、ある一点を目指して作られてる。それは、『スベる』という点よ」


    　よく見れば、リリさんの全身も小刻みに震えています。


    「……そう。火ひ花ばな咲さ樹きはあえて失敗することにより、起き死し回かい生せいの一いつ手てを導き出した。本来、笑いを取りに行かねばならないはずのトークで、わざとスベろうとする。これはまた、『逆転の発想』というテーマにも沿っている。よってこの得点は妥だ当とう」


    　ようやくニニさんにもわかりました。


    「……そうか！　これは伝説の『スベり芸』！　やとしたら、この得点も頷うなずける！」


    「す、スベり芸でちって？」


    　スベるのキーワードに、氷ひよう菓かちゃんは青ざめました。


    　その単語は、ジョーカーにとって忌いむべき言葉だからです。


    　たとえば、客全員が六十代の寄よ席せで、ウケもしない一発ギャグを繰り返す。これは立派にスベっていると言えるでしょう。


    　つまりスベり芸とはその応用、受けないことを前提とした芸だと言えます。


    　まず先に、あえて受けない話やネタをやる。そして場内の空気が凍りつく。その後、そうした寒さむ々ざむしい状況になったことを笑いにする。


    　それが一般的なスベり芸の流れです。


    　しかしこの行為には、著いちじるしいリスクが伴ともないます。凍りついた会場の空気がもとに戻る保証はありません。ただ単にスベった、という事実が残るだけ、死して屍しかばね拾う者なし、となる場合だって多い。


    　スベり芸とは、そうしたハイリスクローリターンな戦法なのです。


    　人間誰しもスベるのなんて嫌ですから、この芸をやるジョーカーはそういません。本来は避けるべき笑いの取りかたなのです。


    　でも、もしこの芸を、相応ふさわしい時と場所を選んで使うことができたなら？


    　もしくは今回のように、スベることでテーマの条件を満たし得る場合なら？


    「ぐっ！　そんな、そんな手が！」


    　氷菓ちゃんのリアクションが、その威力を物語ります。


    　そうです。意外なときに使われる意外な手。まさに奇き手しゆ。


    　それは予想していない事柄であるだけに、より効果を発揮します。『ずっとライバル視してきた相手が、生き別れた双子の兄弟だった！』くらいのインパクトを持つのです。


    　それだけではありません。


    　これは、サキちゃんにしかできない芸当なのです。そこが重要になってきます。


    　これまで、氷菓ちゃんは、敵のトークを取り入れる方式で戦ってきました。


    　敵が放ったトークを増幅して打ち返すのが、彼女の戦闘スタイル。


    　しかし今度は、その手が使えません。


    　スベるとは、氷菓ちゃんからもっとも離れたところにある言葉。


    　スベるのは、彼女がもっとも苦手とする分野。


    　サキちゃんのスベり芸は、氷菓ちゃんがいくら真似したくたってできないのです。


    　先程の、緋ひ色いろさんからのアドバイス。『氷菓ちゃんの弱いところはどこか？』と考えた結果、サキちゃんはこのトークに思い至ったのでした。


    　これには応援する緋色さんも黄色い歓声を上げ、万ばん歳ざい三唱。


    「きゃあぁぁぁ！　サキさん！　かっこいい！　ブラボー！　ブラボシャスー！」


    　止まらない緋ひ色いろさん。ブラボシャスて。


    「あ、あ、あ、あ、あんたが大将！　あんたが隊長！　あんたが優勝！　もう一丁！」


    「盛り上げ上手か！」


    　おだてられれば際限なく調子を上げていくのがサキちゃんです。


    「ふふふふ！　さあ、どうするちびっ子！　ターンは終わりだけど、まさかやめるなんて言わないよな？　空気読むよな？　わたし、あと百ターンはやる気あるけど？」


    　強気で氷ひよう菓かちゃんへ迫ります。放置しておくとどこまでも調子に乗ることでしょう。


    　主あるじを心配したリリさんが尋たずねました。


    「次のターン、どうするの、ヒョウ？　火ひ花ばなの言うとおり、今のまま終われば、点数的にはギリギリあなたの勝ちだけど……」


    　主を案じ、言い淀よどむリリさん。


    　それもそのはず。


    　現状、氷菓ちゃんは点数では勝っていても、流れでは負けています。


    　そしてジョーカーは、なにより空気感で負けるのを嫌うもの。


    　このままでは、試合に勝って勝負に負けるのも同じ。それでは意味がありません。


    　氷菓ちゃんは言いました。


    「……わたちがそれをよちとすると思うでちか、リリ？」


    　その言葉で了解したリリさんは、なおも主に尋ねます。


    「じゃ、テーマを変える？　このテーマじゃ、あなた不利よ？　わかってるでしょうけど」


    「いいや、このままやってやるでち！」


    　首を振るパーフェクトソルジャー。


    「向こうは一瞬の閃ひらめきのみで、自分の限界を超えてきた！　わたちだって、同じことをやってやるでち！　力のかぎり、持てるすべてをかけて応こたえるでち！」


    　この熱血、主人公ぽいぜ！


    　ブラックジョーカーらしからぬ小こ気き味みのよさに、サキちゃんも感心。


    「その意気は誉ほめてやろう！　誉めるのはタダだし！　だが貴様に、我がトークを越えられるかな？」


    　ゲハゲハ笑いが響きます。こっちは中ボスっぽいぜ！　放っておくと『この姿を見て生きて帰った者はいない』とか言い出しそうだぜ！


    



    ターン３／先攻・ガッツ氷菓


    　タイトル『讃岐さぬきうどん』


    



    「お、いらっしゃい」


    「ご店主、一杯ね。なんでもここは、ほかの店とは違ううどんを出すそうじゃないか」


    「そうとも。うちのは珍しいよ。近くの海で獲とれた魚ぎよ介かい類を直送してもらってね。それを具材に入れるんだ。今の時期なら蛤はまぐりだな。こいつが意外とうどんに合う」


    「楽しみだ。すぐできるのかな？」


    「茹ゆでるだけだからね。そうかからんが、……おっと、こいつはいかん。こっちは明日、使うぶんだ。ちょっと待っててくださいよ」


    「その蛤じゃダメなのかい？」


    「こっちはまだ砂さが抜けてない」


    　お後がよろしいようで。


    



    　やり終えた氷ひよう菓かちゃんは、リリさんへ問いかけました。


    「どうでちか！　得点は!?」


    　しかし、リリさんは小さく首を振っただけです。


    「……１２５７１４ポイント。……これじゃあダメね。スベりきってない。中途半端」


    「そやな。ウケ狙ねらいにいってるもん。中途半端」


    「それに一本目のネタに引きずられていますしね。中途半端」


    「どことは言えないけどダメだな。中のパンダ」


    「四方向からのダメ出し！」


    　驚く氷菓ちゃん。なんだ、中のパンダって。Ｍサイズ？


    「でも普通、うどんに蛤はトッピングちないじゃないでちか！　そこ、おかちいじゃないでちか！　スベってるでち！　それから、どこがスベってるのか説明ちようとしてるわたちもスベってるし！」


    　採点に不服な彼女は、必死にスベってる箇所をアピールします。スベりたいと訴えるジョーカーは、おそらく史上初。


    　サキちゃんは厳いかめしい顔で言いました。


    「ばかもん！　うどんに蛤を添えてはいけないなんてルールでもあるのかね!?　海かい原ばら○山ざんがそう言ったのかね!?」


    「それは。……言ってないでちけど」


    「だろうが！　食に国境ルールなし！　うどんに何を乗せようが自由だ！　だいたい、極限状態ならなんでも食べられる！　なんならわたしが駅で詠よんだ俳句、もう一回詠むか？」


    「いや、それはやめといて。悲しなるから」


    「ともかく、スベるってのはそういうことじゃないんだよ！　今のはスベってるって言いませーん！　だから点数伸びませーん！」


    　心底むかつく調子で言うサキちゃんに、ぐうの音ねも出ない氷菓ちゃん。腹は立つんですけど、サキちゃんのほうが正しいので逆らえないのです。


    　そう。


    　彼女はスベれない。


    　トークの完全戦士である氷ひよう菓かちゃん、その唯ゆい一いつ苦手なものこそ、スベることでした。


    　絶対にスベらない。


    　それは裏を返せば、スベれないのです。


    　唇くちびるを嚙かむ氷菓ちゃんに、サキちゃんは告げました。


    「あきらめろ。お前の弱点はすでに見切った。敵の弱いところを探してぶっ叩たたく。そういうせこい裏技こそ、わたしの十八番！　お前にスベり芸はできまい！」


    「そ、そんなことはないでち！」


    「無む駄だだ。あがいたところで結果は見えている。ふふ、どうでちか、思いちったでちか！」


    「語尾をパクった！」


    　わかりづらいのでやめてください。


    　テンションを最高に保ったまま、サキちゃんは言いました。


    「お前はよく戦った！　でも、最後に勝つのはやっぱわたし！　最後には必ず清く正しいものが勝つ！　それがこの世のお約束！」


    　清く正しいかは疑問だけれどっ！


    「これでトドメだ！　燃え上がれ私のハート！　叩きこめ運命のビート！」


    「Ｊ○Ｊ○!?」


    　伏せきれてないまま、サキちゃんの声帯がうなりを上げる！


    「喰くらうべし！　必殺、『誰も滑ったことのない斜面フアーストデイセント』！」


    「きちんと韻いんは踏んでる！」


    



    ターン３／後攻・サキちゃん（こしあん派）


    　タイトル『おたべをおたべ』


    



    　昨日、観光してるとき、おみやげの店に行きました。わたしと、ひいさんと、ニニさんと、ありんこで行きました。


    　わたしが何を買おうかなあと思っていると、店のおばちゃんが言いました。


    「お嬢ちゃん、よかったら試食しておいき。おたべをおたべ、ってね。ぷくくく、こりゃおもしろいねえ」


    　おばちゃんは笑いましたが、わたしは笑いませんでした。


    　おもしろくなかったからです。


    　そのあと、わたしはおたべを三箱食べました。


    　とてもおいしかったです。


    



    　スーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーン。


    　シーン通り越して、スーン。


    　戦せん慄りつするニニさん。


    「……ダジャレ!?　こんだけ引っぱった話のラストが、ダジャレ!?」


    　しかもひとの言ったダジャレ。


    　その時点でもダダスベりだったやつ。


    　あまりの衝撃に、震えが止まらないニニさん。


    「骨の髄ずいまで凍りつくこの寒さ……。今すぐカイロを！　カイロをください！」


    　季節はずれの大だい寒かん波ぱは、ニニさんの毛皮でも防ぎきれません。


    「なんか小学生の日記みたいやわ、タイトルでオチも言うてもうてるわ。……さぶい。これはさぶいぞ！」


    　リリさんも涼しい顔で言いました。


    「明日からはまた真冬並みの寒さになるでしょう。……見事なスベり芸だったわ。完敗よ。９９９９９９ポイント！」


    　勝負はここに決しました。


    「ひやああああん！」


    　ポイントが示されると、氷ひよう菓かちゃんはその場にしゃがみこみました。あまりの衝撃に、腰がいかれたのです。


    　それを上から見み下くだすサキちゃん。


    　笑いが止まりません。


    「どうだ、これよりもっとスベれるか!?　ムリだな！　ムリムリムリムリムリムリムリ！」


    　そう言うとサキちゃんは、手拍子を取りつつ、少女の周囲を回り始めました。


    「負っけった！　あそれ！　負っけった！　負っけロリ！　あそれ、負っけ猫！」


    「……う、う。……ううううう！」


    　この踊りに、氷菓ちゃんは黙ってぷるぷると震えていましたが。


    「うう。……グス。……ヒック。……うわーーーーーーーん！」


    　脳の処理限界を超えた事態に、泣き出してしまいました。


    　それを見ながら、サキちゃんは大笑い。


    「はっはー！　公約どおり泣かせた！　勝利のＶ！」


    　まだ踊っています。空気読んでない度百点だよ。


    「バカめ！　悔しかったらスベってみろ！」


    「わーん！　バカがいじめるー！」


    　号ごう泣きゆうする氷ひよう菓かちゃん。


    　その前で、痛快とばかりに勝ちポーズをキメるサキちゃん。


    　そんな地獄絵図を見ながら、ニニさんは言いました。


    「なんかすっきりせえへん勝ちかた！」
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    　いろいろあった午後も終わり、古都に秩序が戻りました。


    　サキちゃんたちは、焼け残った体育館の前でたたずんでいました。


    　バトル後、重傷を負ったトール氏は、病院へ搬はん送そう。いばら嬢はそれについて行きました。お幸せに。


    　事件の首しゆ謀ぼう者である氷ひよう菓かちゃんは、みんなの前で正座させられていました。


    　もっとも、それがかなり屈くつ辱じよくなのか、まだぐずぐず言っています。


    「グスッ。……今日のところは負けを認めてやるでちが……。たとえわたちがやられても、第二第三の刺し客かくが……」


    「やめておきなさい、ヒョウ。それ、小こ者もののセリフよ」


    　お供にたしなめられ、氷菓ちゃんもようやくあきらめがついたようです。


    「……そうでちね。敗者にはなにも語る資格はない。それがジョーカーでちね」


    　涙を拭ぬぐいつつ、大人びたことを言っています。


    「今回はこれで引き下がるでち。……でも気をつけるでち。新話芸は、お前たちが思っている以上に危険な相手。本当にわたちに代わる刺客が来るかもしれないでちよ？」


    　それを聞いたサキちゃんは、心こころ得え顔がおで受け合いました。


    「大丈夫！　蚊かに刺されたほども気にしないよ！」


    「少しは気にするでち！」


    　放っておくとマラリアになったりします。


    　能天気なサキちゃんに、氷菓ちゃんは不満げ。


    「まったく！　わたちが心配してやってるというのに。なんて奴でちか！」


    「ほほぉ。心配してくれてたんだ。お前も反省し、わたしを讃たたえる気になったと見える！　よいかなよいかな！」


    　言葉尻じりを聞きつけ、上機嫌になるサキちゃん。


    「やっぱ拳こぶしを交えると友情が芽生えるね。バトルで倒した奴が仲間になってく展開だね！　……よしよし。じゃあ仲直りのしるしに、私が大事にしてるカードをあげよう。はいこれ、『猫タンク』。激レアだよ！」


    「それいらんやつ！」


    　ダブったカードをこれ幸い、押しつけようとしています。おまけにポケットに突っこんであったので、くしゃくしゃです。貰もらっても嬉うれしくない！


    　ところが氷菓ちゃんは、いいように解釈してくれました。


    「……そうまでして、私と仲良くなりたいんでちね？」


    　頰ほおを染めつつ、サキちゃんの手からカードを引ったくりました。


    「ふん！　なら受け取ってやるでち！　せっかくいただいたからには、それはもう大切にちまっておいてやるでち！　なくさないよう、マイ手帳に挟はさんでおくでち！」


    「なにこのやっすいツンデレ！」


    　ともあれ、氷ひよう菓かちゃんの機嫌も直ってひと段落。これで京都にも平和が訪れるなあ。


    　というところで。


    　ばさばさ。氷菓ちゃんの手帳から、何かが落ちてきました。その数、一ダースほど。


    　サキちゃんはその一枚をキャッチ。


    「なんだこれ。写真？　……ん？　これ、ひいさん？」


    　そこに写っていたのは緋ひ色いろさんでした。観光中に撮られたものらしく、京都の名所を背景に収まっています。


    　慌あわてて拾おうとする氷菓ちゃんを押し戻し、ほかのも拾うサキちゃん。


    　するとその全部に、緋色さんが写っています。やはり行く先々で撮ったもののようです。


    　ただ気になるのは、どの写真でも、緋色さんの目線がカメラを向いてないということです。微妙にぶれていたり、横顔だったり。どうも隠し撮りしたような撮られかたをしていました。


    　焦あせる氷菓ちゃん。


    「返すでち！　それはわたちが陰ながらお姉たんを激写した、貴重な写真なのに！　秘蔵コレクション、『猫ねこ室むろ緋色メモリーズ』に入れようと分けておいたぶんでちよ！」


    　なるほど、四よん笑しようでカシャカシャいってたのはこれだったんですね。


    　写真を奪い返した氷菓ちゃんへ、問いかけようとする緋色さん。


    「……ヒョウちゃん、それ……」


    「う、う……」


    　途端。踵きびすを返し、猛スピードで走り去る氷菓ちゃん。


    　その姿は、すぐに見えなくなりました。


    「なんやねんあいつ。逃げてまいよった」


    「……悪く思わないであげて、緋色」


    　口を挿はさんだのは、リリさんです。


    「あの子は、今でもあなたのことが好きなのよ。そこはわかってあげて」


    　主あるじをかばい、語り出す白猫。


    「あなたと別れてからも、春夏秋冬朝昼晩、いつもあなたのことばかり考えてたわ。ついには勢いあまって盗とう撮さつに走るくらい」


    「この小説、ストーカー率高っ！」


    　リリさんはかまわずに続けます。


    「それだけ好きなんだけど、いざ面と向かうと恥ずかしくて言い出せない。典型的なツンデレ症状ね。本心と態度が真逆に出るタイプなの」


    　この二重人格っぽいところ、猫ねこ室むろ一族だけのことはある。


    めんどくさい性格！


    「今回のこともそう。あの子、建たて前まえ上は上層部の指示に従ってここに来たんでしょうけど、内心じゃ、あなたに会えることを楽しみにしてたのよ。試験の妨ぼう害がいとかより、久しぶりにあなたと話せることのほうがウエイト大きかったの。……それなのにあなた、すっかりあの子を忘れてるみたいだったから……」


    「……それで、あんなに怒っちゃったんですね……」


    「まあね。クールぶっててもあれでまだ子供だから、うまく感情を伝えられないの。しかもツンデレだし」


    　ここでニニさんが気づきました。


    「ほんなら、もし緋ひ色いろが妹やって気づいてれば、ここまで被害大きならずに済んでたかもしれんてこと？」


    「そうね。もしかしたら、試験の妨害もやめてたかもね。なにせヒョウにとっては、はじめから新話芸の指示[image: ]緋色だろうし」


    　自身どえらい被害を受けたニニさんは、泣く思い。


    「それ、もうちょい早はよ言うといてくれません!?　早い段階で話してくれとったら、俺も踏みつぶされんで済んだのに！」


    「うるさいわよ型落ち機。変形もできないくせに」


    「誰が型落ち機やねんコラァ！　世の中には言うてええことと悪いことがあるやろ！」


    　緋色さんが止めました。


    「まあまあ、ニニさん。ほら、ジーンズだって古いもののほうが価値があったりするじゃないですか。ニニさんにビンテージがあるのかどうかは知りませんけど」


    「慰なぐさめる気ある!?」


    「そいつがアンティークかどうかはともかく。……あなたたち。さっきのヒョウの言葉、忘れないようにしなさい」


    　急にシリアスモードになるリリさん。


    「新話芸の上層部の目的は、全話芸を潰つぶすことにある。……今回のことで、彼らも本腰をいれるでしょう。あなたたちも、より厳しくマークされることになる。気をつけなさい」


    　緋色さんは尋たずねました。


    「あの、リリさん。新話芸という組織について何か知っているなら教えてくれませんか？　本部の場所とか、メンバー構成とか」


    　リリさんは悲しそうに首を振りました。


    「残念だけど、ストーリー展開の都合上、これ以上は話せないわ」


    「そうですか。残念ですけど、それなら聞くわけにいきませんね」


    「納得してもうた！」


    　サキちゃんも尋たずねました。


    「ふたり、これからどうすんの？　小こ蘭らん師匠のとこ来る？」


    「ヒョウ次第だけど。たぶん、組織に戻ると思うわ。気は向かないけど、今日の報告をしないといけないし。……それにあの子にもわたしにも、帰らなければならない理由がある」


    「そこは秘密なんだよね？」


    「そこは秘密なの。この謎なぞはいずれ明らかになるときがくるわ」


    　そう言うと、リリさんは去っていきました。


    　それにしても、秘密とは何か気になります。


    　しかしそれが明かされるのは、また別の話。


    　これからまだしなければならないことはたくさん残っていました。逃げていった小蘭さんを捜さないといけませんし、いろいろと後始末もあります。


    　三人が帰ろうとしたとき。


    「お姉たーん！」


    　通りの向こうから、呼びかけてくる声。


    　見れば建物の陰から飛び出した氷ひよう菓かちゃんが、大声で叫んでいるのでした。


    「お姉たんなんか。……お姉たんなんかぁ！　……とってもとってもとってもとってもとってもとっても、……大好きですーーーーーー！！！！」


    　両腕で頭の上にハートマークを作りつつ、氷菓ちゃん。


    「だから今日は帰るけど、すぐに会いに来るからぁ！　そのときは、いっしょに遊んでください！　きっときっと、約束ですーーー！」


    　そう言うと、手を振り、去りかけます。夕日を浴び、彼女と、その隣を歩くリリさんが、きらきら光って見えました。名場面だ。


    　その背へ、緋ひ色いろさんも声を上げます。


    「待ってるからーーーー！　今度は絶対、憶おぼえてるからーーー！」


    　去りゆく氷菓ちゃんとリリさんの姿を眺めながら、叫ぶ緋色さん。


    「私も、ヒョウちゃんが大好きーーーーーー！！！」


    　夕日に向かい、緋色さんも大きく手を振りました。


    　そんな心温まる風景を横目に、サキちゃんは満足げに呟つぶやきました。


    「……よかった。実によかった。姉し妹まいがめでたく仲直りして一件落着。今回の裏テーマは家族愛、みたいな。ね！」


    「最後はキャラ作りも忘れてたもんな」


    　しみじみと頷うなずくニニさん。


    「今回は雰囲気に流されといたるわ。細かいとこはまったく解決してへんけど、ええラストやから許すわ。……泣ける。これは泣けるで」


    　暮れなずむ空をバックに、音楽が流れ出します。


    　しんみりしたバラードかと思いきや、明らかにエンディングの曲調ではありませんでした。バトル曲の流用でした。


    「もっと場に合う曲流せや！」


    　ニニさんのつっこみが、曲に重なって消えていきます。


    　道路の真ん中には、まだ手を振り続ける緋ひ色いろさん。その背後で流れる、場違いなＢＧＭ。


    　ニニさんは、夕日に向かって叫びました。


    「なんやのこのエピローグーーーーーー!!」


    



    



    　さて、このあたりでお時間となりました。サキ天二巻。


    　別れ際ぎわ、リリさんが残した思わせぶりな態度の意味は？


    　敵組織、新話芸とはなんなのか？　はたして彼らはどう出てくるのか!?


    　はたまた、語られなかった緋色さん＆氷ひよう菓かちゃんのご両親はどうしているのか？


    　数々の謎なぞを孕はらみつつ、今回はこれでおしまい。


    　最後、サキちゃんはカメラ目線で言いました。


    「みっしょんおーるこんぷりーと！」


    「発音がど下へ手た！」

  


  
    アトセーーツ


    



    「みなさま御機嫌よう。後あと説せつっス。今回も前回に続き、わたしこと『隣の芝は青を通り越して黒く見える』火ひ花ばな咲さ樹きと、『ロボなのに夏毛に生え替わる』ニニさんでお送りします」


    「自分でも知らない情報にショック！」


    「ここだけの話、わたしの名前は、イギリスの短編小説家、サキにちなんでるの！」


    「突然明かされた事実にもショック！」


    「関西人は一人称『ワイ』ってほぼ言わない！」


    「それは知ってるから、ショックでもない」


    「てなわけで後説なんですけど。……なんやかやで、出たね二巻。Ｗｅｂ上で発表せずにすんでよかったね！」


    「デリケートなとこに切りこむの禁止！」


    「今巻は見み所どころ満まん載さいでしたね！　狼おおかみ男とか、ドラキュラとかね。あいつらがわたしの配下になってくれたときは驚いたよね！　あとはニニさんの手が伸びたりとか、わたしが魔界のプリンセスで、人間界に修業しにきてたってのにもびっくりしたし……」


    「あらすじに続いて、ここでも大うその嵐あらしが！　あとがきから読む派のひとが困るやろ！　配慮よサキちゃん！　思いやりの心よ!?」


    「そんなもん、知らん！」


    「本編の主要テーマを無視とな!?」


    「なんでも説明してもらえると思ったら大間違いだ！　このウィキペディア世代め！」


    「せめて補足とかしよ？　読んでためになるあとがきにしよ？」


    「断固拒否る！　絶対役に立つ情報とかは載のせない！」


    「貴重なページを、それでいいんですか！」


    「いぃーんです！」


    「もはやなにも言うまい」


    「さてさて、ここから予告だよ！　さぁて、来襲のサキちゃんは！」


    「ほんとに来襲してまうよ！」


    「とうとうやってくるアレ！　サキちゃんすらも恐れさせる人物とは何者なのか！　そして引き裂かれた仲間たちの運命は！　わたし的には、ピンチのとき格好いい王子様が助けに来てくれるとかなら嬉うれしいけど。……ないな。この小説で、それはないな」


    「次回、ラブの嵐が吹き荒れる！　のか!?」


    「ま、次巻が出るか出ないかすらわからないですけどね！」


    「やめて！　その明るさが悲しみを誘う！」

  


  
    陸　凡鳥


    Boncho Kuga


    



    前巻に引き続き、「捨て身」「日曜の朝だけは早く起きる大人」「いい加減にしないと、そろそろ本気で怒りますよ！」の精神でお届けします。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    サキちゃんと天然さん２
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